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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──よし、行こう」

「うん、今日も天気良いいねー」

　──いつも通りに、添そい寝ねをした次の朝。

　俺の自宅アパートを出て通りを歩きながら。静しず乃のは顔を上げ──朝の光に目を細めた。

「もうすぐ六月だし……今年も暑くなりそう」

「だなあ、予報によると、雨も少ないらしいしな」

「えーそうなの？　早く衣ころも替がえしたーい。夏服着たい」

　そんな風に言葉を交かわしつつ、俺は隣となりの彼女をちらりと盗ぬすみ見みる。

　黒い髪かみを陽光に艶つやめかせ、リズミカルに歩く静しず乃の──。

　水すい晶しようみたいな目。

　ほどよくメイクされたかわいらしい顔。

　どこか楽しげにカーブを描えがいている唇くちびる。

　高校で再会してもう二ヶ月ほど経たつけれど──俺は彼女がこうして隣となりにいてくれることに。

　静しず乃のと一いつ緒しよにいられることに、じんわりと幸福感を覚える──。

「……そういえば」

　と、俺はそこでふと思い立ち、

「布ふ団とんも夏仕様にした方がいいかもな。今、春物の寝しん具ぐしかないし」

「あーそうだね」

　言われて気付いた様子で、静しず乃のもこくこくとうなずく。

「夏用の布ふ団とんとか、また探しにいこっか。添そい寝ねする分、一人で寝ねるより暑いだろうし」

「だな。薄うすい掛かけ布ぶ団とんとかタオルケットとかな」

　──添そい寝ね。

　高校入学と同時に不ふ眠みん症しようになってしまった、俺と静しず乃の。

　そんな二人が一いつ緒しよに横になったときだけ眠ねむれると気付いたのは、入学式の日のことだった。

　羊を数えても音楽を聴きいても牛乳を飲んでも眠ねむれなかった俺たちが──添そい寝ねさえすれば、ぐっすり眠ねむれる。

　そんな不可思議な現象が起きていることに、気が付いてしまったのだ。

　以来。俺たちはクラスではちょっと疎そ遠えん、夜は添そい寝ねするという二重生活を続けてきた。

　交代でお互たがいの家にお邪じや魔まして一いつ緒しよのベッドで眠ねむり、翌朝並んで家を出て、一本ずらしたバスで別々に登校する毎日……。

　──ちなみに、俺たちは彼氏彼女でも恋こい人びと同士でもない。

　ただの幼なじみだし、五年間離はなれて暮らしていたことや記き憶おくのすれ違ちがいなんかもあって再会時には険悪になったりもした。

　だから、最初はそんな彼女と添そい寝ねすることに、俺はひどくためらいを覚えたのだ。

　緊きん張ちようしたしドキドキしたし……正直に言えば、なんかこう……エロい気分になることだってあった（今もある）。

　とは言え──時は流れて再会から二ヶ月が経たち。

「あ、じゃあ今日も添そい寝ね、忍しのぶの家でいい？　うちにある布ふ団とんの方が分厚いから、新しいの買うまでは忍しのぶの家で寝ねるのじゃダメ？」

「ああ、全然構わんよ。じゃあもう、学校から直じかでうち来るか？　家寄らずに」

「そうさせてもらおうかな。助かるー」

　当たり前のような口調で、そんなことを言い合う俺たち。

　俺たちにとって、二人で一いつ緒しよに寝ねることは少しずつ『日常』になり始めてもいた。

　前みたいに心臓が飛び出しそうになることもなければ、変に罪悪感を覚えることもない。

　やり場のない気持ちにもやもやすることだって、ほとんどない。

　この変化には、実は本当に助けられていた。

　毎晩いちいち緊きん張ちようするの、しんどかったからなあ……。

　……あれかもしれない。アニメ好きやアイドル好きが、自分の推おしている相手に対する感情を『しんどい』って表現するのは、あの感じを指すのかもしれないな……。

　ちなみに、睡すい眠みん不足に悩なやむこともほとんどなくなったから、生活の質も圧あつ倒とう的てきに向上。

　授業中居い眠ねむりしてしまうことはなくなったし、中間テストの結果も上々で教師からも褒ほめられることが増えた。

　これも全部──静しず乃のとの添そい寝ねのおかげだ。

　始まった当初は、どうなることかと思った高校生活だけど。

　一時期は、実家に帰るしかないんじゃないか、なんて悩なやみもしたけれど……ようやくここにきて、肩かたの力を抜ぬいて毎日を過ごせるようになったのだ。

　静しず乃のがそばにいてくれて良かった。

　静しず乃のと一いつ緒しよに眠ねむれて、本当に助かった……。

　──そんな風に、油断をしていたから。感覚が、マヒしていたものだから──、
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「……ねえねえ、あの二人……」

「……あー、うん、たまに見るよね……」

　忍しのぶと歩く、通学路。

　数メートル後ろから聞こえたその声に。

　明らかに、わたしたちのことを噂うわさしている囁ささやき声ごえに……わたしはビクリとしてしまう。

　多分同世代くらいだろう、若い女の子二人の声……。

　本人たちに聞こえているとは思っていないのか。

　彼女たちはちょっとはしゃいだ様子で──、

「本当に──お似合いのカップルだよね」

「ねーめちゃくちゃ仲良さそう」

　カ、カップル!?

　忍しのぶとわたしが!?

　ちらりと視線をやると……案の定女の子二人組だ。

　わたしたちとは違ちがう制服。どうやら、他の学校の生徒らしい……。

　あの子たちにはわたしと忍しのぶが、カップルに見えてるの……!?

　めちゃくちゃ仲良さそうに見えるの!?

　隣となりでは忍しのぶも妙みようにぎくりとした様子で、おろおろと視線をさまよわせていた。

　……気まず！

　ちょっとこれ、どうするの気まずいよ！

　完全に変な空気になっちゃったじゃん！

　けれど、そんなわたしたちの気も知らず、女の子二人は話を続ける──。

「割と二人の感じにギャップあるよね？」

「確かに。でもそれも良くない？　お洒しや落れ女子と木ぼく訥とつ男子みたいな」

「あーわかる！　なんか応おう援えんしたくなる！」

「あの初々しさは、多分付き合いたてとかだろうなー。手も繫つないでないし」

「いいねいいねー。一番楽しい時期だねー」

　──違ちがうし！

　べ、別にわたしたちそういうのじゃないし！

　ただ、しかたない事情があってこうなってて……毎晩添そい寝ねしてるだけで……。

　いやまあそっちの方がヤバいんだけど！

　付き合ってるとかより、毎晩一いつ緒しよに寝ねてることの方がずっとヤバいんだけどさ！

　恥はずかしさにぷるぷる震ふるえるわたしの横で、忍しのぶは顔を真っ赤にしていた。

　うわあ……もうこれフォローしようがないよ……。

　多分今日一日くらいはずっと変な空気のままだ……。

　あの二人、なんてことしてくれたの本当に……。

　……でも、と。

「──わたしも彼氏欲しー。ああいう頼たよれる感じのさー」

「──ていうか、女の子の方だいぶかわいくない？　しかもお洒しや落れだし……」

　相変わらず続いている背後の会話を聞き流しながら、わたしはふと考え直す。

　冷静になってみれば、後ろの女の子二人の勘かん違ちがいもごもっともだ。

　こんな朝から男女が二人で登校していたら、しかもそれが何日も続けば……当然カップルだと思うだろう。

　わたしだって、同じような二人を見たらそう考えると思う。

　むしろ、おかしいのはわたしと忍しのぶの行動の方──。

「……ふう」

　一度息を吐はき出だし、わたしは気持ちを入いれ替かえた。

　ちょっとわたしたち──油断していたかもしれない。

　添そい寝ねするのが当たり前になって、気付けばこんな風に、普ふ通つうに一いつ緒しよに登校するようにもなっちゃって……。

　それが日常になり始めていたけれど、それじゃ本当はいけないんだ。

　緊きん張ちよう感は、失わないようにしないと。

　添そい寝ねをしてるっていうのがどういうことなのか忘れずに。周りからどう見えるかも、決して忘れないようにしないと。

　そうしないと、いつか問題が起きてもおかしくないんだ──。







　──そして、その出来事がきっかけだったように。

　わたしたちはその日から、ちょっとしたドタバタに巻き込まれていくのだった──。







[image: 第１話　幼なじみ、『彼シャツ』に惑う]


♠






「──おはよう」

「おう、おはよう」

　到とう着ちやくした学校、朝の教室で。

　お互たがい挨あい拶さつを交かわすと、亮りよう祐すけは俺の顔を覗のぞき込み……ふっと安心した表情になる。

「顔色良し。良かったよ、昨日も寝ねれたみたいで」

「……まあそうだな。ていうか、どんだけ心配してくれてるんだよ」

　席に腰こし掛かけながら、俺は思わず笑い出してしまった。

「毎朝顔色チェックって、主治医かなんかかよ……」

　──小こ峰みね亮りよう祐すけ。

　高い背にすらっとした体つき。整った顔立ちにセンス良くセットされた髪かみ型がた。

　穏おだやかな性格と垢あか抜ぬけた佇たたずまいで女子にもモテまくる、中学時代からの俺の親友だ。

　俺がしばらく前に不ふ眠みんだったことや、静しず乃のとの間に起きたあれこれのことも知っていて、いつも俺を気き遣づかってくれる心優やさしい男子である。

「……そりゃ心配もするだろ」

　亮りよう祐すけは、どこか不満そうにじっと俺の目を見る。

「あんだけ添そい寝ねするしないで揉もめて……しかも、そのうえめちゃくちゃやせ我が慢まんしてたんだからさ」

「……だよな」

　苦笑いして、俺は小さく亮りよう祐すけに頭を下げた。

「すまんすまん。おかげさまで、今はほんと快調だよ」

「おう。それなら良かった」

　亮りよう祐すけはそう言うと、ようやくもう一度その顔に笑えみを浮うかべた。

　──実際、心配をかけたのだ。

　この春、不ふ眠みんになってしまった直後の頃ころ。亮りよう祐すけは俺が弱っていくのを間近で見ていたし、添そい寝ねを始めてからも静しず乃のと俺の関係を気き遣づかってくれていた。

　だから俺はこいつには頭が上がらないし、心の底から信しん頼らいしている。

　こんな風に心配してくれるのを、本当にうれしく思う。

　そんな相手だからこそ、

「……そうそう、さっきさ」

　ふと思い出して、俺は声を潜ひそめつつその話をしてみることにした。

「他校の生徒に噂うわさ話ばなしされちゃって……」

　今朝の出来事をざっと報告する。

　家を出たところで女子高生二人に噂うわさ話ばなしされたこと。

　それがあまりに気まずくて、静しず乃のともぎくしゃくしてしまったこと……。

「だから……もうちょい、周囲の目にも気を遣おうと思ったわ。変に勘かん違ちがいされないよう、気を付けようって」

「まあ、その方がいいだろうな」

　一通り話を終えると、亮りよう祐すけは苦く笑しよう気味にうなずいた。

「高校生なんて、男女で歩いてるだけで噂うわさにしちゃうような年とし頃ごろだし……それこそ同じ学校のやつらに見られてたら、もっと面めん倒どうになってたかもしれないからな」

「……そういえば亮りよう祐すけも、中学のときはそういうので苦労してたよなあ」

　モテ男の宿命として、亮りよう祐すけは中学の頃ころから頻ひん繁ぱんに女子に声をかけられアプローチされていた。結果、勘かん違ちがいされることも多かったしもめ事に巻き込まれることも多くて、傍はたで見ていてもちょっと気の毒だったのだ。

　とは言え、高校に入ってそつのない振ふる舞まい方を身につけたのか。

　最近は、揉もめることもめっきりなくなっているように見えていた。

　けれど、

「……いやあ、それがさ」

　と、亮りよう祐すけはそこで思い出した顔になり、

「この間、中学以来久々に勘かんぐられたよ……小こ峰みねくん、その子と付き合ってるの？　みたいな」

「へえ……どういう状じよう況きようで？」

「六ろく曜ようさんと、廊ろう下かで色々雑談してるときに……」

「……ああ、あの子か」

　──六ろく曜よう花か音のんさん。

　同じクラスに在籍する、静しず乃のの中学の頃ころからの友人だ。

　インナーカラーが印象的なショートヘアーに丸眼鏡。

　いわゆる、サブカル系女子、というやつだろう。

　高校に入学し、俺と静しず乃のが添そい寝ねを始めたのと同時期くらいに、亮りよう祐すけは六ろく曜ようさんと交流を始めたようだった。

　どうも……俺と静しず乃のの仲について、色々裏で心配してくれているらしい。

「……しかも」

　と、もう一度彼は深く息を吐はき、

「勘かん違ちがいしてきたのがあの──風かざ来きさんでさ」

「……うわーマジかー」

　飛び出した名前に、思わず苦笑いをしてしまった。

「そりゃ大おお騒さわぎになりそうだな……。大だい丈じよう夫ぶだったのか？　そのときは」

「お察しの通り、まあまあの騒さわぎになったよ……」

　そのときのことを思い出しているのか、困った顔で笑い返す亮りよう祐すけ。

「あの子大興奮しちゃってさ、勝手に妄もう想そうされまくって……大変だった」

「だよな、相手があの風かざ来きさんじゃな……」

　そんなことを言い合っていた、まさにそのタイミングで──、

「──おはようございまーす！」

　──辺りに高らかな声が響ひびいた。

　幼くて元気な、女子の声。

　声のした方、教室入り口に目をやると──彼女が。

　話題の張本人である風かざ来きさんが、ちょうど登校してくるところだった。

　──風かざ来きさん。風かざ来き頼より子こさん。

　このクラスの委員長である、生き真ま面じ目めな女子だ。

　背中まである黒くろ髪かみとはっきりした印象の眉まゆ。

　切れ長の目に強い意志を宿した──それでもどこか、幼い見た目の女子。

　風かざ来きさんはさっそく周囲の生徒たちにほがらかに手を振ふり、会話を始める。

「おはようございます！　やー、気持ちのいい五さ月つき晴ばれの朝ですね！」

「おはよう風かざ来きちゃん！　でももう五月じゃないから、六月だから」

「しかも天気も、ちょっと曇くもり始めてるよ！」

「はっ！　本当ですね！　わたしとしたことが……」

　恥はずかしげな様子の風かざ来きさんに、周囲からも笑い声が上がる。

　基本的には、風かざ来きさんはとても良いいクラス委員長だ。

　明るくてほがらかで見ているだけで元気になれるし、生徒一人一人に気を配れる。

　彼女のこういう面には個人的に好感を抱いだいているし、実際クラスでもマスコット的な扱あつかいを受けている。

　けれど──それだけじゃないのだ。

　実は彼女には、ちょっと癖くせの強い一面があるのだ。

　と、

「……んっ!?　あれは……!?」

　窓まど際ぎわの自席に着いた風かざ来きさんが──急に窓の外、職員用の駐ちゆう車しや場辺りに目をやった。

　ガバッと椅い子すから立ち上がり、風かざ来きさんは窓に張り付くと──、

「──す、数学の田た島じま先生と、音楽の松まつ本もと先生が並んで歩いている……！　も、もしや！　お付き合いしてるんでしょうか……!?」

　──こういう人なのだ。

　風かざ来き頼より子こさん、こういう人なのだ。

　何でも恋れん愛あい系の話に捉とらえてしまうというか。こうして誰だれかが並んで歩いているだけで、恋こい仲なかなのでは!?　って疑っちゃうというか……。

　今風に言えば、カプ厨ちゆう、というやつなのかもしれない。

　これまでも、彼女は東に仲の良いい男女があれば勝手にカップル認にん定ていし、西に幼なじみ男女がいれば許嫁いいなずけ同士だったりしないのかと勝手に期待しまくっていた。地元が同じだというクラスメイトによると、風来さんは小学生くらいのときからずっとこんな感じだったらしい。根っからの夢見がち女子、ってことなんだろう。

　しかも、その「恋れん愛あい妄もう想そう」はあながち荒こう唐とう無む稽けいなばかりでもない。

　風かざ来きさんが騒さわいだ結果。その男女が本当に付き合い出したりすることも少なくないのだ。

　だから地味に風かざ来きさん、見る目がある気がするんだよなあ……。

　確かに亮りよう祐すけと六ろく曜ようさんの仲は、俺もちょっと疑っているところだし。

　中学で散々な目に遭あったはずの亮りよう祐すけが、特定の女子と個人的にかなりの頻ひん度どでやりとりしてるんだ。実はすでに……ちょっと良いい感じだったりするんじゃないのか……？　なんて。

　と、そんなことを考えていると、

「……しかし、降りそうだな」

　亮りよう祐すけは、ふいに教室の窓の向こうに目をやる。

　言われて、俺もそちらに視線を向けると、

「うわ、マジだ……」

　ついさっきまで、スッキリ晴れて気持ちの良かった空が……西側からどんよりとした、灰色の雲に覆おおわれ始めていた。

　もうちょっとで降り出しそうな空模様だな……。

「えーなんでだよー、朝見たときには天気予報も晴れだったのに……」

「ほんとだな……。ああ、予報も変わってる」

　言いながら、亮りよう祐すけがスマホをこちらに向けてくれる。

　画面に表示された天気予報アプリには、彼の言う通り傘かさマークがばっちり表示されていた。しかも、午後の降水確率は80％……。

「やだなー……。折りたたみは持ってきてるけど、降られるとめんどくせえ……」

「この暑さで雨まで降ると、湿しつ度どがかなりきついことになりそうだな……」

　そんな風に言い合っていて、俺はふいにあることに──自分がとある失敗をしてしまったことに気が付いた。

「……ああ、しまったー！」







　放課後。

　ついに降り出した雨の中、静しず乃のと一いつ緒しよに俺の家へ帰宅したあと。

「──わー、やっぱりだー！」

　慌あわててベランダに確かく認にんに行くと──案の定。

「洗せん濯たく物、全部びしょびしょだ！」

　見事に、雨に晒さらされていた。

　干していた俺の部屋着や制服のシャツ、タオルたち。

　そのうえ、静しず乃のの服一式まで、思いっきり濡ぬれてしまっていた──。

「わ、大変！　取り込もう！」

　そう言う静しず乃のと手分けして、慌あわててすべて取り込む。

　ちくしょう、こんなはずじゃなかったのに！

　今日は晴れるはずで、帰ってきたら服もタオルも全部気持ちよく乾かわいてるはずだったのに！

　ばたばたと取り込み終わった洗せん濯たく物は、全部まとめてもう一度洗せん濯たく機きにぶち込んだ。

　普ふ段だんは電気代を気にして脱だつ水すいまでなのだけど……今回ばかりはしかたない。乾かん燥そうまで一気にやってしまおう。量が多かったせいか五時間ほどかかるみたいだけど、こればっかりはどうしようもない……。

「……ごめんな、大事な服を雨ざらしにして」

　ため息をつきつつ洗せん濯たく機きのスイッチを押したところで。

　俺は申し訳なさに、静しず乃のにそう詫わびた。

「あのパジャマ、一いつ緒しよに買ったいいやつだよな。申し訳ない、こんなことになって……」

　雨に濡ぬれてしまった服。アレは彼女お気に入りのブランドの、ちょっとお高いやつなのだ。お洒しや落れにこだわりのある静しず乃のだし、買いに行ったときもずいぶんうれしそうだったし、こんなことになるなら最初から部屋干しにでもすれば良かった……。

　けれど、

「ああ、いいよいいよ」

　眉まゆを八の字にして、困ったような顔で静しず乃のはそう言ってくれる。

「予報では、からっと晴れるくらいに言ってたからね。忍しのぶが悪いわけじゃないよ」

「……そっか」

　その反応にほっとして。

　俺はようやく、小さく息をつくことができた。

「ありがとな、静しず乃の……」

　──添そい寝ねを始めた頃ころは。

　渋しぶ々しぶ毎晩一いつ緒しよに寝ね始めた頃ころは、こんなやりとりができるようになるなんて、思ってもいなかった。睡すい眠みん不足なせいでお互たがい言動がとげとげしていたし、添そい寝ねする緊きん張ちよう感から気も立っていた。

　まあ──約束の件もあったわけで。

　お互たがいの記き憶おく違ちがいの件もあったわけで、それも仕方がないのだろうけど。




　──将来、一いつ緒しよに牧場をやろう！




　幼い頃ころ、俺は静しず乃のにそう約束したつもりだった。

　ここ札さつ幌ぽろから離はなれた地元の街で、プロポーズの気持ちも込めて彼女にそう言った。

　そして、静しず乃のもそれを受け入れてくれた。そのはずだった。

　なのに──、




　──将来、一いつ緒しよに東京で暮らそう！




　静しず乃のは──俺とそんな風に約束したと記き憶おくしていた。

　都会に憧あこがれる彼女は、それを期待して今のようなお洒しや落れ女子に成長したのだそうだ。

　当然、この記き憶おく違ちがいをきっかけに俺たちは派手なケンカになった。

　ギスギスしたしお互たがいを許せなかったし……さらに言えば、この問題は未解決だ。

　なぜこんな記き憶おく違ちがいが起きたのか、未いまだにわかっていない。

　けれど……色々あって添そい寝ねを一時的にやめた時期を経て。俺たちは、これまでよりお互たがいを大切にすることができるようになっていた。

　もちろん、ちょっとしたケンカもするしすべてを許したわけではない。

　それでも、前よりは素す直なおに接することができる──。

　そのことが、今の俺には思わず笑えみが浮うかぶほどに幸福だった。

「……しかし」

　と、そこで俺はようやく思い至る。

「着き替がえがないな、どうしよう……」

　雨の中で取り込みをしたせいで、静しず乃のも俺も制服が濡ぬれてしまっている。

　今すぐにでもシャワーを浴びて着き替がえたいけれど……静しず乃のの服は今現在洗せん濯たく中なのだ。

　そして今日は、静しず乃の宅に寄らず直接ここに来たこともあってスペアの着き替がえもなし。

　となると、今彼女が着られるものが一つもない、ということになってしまう……。

　どうしよう、このままじゃ静しず乃の、風か邪ぜ引いちゃいそうだし……。

　どこか近くの服屋にひとっ走りして、何か買ってくるか？

　いや、それも時間がかかりすぎるしな……。

　そんな風に逡しゆん巡じゆんする俺に、

「……あ、じゃあさ」

　ちょっと言いにくそうな口調で、静しず乃のは提案を始める。

「忍しのぶが、もし良ければ、なんだけど──」







「──シャワー、先に使わせてくれてありがと……」

　言いながら、シャワーを浴び終えた静しず乃のが今にやってくる。

　そんな彼女が、現在身につけているのは──。

「あと、この服もありがと。助かったわー」

「お、おう……そっか……」

　俺はぎくしゃくと、そんな風に返すことしかできない。

　──思いのほか、胸に来た。

　静しず乃のが『それ』を着たその姿は、予想していた以上に……なんというかこう……グッと来るものがあったのだ。

　そんな俺の態度に気付いているのかいないのか、

「……やっぱり大きいね」

　静しず乃のは裾すそを引っ張りながら口元を緩ゆるめている。

「忍しのぶ、いっつもこのシャツ……ブレザーの下に着てるんだ」

　──学校指定の、白いシャツ。

　静しず乃のは今、俺のその大きなワイシャツを、部屋着代わりとして着ていた──。

　部屋にある俺の服を貸して欲しいと言い出した静しず乃の、そんな彼女が数ある俺の私服の中から選んだのが──なぜかこの制服のシャツだったのだ。

　もちろん、サイズは全然合っていない。

　肩かたはずり落ちかけてるし袖そでは余ってるし、丈たけはもうワンピースみたいになっていて、どこをどう見てもダボダボだ。

　だけど……なんだ、これ。

　なんか、変にドキドキするぞ……。

　女の子が自分の服を着ているってだけで、いけないことをしている感覚がある。

　静しず乃のの小こ柄がらな身体からだと、シャツの無骨な大きさのギャップ……。

　白い生き地じの隙すき間まからときおり覗のぞく、上気した桃もも色いろの肌はだ……。

　そして彼女が今、シャツと下着しか身にまとっていないという事実……。

　生き地じが薄うすくてうっかりすれば色々透すけそうなことも、こちらのドキドキ感を加速させていく……。

　……すげえな、『彼シャツ』。

　こうやって実際に目まの当あたりにするまで、全然意識もしていなかったけれど……すさまじい破は壊かい力だ。数多あまたの恋れん愛あい系の物語でモチーフになるのもうなずける……。

　そんな俺の気も知らず。

　相変わらず静しず乃のはちょっとくすぐったげな、楽しげな顔をして──。

「……なんか、忍しのぶの匂においがする」

「え!?」

　心臓が跳はねて、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「ご、ごめん！　汗あせ臭くさかったか!?　それともなんか、生なま乾がわきとか……!?」

　し、しっかり洗せん濯たくしたはずだぞ!?

　しかも、毎回しっかり干してアイロンがけまでしてるはず……。

　それでもなんか、匂においついてたか……!?

　けれど、

「……ううん、そうじゃなくて」

　言って、静しず乃のはすんすんと鼻をならし、

[image: ]

「なんか、懐なつかしい匂においがするんだよね……」

　──もう一度、心臓が大きく跳はねる。

　シャツの袖そでを鼻に寄せ、何やらほほえんでいる静しず乃の。

　──ずいぶん添そい寝ねには慣れたつもりだけど。

　こうして二人でいることも日常になったはずだけど。

　それでもそんなことを言われてしまうと、動どう揺ようを隠かくしきれなくなってしまう……。

「……ちなみに、どんな感じなんだろ」

　ふと気付いた様子で、自分の身体からだを見下ろし静しず乃のはそんなことを言う。

「わたしいつも、服はジャストサイズのばっかりだから……大きめのって、どんな感じになるんだろ。一回試ためしてみたかったんだよねー」

　言いながら、姿見の方に向かう静しず乃の。

　試ためしてみたかった……なるほど。なんでわざわざ制服？　と思ったけど、前からこういうのを着てみたかったんだな。

　そして、部屋の片かた隅すみにある鏡の前に立つと、彼女はぱっと表情を明るくさせ、

「……わ！　結構いいじゃーん！」

　歌うような声で、上じよう機き嫌げんにそう言った。
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「──おー！　いいねいいね！　これ一枚でも、割と様になる！」

　言いながら──わたしは姿見の前でくるりと回ってみる。

　……うん、自分で言うのもあれだけど、似合ってる気がする。

　ビッグシルエット、わたしらしくない気がして敬遠してたけど、結構いいかも……。

「今度買ってみようかな、シャツとかカットソーとか。最近ちょっと、服選びもマンネリ気味だったし……」

　……本当のことを言うと、姿見の方に来たのはちょっと苦くるし紛まぎれだったのだ。

　お風ふ呂ろ上あがりに忍しのぶの服を着てみて、なんだか妙みようにドキドキしてしまった。

　男の子の服を着ているという状じよう況きように。お風ふ呂ろ上あがりで下着の上に、直ちよくで忍しのぶのシャツを羽織っている自分に。そしてそれを……忍しのぶに見られていることに。

　……しかも、よく考えたらこれ、いわゆる『彼シャツ』なのだ。

　たまたま着てみたいと思ったのがシャツだけだったから、お願いしただけなんだけど……偶ぐう然ぜんにもマンガやドラマでよく見るシチュエーションになっちゃってる。

　それに気付いた瞬しゆん間かん。わたしは完全に──動どう揺ようした。

　──ど、どうしよ！　めっちゃドキドキする！

　──ていうか、わざとやったと思われない!?

　──あざとくアピールしたと思われちゃいそうじゃない!?

　そのうえテンパったわたしは……うっかり忍しのぶ本人に「懐なつかしい匂においがする」なんて変態みたいなことを言ってしまった。

　でも実際……本当に好きな匂においがしたのだ。

　昔住んでいた町を思い出すような、牧場や干し草のような素そ朴ぼくな香り。

　けれど──それを聞いた忍しのぶは、面食らったような顔をしていた。

　……そりゃそうだよね。

　いきなり自分の服が良いい匂においとか言われたら、さすがの忍しのぶもびっくりするだろう。

　そんな失敗がすごく恥はずかしくて。その雰ふん囲い気きをなんとかごまかしたくて……わたしは姿見の前に立ったのだ。

　せっかく落ち着いてきたわたしたちの関係を、ここで変な風にしたくなかったのもある。

　けれど、そういうあれこれとは関係なしに、

「……ちょっと、外とか歩いてみたいかも……」

　わたしは思った以上に、その格好を気に入ってしまっていた。

「そろそろ雨も止やみそうだし、忍しのぶがシャワー浴びたあとでいいから……この服で外行くとどんな感じか、試ためしてみたい」

「……え!?　外に!?」

　わたしの言葉に、忍しのぶが血相を変える。

「今静しず乃の……シャツ以外はその……下着だけだよな!?　それで外出るのは……さすがに危なくねえか!?」

「ち、違ちがうよ！」

　慌あわててわたしも言い返す。

「インナーとか、短パンとかあれば貸してもらって……それで行けないかなって……」

「ああ、なるほど……」

　ほっとした様子の忍しのぶ。

「ていうか、そんなの当たり前じゃない……。本当にこのまま外に出たら、わたしただの痴ち女じよじゃん！　人には見せられないよ！」

「だ、だよな……。ごめんごめん、ちょっとびっくりして……」

　言いながら、忍しのぶはシャワーを浴びる準備を始め、

「じゃあ、ぱぱっと入ってきちゃうわ。すぐ出かけられるよう急ぐから、少しだけ待っててな！」

「あ、急がなくていいよー、ごゆっくり！」

　そう言って、わたしはお風ふ呂ろに向かう忍しのぶに手を振ふってみせた。







「やっぱりまだ、この時間は涼すずしいねー」

「だな、風が気持ちいいな」

　予想通り、忍しのぶがシャワーを出る頃ころには雨はすっかり止やんでいた。

　彼と雑談を交かわしながら、薄うす暗ぐらい住宅街を歩いていく。

　目指しているのは、スーパーやカフェなんかの立ち並ぶこの地域の大通りだ。

　せっかくこの格好で出てきたのだから、これで街を歩いている様子を店のウインドウに映したりして見てみたい。

　ついでに、ファミレスかどこかで夕飯を食べるのも悪くないだろう。

　まあ……忍しのぶがスウェットなのが気にかかるけど。

　パジャマにもしている安物のスウェットで、お世辞にもお洒しや落れと言えないのは残念だけど……わたしのわがままに付き合ってもらってるわけだし、文句は控ひかえておこうと思う。

「……ふんふふ～ん」

　気付けば、わたしは鼻歌を口ずさんでいた。

　ローファーの足取りが軽くなって、弾はずむように前に進む。

　実はわたし、こうして夜の町を忍しのぶと歩くのが好きだ。

　暗くなった空に浮うかんでいる、砂糖粒つぶみたいな星たち。

　通りは街灯に薄うすく照らされていて、周りの家々からはそれぞれの暮らしの匂においが漂ただよってくる気がして、だけどどこか心細くて……。

　そんな中を忍しのぶと歩いていると、少しだけ、添そい寝ねをしているときと同じような幸せな気分になれる。

　そして──到とう着ちやくした大通り。

　忍しのぶと並んで歩きながら、ウインドウに映ったわたしをちらりと横目で見る。

「……おお、やっぱり悪くない！」

　普ふ段だんの私服とは印象の違ちがう、新しい自分がそこに映っていた。

　忍しのぶのシャツが、歩く度たびにドレープを描えがきながら揺ゆれている。

　やぼったくなるかな、と思ったけれど、シャツの手入れが良いいおかげかシルエットはきれいだ。

　ホットパンツくらいまでめくった短パンが裾すそからチラチラ覗のぞくのも、活発でかわいらしい印象に見える気がする。

「ねえねえ、これどう？　結構よくない!?」

「うん、確かにマジでなんか、お洒しや落れに見えるな……」

　隣となりの忍しのぶにウキウキで尋たずねると、彼は神しん妙みような顔つきでそう言ってうなずいた。

「俺の学校指定のシャツが、こんな風になるとは……。服って、本当に着方次し第だいなんだな……」

「……ふふふ。そうでしょうそうでしょう」

　わたしは一層良いい気分になると、もはやスキップに近い足取りで通りを歩く。

　数分ほどそうすると──だいたい満足した。

　うん、良いい発見がありました。今日はここまでにしましょう。

　実際にビッグシルエットの服を買ったら、またここに来て歩いてみようと思う。

　学校指定のワイシャツでこれなんだから、きっともっと似合ってかわいくなるはずだ──。

　そしてそのまま、ちょうど大通り沿いにあったレストランに入ろうという話になる。

　最近できたばかりらしい、洋風っぽい外観のレストラン。

　名前は……『ウィンカム』というようだ。

　聞いたことがない店名だし、あまり大きくない店だし……もしかしたら、最近できた個人経営のお店なのかもしれない。

　ご機き嫌げんで入店すると、店内はなかなかに混み合っている。

　二人くらいは座れそうだけど……へえ、人気店か。これは味も期待できそうだ。

　五十代くらいの店員さんに案内され席に着き、メニュー表を見る。

　しばらくしてお互たがい食べたいものが決まり、店員さんを呼ぶ。

　その、十秒後。

　わたしたちは──自分の油断を。

『今朝の出来事』があったのに、こうしてのんきに二人でご飯を食べに来たことを、悔くやむことになる──。
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「──いらっしゃいませー、『ウィンカム』へようこそー！」

　俺が店員さんを呼んですぐに。

　小こ柄がらなフロア担当の女性が、俺たちのテーブルに来てくれる。

　元気な挨あい拶さつが気持ちいい。

　俺はメニューに視線を落としたままで、

「えーっと、このミックスグリル定食を一つと、こっちの和食ディナーＡセットを一つ。……あ、ドリンクもつけれるのか。じゃあ俺はウーロン茶で、静しず乃のはどうす──」

「──あー！」

　──声が上がった。

　テーブル脇わきに立っていた店員さんから、素すっ頓とん狂きような声が上がった。

　ビクリとしてそちらを見ると、

「──大おお滝たきさんと、森もりさんじゃないですか！」

　──風かざ来きさんがいた。

　我らがクラス委員である風かざ来きさんが──店員の制服を着て、そこに立っていた。

「どうもどうもこんばんは！　ご来店ありがとうございます！」

「か、風かざ来きさん!?　え、な……なんで……？」

　ぽかんとしたまま、俺は思わず尋たずねてしまう。

「なんで、こんなところに……いるの……？」

「ああ、それはですね」

　表情をくるりと入いれ替かえると、風かざ来きさんは明るい声で説明してくれる。

「ここ、わたしの家族が経営してるお店なんですよ」

「そうだったの!?」

「ええ。元々お父さんが料理人だったんですけど、この度たび独立しましてこのお店を始めたんです」

「……はあ、それは……すごい」

「で、先週オープンしたところ思った以上に大好評で……バイトさんも雇やとったのですがどうしても回らなくなってしまって。だから、娘むすめのわたしも動員されて、こうして働いているというわけなんです！」

「あ、ああ……そういうことか……」

　家族経営……料理人の父親。

　うん、納なつ得とくが行った。

　確かに風かざ来きさん、両親の手伝いとかしっかりしそうなイメージだ……。

「ちなみにー」

　言うと、誇ほこらしげに風かざ来きさんはメニュー表を掲かかげ。

　そこにプリントされている『ウィンカム』という店名を指差すと、

「この店名は、苗みよう字じの『風かざ来き』から来てるんですよ！　ほら、ウインドがカムするっていう」

「……あー！　なるほど、そこ繫つながりなんだな」

「ので、良ければこれからもご贔ひい屓きに！　お父さんの料理、本当にめちゃくちゃおいしいので」

「うん、わかったよ。また、来るわ……」

「ありがとうございます。で、なんでしたっけ？　大おお滝たきさんがミックスグリル、森もりさんが和食Ａで、ドリンクをどうするかって話……」

　──と、風かざ来きさんは注文伝票に目を戻もどしたあと、

「──っていやいや！」

　突とつ然ぜん──我に返ったように、こちらに目をむいてみせた。

「え、ちょ……なんでこんな時間に、二人っきりでうちの店来てるんですか!?」

　……だよな。

　そうだ、こんな風にばったり会えば、そういう話題になるに決まってる……。

　しかも、相手が風かざ来きさんとなると──。

「もしかして……」

　その顔に期待と高こう揚ようの色をはっきりと浮うかべ──彼女はこう尋たずねてきた。

「──お付き合いされてるんですか!?」

　……まあ、こうなるのだ。

　こんな時間にクラスメイトの男女が、二人っきりで夕食を食べに来たんだ。

　もちろん、こうなる。

　そしてこっちも……こんなところを見られると、なかなかに言い訳が……苦しい……。

「い、いやあ……偶ぐう然ぜんしの……大おお滝たきくんと近所で会ってね……」

　気の利きいたアイデアが浮うかばず。

　一いつ瞬しゆん黙だまり込んでしまった俺の代わりに、静しず乃のがそんなことを言い始める。

「立ち話してたら盛り上がっちゃって……どうせなら、ご飯でも食べていこうって話になって……」

　……うん、悪くない気がするぞ。

　変に設定を盛ったりせず、無難にそれくらいに答えておくのが自然だと思う。

「ふんふん、なるほど──」

　案の定、腕うでを組みうなずいている風かざ来きさん。

　よし、良いい感じに騙だまされてくれた──、

「──って噓うそでしょ！」

　──ダメだった。

「それ、絶対噓うそですよ！」

　そう断言すると、風かざ来きさんは探たん偵ていみたいな顔で俺たちを見比べ、

「確か……森もりさんの通っていた中学は、ここから離はなれた場所にあったはずです……。となると、家もそちらにあるはずで。であれば……こんな時間に、偶ぐう然ぜん大おお滝たきさんに会うはずがありません！」

　……何その鋭するどさ!?

　普ふ通つう、クラスメイトの通ってた中学校とか覚えてるか!?

　まだ同じクラスになって二ヶ月くらいなのに！　どれだけマメなんだよ！

「それにですよ！」

　さらに、風かざ来きさんは俺たちを見比べると、

「森もりさんが着てるそれ……男子の制服のシャツですよね!?　大おお滝たきさんのなのでは!?　いわゆる『彼シャツ』では!?」

「……ッ！」

　静しず乃のの身体からだがビクリと跳はねた。

　……そうだ！　そうだった！

　静しず乃のは今、よりにもよって俺のシャツを着ているんだ！

　風かざ来きさんも同じ学校に通っているわけで、そうなると当然、それが俺のものであると思われてもおかしくない……。

「これは、もう言い訳不可能ですよ！」

　ビッとこちらに指を突つきつけ。
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　風かざ来きさんは──頰ほおを赤らめて俺たちに言う。

「二人は、お付き合いしてるとしか思えません！　し、しかも……彼シャツイベントが発生するほどの！　か、身体からだの関係があるレベルのカップルだと！」

「か、身体からだの関係!?」

　え、そ、そんな風に見えるのか!?

　そこまで大変なことだとは思ってなかったけど……彼シャツって、そこまで踏ふみ込んだことなのか!?

　風かざ来きさんの声が大きすぎたらしい。

　周囲のお客さんたちも「なんだなんだ？」「もめ事か……？」みたいな顔でこちらに視線を向け始める。

　まずい、まずいぞ……。

　あんまり目立ちたくないのに、このままじゃ下手すれば騒さわぎにもなりかねない。

　何か、何か考えないと！

「そ、その……」

　俺はなんとか頭を回し、そう前置きしてから──、

「……実は、相談してたんだ！」

　ぱっと思い付いたその言い訳を、勢いよく口に出した。

「そ、相談ですか……？」

　そのフレーズが予想外だったのか、風かざ来きさんは目をぱちくりさせている。

「そう、しず……森もりさんには、相談に乗ってもらってたんだよ！」

「……ど、どんな相談を？」

「その、俺……この春から、札さつ幌ぽろに出てきて、一人暮らししてるんだけど」

　考えながら、できるだけ自然に聞こえるよう言葉を繰くり出だしていく。

「で、なんか……結構ホームシックっぽくなって、夜とか寝ねれなかったりして……」

「そ、そうだったんですか!?」

　その話に──風かざ来きさんが身を乗り出した。

　どうやら、信じてくれた様子。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか!?　体調崩くずしてたりはしないですか？」

　さらには、心配までしてくれる風かざ来きさん。

　一いつ瞬しゆん、噓うそをついた罪悪感を覚えそうになるけれど……いや、この言い訳言うほど噓うそでもないな。一人暮らしして眠ねむれなくなったのは事実だし。そのことを静しず乃のに話したのも事実だ。

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ、ありがとう」

　一息つきながら、俺は風かざ来きさんに笑ってみせる。

「で、実は俺たち、地元が同じのいわゆる幼なじみで。これまでもときどき相談してたし、今日もそのことを話すつもりだったんだけど、傘かさ壊こわれて森もりさん、びしょ濡ぬれになってさ……。しかたなく俺の服貸した上で、この店に来たんだ。ちなみに……なんかホームシックの件はクラスでは内ない緒しよにしてるんだよ。恥はずかしいしね……。だから、俺と森もりさん教室ではあんまり話さないようにしてるんだ」

　……うん、筋が通った。

　完全にアドリブで話したけど、まあまあ筋の通った話になったぞ！

　これは俺、なかなかファインプレーじゃないか!?

　そして風かざ来きさんも、

「ふむふむ……そういうことですか……」

　一応は納なつ得とくしてくれた様子で、こくこくとうなずいている。

「そうか、ホームシック。一人暮らしとなると、そういうこともありますよね……」

　とはいえ、まだ風かざ来きさんの声には若じやつ干かんの疑いの色も見える気がする。

　どうしよう……これ以上突つっ込まれたら、もうフォローしきれないかもしれないぞ。

　頼たのむから、ここでこの話は終わってくれ……。

「だとしたら……いいんですが。ほら、わたしクラス委員長なので。すごく不純な関係だったら、さすがに見過ごすわけにはいかないですし……。清いお付き合いであれば、もちろん応おう援えんさせてもらうんですけどね」

「は、ははは、不純とかそういうのじゃないって……」

　……いや、実際は『そういうの』だけど。付き合ってもいないのに添そい寝ねをするという俺と静しず乃のの関係は……風かざ来きさんの言う『不純』に当てはまると思うけど……。

　というか……見過ごすわけにはいかないって、どうする気だ？

　まさか……先生に報告とか？

　それはマジでまずいぞ、勘かん弁べんして欲しい……。

　やっぱり絶対に、この子には俺たちの秘密をバラすわけにはいかない……！

「……て、ていうかさ！」

　──ひとまず、話題を他に逸そらしたくて。

　俺は、必死で頭を回しながら無理にそんな声を上げた。

「ちょっと気になったんだけど、うちの学校ってバイト大だい丈じよう夫ぶだったっけ!?　なんか、入学のとき基本ダメって聞いた気がするんだけど……」

　確か……原則禁止だったはず。

　多分、多くの学校がそうだと思うけれど、勉学が学生の本分である、という理由から特別な理由のないバイトはできないはずだ。

　とは言え……正直、生き真ま面じ目めな風かざ来きさんのことだ。

　きっと、こうして働くことは学校の許可を得ているだろう。それでも、とりあえず場の話題が逸それれば良い。俺たちに対する疑いから、風かざ来きさんが意識を逸そらしてくれれば……。

　そして、案の定──、

「……ああ、それは大だい丈じよう夫ぶなんですよー！」

　風かざ来きさんは、疑わしげな表情を解き明るく笑う。

「家業を手伝う、という形なら、申しん請せいすればＯＫなんです！」

「あれ……そうなんだ」

「ええ、ちゃんとその辺は確かく認にんしてからこうして働いてます！」

　胸を張る風かざ来きさん。

　もうその頭からは、さっきまでの疑問はすっぽり抜ぬけ落おちたように見える。

　……よし、作戦成功！　上う手まく話題を逸そらせた！

　隣となりでは、静しず乃のもほっとしたように小さく息をついている。

　けれど……、

「だから実際、先日申しん請せい書を書いて先生に提出済み……ああー！」

　そこまで言って、ふいに風かざ来きさんは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「し、しまった！　申しん請せい書──書いたのに提出を忘れていました！」

「……え、マジか」

「どどどど、どうしましょう！」

　血相を変え、風かざ来きさんは慌あわてふためき始める。

「となると、こうして働いているのは校則違い反はんになります！　い、今すぐ仕事を中断しましょうか!?　……いやしかし、お客様に迷めい惑わくをかけるわけには……！」

　風かざ来きさんは苦しげに目をつぶりしばし考える。

　そして、顔に決意の色を浮うかべ、

「こうなれば……明日、先生に自首しに行くしかない！」

「……いやいや、そこまでしなくていいでしょ……」

　あまりの生き真ま面じ目めさに、状じよう況きようも忘れて笑ってしまった。

「ささっと申しん請せい書、黙だまって明日にでも出しちゃいなよ。俺たちも、今日のことは先生には言わないようにしておくからさ……」

　正直なところ、そこまで大ごとでもないと思う。自首したところで、先生も苦笑いで許してくれるだろう。だから、その辺は上う手まくごまかせばいいんじゃないか、と思うのだけど、

「ああ……お気き遣づかいありがとうございます。でもそういうわけにもいきません！」

　風かざ来きさんは、なおも強ごう情じように主張する。

「きちんと明日、先生に事情をお話しします。その結果、謹きん慎しんや停学になろうとも、罪を嚙かみしめしっかりと償つぐないをしていくしかありません！」

「いやさすがに真面目過ぎだろ！」

　反射的に、突つっ込んでしまった。

「それだけのことで謹きん慎しんになるわけないだろ！　家の仕事手伝ったくらいで！　下手したら、バイト代だって出てないんじゃないか？」

「……そ、そうでしょうか。確かに無給ですが……」

　風かざ来きさんは、俺のツッコミに揺ゆらぐ様子を見せた。

「……真面目すぎ、でしょうか。しかし、わたしは委員長！　隠いん蔽ぺい工作なんてするわけには……！」

　と──そんなタイミングで。

「──頼より子こー！　まだ注文取れないの!?」

　フロア奥から、年配の女性のそんな声が聞こえた。

「アッ！　そうだった！」

　血相を変える風かざ来きさん。

　彼女は改めて伝票を持つ手に力を入れると、

「す、すみません、お二人の注文まだ伺うかがってませんでした！　罪の件は別として、仕事はきちんとこなさなくては！　で、何度もすみません注文はなんでしたっけ!?」

　……その、あまりのしっちゃかめっちゃかさに苦く笑しようしながら。

　思わぬ展開になったけれど、結果として彼女の意識を逸そらせたことにちょっとだけほっとしながら、

「……えっと、俺がミックスグリルで、森もりさんが和食で……」

　俺は、風かざ来きさんに改めて注文を伝え始めたのだった──。
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「本当に、どうなることかと思ったね……」

「ああ、さすがに焦あせったな……」

　ウィンカムで夕飯を食べ終え。

　忍しのぶの家に戻もどってきて色々準備をして──ベッドに二人で腰こし掛かけたところで。

　わたしは、さっきの出来事を思い出して疲つかれに肩かたを落とした。

「まさか、風かざ来きさんがあの店で働いてるなんて……。それから、ごめん。わたし、あっさり噓うそがバレて……」

　そうだ、忍しのぶにはちょっと迷めい惑わくをかけてしまった。

　機転の利きいたフォローのおかげでなんとかごまかしきれたけれど、下手したら風かざ来きさんの中でわたしたちは付き合ってる認にん定てい。本当に、その……身体からだの関係が、あると思われたままだったかもしれない……。

「ああ、別に気にすんなよ」

　忍しのぶはごく軽い口調で、そんな風に言ってくれる。

「最初は俺もテンパって何も言えなかったし、たまたま言い訳を思い付いただけだから」

「そっか……ありがと」

「おう、じゃあ寝ねるか」

「うん、そうだね……」

　言い合って、わたしたちはベッドに横になる。

　いつものように、すぐそばに感じる忍しのぶの体温。

　ゴツゴツした腕うでや、肩かたの感かん触しよく──。

　──もう、こういうのには慣れたはずだった。

　ちょっとそわそわはするけれど、それよりは幸福感の方が強くて、動どう揺ようすることもないはずだった。

　けれど──、

「……」

　……ドキドキする。

　何だろう、今夜はちょっと……久しぶりに、すごくドキドキしてしまう。

　暗い部屋に響ひびいている、忍しのぶの息の音。

　服越ごしに感じる、骨張った彼の身体からだ──。

　……理由は、なんとなくわかっている。

　風かざ来きさんに言われたセリフだ。

『──二人は、お付き合いしてるとしか思えません！』

『──か、身体からだの関係があるレベルのカップルだと！』

　……そういう風に、見えるんだ。

　忍しのぶのシャツを借りるって、そんな風に思われるレベルのことなんだ……。

　その……身体からだの関係が、あるって思われるくらいの……。

　……そう思うと、なんだか急に恥はずかしくなってくる。

　布ふ団とんの中で無防備にくっついていることもそうだし……自分の格好もそうだ。

　下着は一応上下つけているけれど、その上に羽織っているのは忍しのぶのシャツだけ。

　寝ね相ぞうが悪ければ、大きくめくれて全部見えちゃってもおかしくないような状態なのだ。

　……実は、パジャマの洗せん濯たくは終わっていた。乾かん燥そうも終わっていつでも着られる状態だ。

　けれど、着き替がえるのが面めん倒どうでシャツのまま布ふ団とんに入っちゃったのだ。

　失敗したなあ……。疲つかれたし眠ねむいからって横着せず、ちゃんと着き替がえれば良かった……。

「……」

　まずい、ドキドキがどんどん加速する。

　着ているものの薄うすさが心こころ許もとなくて、身体からだ中がそわそわしてくる……。

　けれど、それと同時に。

　わたしは──改めて思い直すところがある。

「……んん……」

　隣となりの忍しのぶが、小さくうめき声を上げた。

　どうやら、もう彼は眠ねむってしまったらしい……。

　……これ、やっぱりすごいことをしてるのだ。

　高校生で、異性同士で添そい寝ねって……結構とんでもないことなのだ。

　今朝の一件でも思ったけれど、わたしたちはぶっちゃけ、そこを忘れつつあった。

　忍しのぶと寝ねるのが日常になりすぎて、それがどんどん当たり前になって、わたしたちの感覚はズレ始めていた。

　さらに言えば──周りの友達が協力的なこともある。

　花か音のんは最初動どう揺ようしていたものの、今となってはわたしたちが寝ねるのを応おう援えんしてくれているし、忍しのぶの親友、小こ峰みねくんも、花か音のんと一いつ緒しよになって後押ししてくれているっぽい感じだ。

　けれど……その反応がむしろ特とく殊しゆ。

　本来は、もっと必死で隠かくすべきことだし、後ろめたくも思った方がいいはずなんだ……。

「……ふう」

　一度息を吐はいて、わたしはベッドの上で身をよじる。

　明日、念のため忍しのぶと話をしよう。

　ここでもう一度気を引ひき締しめて、緊きん張ちよう感を取とり戻もどすようにしよう。

　そうしないと、きっといつかどこかでこの関係が誰だれかにバレちゃう……。

　そうなれば……わたしたちはもう添そい寝ねできなくなるわけで。

　きっと、忍しのぶのそばにいる理由もなくなっちゃうわけで……。

　そうなったら、わたしたちって……どうなるんだろう。

　また疎そ遠えんになっちゃうんだろうか。添そい寝ねをする前みたいな、距きよ離りのある関係になっちゃうんだろうか……。

　……それは、

「……やだなあ……」

　小さくそんな声が漏もれて、わたしは自分で驚おどろいた。

　でも……うん、考え直してみても、やっぱりそうだ。

　わたしはもう一度、忍しのぶと疎そ遠えんになんてなりたくない。せっかくもう一度仲良くなれた、この関係を大事にしたい──。

　……それにしても。

「……んん」

　何度か寝ね返がえりを打って、わたしは小さく声を上げた。

　ダメだ、今日、なんかほんとドキドキする……。

　添そい寝ねし始めてからはそんなことほとんどなかったけど……今夜はなかなか寝ね付つけないかもしれないな……。
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「──ということで、わたしたち、もっと慎しん重ちように添そい寝ねするべきなのかなって……」

　風かざ来きさんと遭そう遇ぐうした日の、翌朝。

　朝日のいっぱいに差し込む俺の家、居間のローテーブルにて。

　向かい合って朝ご飯を食べ始めたところで、静しず乃のはちょっと眠ねむそうにそう言う。

「花か音のんも、小こ峰みねくんも、わたしたちの状じよう況きように理解があるけど……それを普ふ通つうと思うのは危ない気がするの。しかも、近所に風かざ来きさんが住んでることもわかったわけで……またこれまで通りふらふらしてたら、ばったり会うかもしれないわけで……だから、もうちょっと緊きん張ちよう感を持たなきゃなって……」

　どうも、昨日の夜はよく眠ねむれなかったらしい。

　目元はしょぼしょぼしているし、髪かみもいつもよりぼさっとしていた。

　もしかしたら、風かざ来きさんとの遭そう遇ぐうに思った以上に動どう揺ようしていたのかもしれないな……。

　テーブルには、俺が作った朝食がずらっと並んでいる。

　味み噌そ汁しるにご飯に漬つけ物もの数種類。

　焼き魚に卵焼きという、割とオーソドックスな取り合わせ。

　実家にいた頃ころはパン食のことが多かったけれど、和食が好きな静しず乃のに合わせて最近はご飯にすることが多くなっていた。

　その中から、俺は味み噌そ汁しるのお椀わんを手に取り一口飲みながら、

「ああ、俺も同じようなことを考えてたよ」

　なんて静しず乃のに返した。

「さすがに、ちょっと感覚がマヒしてたわ。一回ここらで、気を引ひき締しめ直そう……」

　他の人で、想像してみたらわかりやすい。

　例えば──陰かげで亮りよう祐すけと六ろく曜ようさんが添そい寝ねしていたら。

　これはもう、言うまでもなく事件である。大事件だ。

　風かざ来きさんじゃなくとも大おお騒さわぎするだろうし、俺だって動どう揺ようしまくる。

　亮りよう祐すけにはぐらかされたりしたら、めちゃくちゃ追つい及きゆうするだろう。

　そして……それがもしうっかりクラスメイトにバレたら。ゴシップとして広がったら。年単位でその事実は語かたり継つがれるだろうし、きっと噂うわさには尾おひれがついてどんどん大げさになっていく。

　さらに怖こわいのが、学校に情報が伝わることだ。

　説教は確実だろうし何かしらの処分が下される可能性だってある。お互たがいの親に情報が行くこともあるかもしれない。

　高校生がクラスメイトと添そい寝ねしているっていうのは──つまりそういうことなのだ。

　危険だし見方によっては不純だし、周囲の理解を得ることなんて全然期待できない。

　そのことを、俺たちはもう一度きちんと認にん識しきすべきだ。

「だから手始めに、今日はバラバラで登校しよう。最近一いつ緒しよに部屋出ちゃってたけど、十分くらい時間空けて出発するようにして」

「うん、そうだね。少なくとも、昨日の今日で見つかるとさすがにまずいし……」

　たくあんをコリコリ嚙かみながら、静しず乃のはこくこくとうなずいた。

「それから、あんまり迂う闊かつに二人で外をふらつかないようにしようか。近所には風かざ来きさん以外も、学校の生徒が住んでるかもしれないし……いつ誰だれに見つかるかもわかんないし」

「……ああ、それもそうだね」

　うなずいて、けれど静しず乃のはちょっと残念そうな顔になる。

「わたし、夜にこの辺歩くの好きだったんだけどなー……。けどまあ、しょうがないか、添そい寝ねできなくなるよりは、ずっとマシだよね……」

「だな、俺も残念だけどな……」

　静しず乃のの言う通り、夜の散歩は結構楽しいのだ。

　彼女と二人、見知らぬ場所を冒ぼう険けんしている気分になれる。

　そういうのが今後制限されるのは、本音を言えば寂さびしい。

　けど、状じよう況きようが状じよう況きようだから、少なくともしばらくは控ひかえた方がいいだろう。

「あとは……そろそろ、他の方法を探してみてもいいかもなあ」

「……他の方法？」

　静しず乃のが一口お茶を飲み、首をかしげた。

「うん」

　そんな彼女に、俺は一度うなずいてから──、

「──直じかで添そい寝ねしなくても、二人とも眠ねむれる方法」

　──その言葉に。

　俺が何の気なく言ったその言葉に──静しず乃のが、小さく目を見開いた気がした。

　あ、あれ……？

　俺、なんか驚おどろかせるようなこと言ったか……？

「……あの、なんていうかまあ、その」

　小さく焦あせりを覚えながら、俺は静しず乃のに説明を始める。

「ほら、俺たちが添そい寝ねするようになって、割と経たつだろ？　前みたいに眠ねむくて切せつ羽ぱ詰つまってるわけではないし、気持ち的にもだいぶ落ち着いてきた……」

「……うん」

「だからその、いつまでもこう……実際に一いつ緒しよに寝ねるだけじゃなくて、他にお互たがいぐっすり眠ねむれる方法を探すんだよ。例えば前に俺が、抱だき枕まくらとか試ためそうとしてたことあるだろ？　あれが上う手まくいくとは思わないけど、同じような感じで、お互たがいの負担が少ない方法を探すというか……」

　そういうのが、必要だと思うのだ。

　ずっとこんな仲でいるわけにもいかないし、不ふ眠みんだって根本的に解決しなきゃならない。

　だから、ひとまず状じよう況きようが安定した今、動き出してみた方がいい気がするのだ。

　風かざ来きさんとの遭そう遇ぐうで、俺は改めてそのことを実感した。

「それに……もうすぐ宿しゆく泊はく研修もあるだろ？」

　駄だ目め押しとばかりに、俺はそう続ける。

「今月下げ旬じゆんに、二泊はく三日で行くやつ……」

　──宿しゆく泊はく研修。

　俺たちの通う学校では、一年生は六月の下げ旬じゆんに、付近にある山間の宿しゆく泊はく施し設せつに泊とまり込みで研修に行く。

　研修とは言いつつその内実はオリエンテーリングなどのレクリエーションが主で、新入生同士交流を深めるのが実際の目的らしい。

　楽しそうではあるけれど、下手したらその間、俺たちは添そい寝ねをできないわけで……。

「できれば、それまでに何か策も、考えておきたいだろ？」

　……我ながら、まあまあ説得力のある話だと思う。

　宿しゆく泊はく研修中不ふ眠みんに悩なやまされ続けるのはマジでしんどいし、きっと静しず乃のも納なつ得とくしてくれるはず……。

　……なのに。

「……ふうん」

　言って、視線をテーブルに落とす静しず乃の。

　……不満げだった。

　まあ、あからさまに不満げだった。

　なんでそういうリアクションになるんだ……。

「……嫌いやだったか？」

　恐おそる恐おそる、そう尋たずねてみる。

「静しず乃のがそういうの抵てい抗こうあるなら、もちろん無理にとは言わないけど……」

「……ううん、大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言いつつも、静しず乃のの声のトーンは低いままだった。

「……それで、具体的にどうするの？　何か、試ためしてみたいアイデアとか、あるの？」

「……や、それはまだないから。これから考えたいんだけど」

「そう」

　短くそう答えて、静しず乃のはお茶を一口飲む。

「わかった、じゃあわたしも何か思い付いたら、忍しのぶに提案するね」

「おう、頼たのむわ……」

「それから、今日はわたしが先に出るから、忍しのぶはちょっと遅おくれて出るようにして」

「お、おう……わかった……」

　うなずきつつ、俺も再び朝ご飯に箸はしを伸のばす。

　テレビからは、しばらく天気が不安定そうだと話す気象予報士の声が流れている。

　それを片耳で聞きながら……俺は自分の発言のどこが静しず乃のを不ふ機き嫌げんにさせてしまったのかを、一人でぐるぐると考え続けていた──。
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「──だからね！　忍しのぶ、それをきっかけに、添そい寝ねしなくて済む方法を考えようとか言い出して！」

　──お昼休み。

　学校の中庭にあるベンチにて。

　わたしは親友である六ろく曜よう花か音のんに、今朝の出来事を語って聞かせていた。

「体調も生活も落ち着いてきたし、これまでとは違ちがう方法で眠ねむれないか、探してみようって……」

「……ふむふむ……」

　すでに昼食のサンドイッチを食べ終えて。

　花か音のんは紙パックのジュースを飲みながらうなずいている。

　青のインナーカラーが印象的な髪かみが、小さく揺ゆれる。

　そんな彼女にわたしは、

「そんなの……簡単に見つかるわけないじゃない。これまでだって、散々悩なやんでどうにもならなかったんだから……」

　こみ上げる気持ちを──苛いら立だちを露あらわにして、言葉を続けた。

　……腹が立っていた。

　あんなことを提案してきた忍しのぶに、なぜかわたしは腹を立てていた。

　だってなんか……あんな言い方、まるで早くわたしとの添そい寝ねをやめたいみたいじゃない。

　そりゃ、いつまでもこうしてはいられないと思うけど。

　あんまりよくないことだって理解もしてるけど……。

　けど、この状じよう況きようになって真っ先にそれを提案してきたことが……何かモヤる。

　忍しのぶ、そんなにわたしとの添そい寝ねが、嫌いやだったんだろうか……？

　ちょっとは、喜んでくれていると思ってたんだけど。

　それを口実にしてわたしと一いつ緒しよにいることを、大切にしてくれてると思ってたんだけど……。

　そんな気持ちを──花か音のんなら理解してくれる気がしていた。

　一いつ緒しよになって憤ふん慨がいしたり、あるいは茶化したりして気持ちを楽にしてくれるような気が。

　けれど、

「……ふむ」

　彼女は腕うでを組み、花か音のんは真しん剣けんな表情で視線を落としている。

　そして……眉み間けんにしわを寄せ目を眇すがめると、

「……何を……考えている？」

「……へ？」

「大おお滝たき忍しのぶ……何を考えている!?」

　──くわっと目を見開いて。

　花か音のんは、敵将の思考を読む軍師みたいなことを言い出した。

「普ふ通つうの人間であれば、静しず乃のとの添そい寝ねを嫌いやがるはずなんてない。むしろ、できるだけ長くその関係を続けようと考えるはずだ……。静しず乃ののかわいさは当代随ずい一いち、大おお滝たき氏とて、それがわからないことはないはず……」

「え、ええ……」

　そ、そこまでのアレじゃないと思うけど……。

　普ふ通つうに、わたしと添そい寝ねするの嫌いやな人、いると思う……。

「ではなぜ大おお滝たき氏、そんなことを言い出したんだ……!?　本当に、ただ誠実なだけか!?　……そんなわけない、他に何か理由があるはず！」

　……他に理由。

　いや、まあ、なんというか……多分、そういうのはないと思う。

　自分で言い出しておいてあれだけど、あんなに怒おこって愚ぐ痴ちっといてあれなんですけど……多分ただ誠実なだけだ。

　生き真ま面じ目めに「女子と男子の添そい寝ねは、早めに終わらせた方がいい！」って考えてるだけというか……。

　忍しのぶの性格を考えたら、うん、その辺がリアルなところだと思います……。

　わたしも実際のところ、わがままにすねてるだけで……。

　ただ、花か音のんはもはや想像が止まらない様子で、

「もしや！　……そろそろ、自分の肉欲に抗あらがえなくなり始めたか!?　このままじゃいつ静しず乃のを襲おそってしまうかもわからない。だから犯罪者になる前に、静しず乃のを遠ざけようとしたか!?」

「そ、それはないでしょう……！」

　シャツを借りたときも、あんなに薄うす着ぎだったのにそんなり取り乱してなかったしね……。

　むしろ、わたしの側の方がちょっと浮うわついちゃったくらいだ。匂におい嗅かいじゃったり。

　襲おそってしまうとか、そういう感じではないと思う……。

「あるいは、心臓への負担が限界に達したのか!?　静しず乃のと一いつ緒しよにいるドキドキで、血圧が急きゆう上じよう昇しよう。身体からだへのダメージがでかすぎて、耐たえられなくなったのか!?」

「そこまで負ふ荷かかかることある!?　ただのドキドキで!?」

　あいつ、血圧とかそういうの気にしてる様子は全くないし、病院にも行ってる気配ないし、それも違ちがうと思います……。

「じゃあ！」

　と、花か音のんはなおも食らい付くような表情で、

「一人でごにょごにょする時間が欲しいのでは……!?」

「……ご、ごにょごにょ!?」

　予想外の言葉に、面食らった。

　けれど、花か音のんは一層勢いづいた様子で。

「そう！　いわゆる一つのプレジャーマイセルフですよ！　大おお滝たき氏も、年とし頃ごろ男子なんだからそれくらいするでしょう！」

「え、ええ……？」

　……まあ、何を言っているのかはわかる。

　花か音のんはぼやかしているけど、何を言いたいのかは、一応……。

　ネットか何かの記事で、男子はほぼ百パーセントそれをしてるって見たこともあるし……うん、多分忍しのぶも、してないことは……ないんだと思う。

「しかも、静しず乃のがずっとそばにいるんだから悶もん々もんすることも多いはずだ！　なのに、四六時中そばにいるから発散できない……。それをなんとかするため、一人の時間を作りたかったのでは……!?」

「そ、そんな可能性、あるかなあ……」

「むしろ、ないわけないでしょ！　まさか静しず乃の、大おお滝たき氏がそういう欲求の全くない、仙せん人にんみたいな男子だとでも思ってるの!?」

「そこまでは……思わないけど」

　ただ、してる気配はこれまで感じたことないな……。

　チャンスがあるとしたら、わたしがお風ふ呂ろ入ってるときとか……？

　いやでも、特にお風ふ呂ろ上あがり、忍しのぶの様子がいつもと違ちがったことはないしな……。

　そもそも、あれくらいの短い時間で、それって終わるものなんだろうか……。

　一人考え込むわたしの横で、

「ちくしょう……わからない！」

　花か音のんはそう言って、悔くやしげに頭をガシガシとかき始める。

「大おお滝たき氏、何が目的なんだ……！」

　……むしろ花か音のん、なんでそんなに忍しのぶに対たい抗こう心を燃やすんだろ。

　確かに、最近忍しのぶに割さく時間が増えてるけど、わたしの中で花か音のんの大切さは変わっていない。

　これまでもこれからも、大切な親友のままだ。

　だからそんなに、気にしなくても良いと思うんだけどなあ……。

「こうなったら……調査に乗り出すしかない！」

　ついに花か音のんは、そんなことを言い始める。

「大おお滝たき氏の行動を追つい跡せき、監かん視しして動向を把は握あく！　そして、なぜ静しず乃のにそんなことを言い出したのかを徹てつ底てい究明して──」

「──ちょちょちょ！　ちょっと待って！」

　さすがに話がやっかいになりそうで、慌あわてて割って入った。

「べ、別にわたしもそこまで疑ってるわけじゃないよ！　心配してくれてうれしいけど、ただちょっと……もやっとしただけというか。愚ぐ痴ちりたかっただけで……」

「……あ、え、そうなの？」

「うん、ごめんね気き遣づかわせちゃって……」

「まあ、それならいいんだけど……」

　と、花か音のんはふうっと息を吐はき出だす。

　そして、意味ありげに遠い目をしてみせると、

「つまりまあ、愚ぐ痴ち風のろけに付き合わされたってことか……」

「の、のろけ!?　そ、そんなつもりは……」

「いいのいいの、推おしののろけならいつでも大歓かん迎げいですよー……」

　花か音のんはそう言って、遠い目で空を見上げる。

　……そんな感じに、なっちゃってたのか。

　わたし、そんなつもりじゃなかったけど……のろけた感じになってたのかあ。

　でも、うん……そう取られてもおかしくないか。

　だって実際、わたしも本気で怒おこってたわけじゃないしなあ……。

　気を付けよう。なんかわたし、いつのまにか……人に忍しのぶの話をしたがるようになっていたらしい。







　と、そんな感じでしばし雑談をしてから。

　話が一段落したところで、

「……わ！　ヤバ！」

　スマホに視線をやった花か音のんが、そんな声を上げた。

「もうこんな時間だ！」

　そして──彼女はスマホを何度かタップ。

　カバー裏のリングをスタンド代わりにして、わたしたちの腰こし掛かけているベンチの前のテーブルに立たせた。

「……ん？　何してるの？」

　言いながら、画面を覗のぞき込むと。

『──どうもー、みんなこんにちは！』

　ディスプレイの向こうで。同世代のかわいい女の子が笑え顔がおでそう言いながらこっちに手を振ふっていた。

『今日もお昼配信、やってこうと思いまーす。ごめんねーちょっとスタート遅おくれちゃって……』

「これは……生配信？」

「そうそう！」

　わたしの問いに、花か音のんはうれしそうにうなずいてみせる。

「最近推おしてるアイドルグループ、『近きん未み来らい女じよ子し公こう司し』のじゅのんが、最近始めたんだよ！」

　言われて、しばし画面を眺ながめてみる。

　じゅのんと言うらしいその女の子は、楽屋か会議室のような場所にいるようだ。

　彼女の前にはテーブルがあって、コンビニで買ってきたんだろうか、サラダパスタやヨーグルトやらの食べ物が並んでいる。

　そして、

『もうみんな、お昼食べたー？』

　じゅのんが、画面の向こうからこちらに尋たずねてくる。

『わたしの今日の昼食は、こんな感じでーす。今日は朝早くてお弁当作れなかったから、コンビニで買ってきちゃった……。じゃあ、食べようか。いただきまーす！』

「いただきまーす！」

　隣となりの花か音のんが、じゅのんのあとを追うように声を上げた。

「花か音のん……さっきサンドイッチ食べ終わったところじゃん」

「いいんだよ！　じゅのんが食べ始めるんだから、このタイミングでお昼ご飯アンコールに突とつ入にゆうだよ！」

　言いながら、鞄かばんからお菓か子しを取り出して食べ始める花か音のん。

　よく食べるなあこの子は。それでも全然太らないのだからうらやましい限りだ。

『わ、これおいしー』

　画面の中で、じゅのんがそんな声を上げる。

『このサラダパスタ、初めて食べたけどおいしいわー。ハマりそう……』

　……思ったよりも、平へい坦たんなテンションだった。

　なんとなく、アイドルの配信って楽しくて明るいものなのかと。歌ったり踊おどったりそういうものなのだと思っていた。あるいは、ゲーム実じつ況きようしたりとか？

　けれど、こうして見ている限りそういうことは全くなさそうだ。

　本当にただ、じゅのんがご飯を食べて、ときどき何かちょこちょこ発言するだけ……。

「……これは、おもしろいの？」

　思わず、そう尋たずねてしまった。

「ただ、この子がご飯食べてるだけに見えるけど……それを見るのが、楽しいの？」

「え、最高に楽しいよ！」

　当たり前じゃん！　とでも言いたげな顔で、花か音のんは答える。

「毎日やるような配信はこれくらいがいいんだよね。あんまりテンション高かったり企き画かく性が強いと、見てるこっちも疲つかれちゃうし」

　花か音のんは言いながら、画面の向こうのじゅのんに視線を戻もどした。

　相変わらずちょこちょこ何かを話しながら、おいしそうにご飯を食べているじゅのん……。

「ほら、全体的に肩かたの力が抜ぬけてるでしょ？　背景が事務所の会議室で、特に飾かざり付つけられてなかったり。じゅのんが完全に私服でメイクも薄うすめだったり。そもそも、食べてるのも普ふ通つうにコンビニのご飯だし」

「……確かに、そうだね」

「なんかそういう、抜ぬけた配信を見ながらこうやってお菓か子し食べてると、じゅのんと一いつ緒しよにお昼食べてる気分になれてねー」

　と、画面の中のじゅのんが、視し聴ちよう者に質問を始める。

『みんな今、どこで何食べてるのかな？　コメントで教えてー』

　それに答える形で、視し聴ちよう者たちが自分の状じよう況きようをコメントし始める。

『会社でおにぎり食べてるよー』『学校で給食食べ終わって、今昼休みです！』『お店でハンバーガー食べながら見てます！』

　そしてそれに、じゅのんが『あーいいね』『わたしも食べたーい』なんて気軽に返答をしていた。

　……なるほど。

　確かにこれは、これでいいものなのかも。

　推おしのアイドルと、一いつ緒しよにお昼を食べてる気分になれるかも……。

　と、

「……ん？」

　ふと──わたしは思い付いた。

　もしかしたら、これ使えるかも……。

　これを……『添そい寝ねの代わり』に使えるかも！
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「……これで、いいのかな？」

　──その日の晩。

　夕飯を食べ風ふ呂ろにも入り、そろそろ眠ねむろうというタイミングで。

　静しず乃のの言う通りの環かん境きようを整えて、俺はふっと息をつく。

「静しず乃のとの通話はできてる。音声はスピーカーで流れる、カメラもインカメラで映ってるし……ベッドにセッティングもできた。うん、問題ないかな……」

　久しぶりに静しず乃ののいない、俺の部屋。

　そのベッドの上には、充じゆう電でん器に繫つなげられたスマホが横向きに立てられている。

　表示されているのは──静しず乃ののベッドだ。

　ここから少し離はなれた高級住宅街にある、静しず乃のの自宅、寝しん室しつにあるベッド──。

　まだ、本人は準備中らしい。

　映っているのは敷しき布ぶ団とんと掛かけ布ぶ団とんだけだった──。

　──リモートで添そい寝ねしてみよう！

　昼休み、静しず乃のからラインでそんな提案があったのだ。

　実際に、二人で同じ布ふ団とんに入って寝ねるのではなく、スマホで映像ありの通話をしながら一いつ緒しよに寝ねる、ということらしい。

　……朝はずいぶん不ふ機き嫌げんだったけれど。

　協力してもらえないだろうか、なんて不安にもなっていたけれど、まさか静しず乃のからそんなアイデアを出してもらえるなんて。どうやら機き嫌げんを直してもらえたみたいで、俺はひとまずほっとした。

　そして──リモート添そい寝ねというアイデア。

　確かに、なかなか悪くない気がした。

　これまで通り静しず乃のの姿は見える、会話もできる。さらに言えば、寝ね息いきや物音だって聞こえるだろう。

　なのに──実際に、そばにいる必要はない。

　離はなれた場所にいながらにして、添そい寝ねに近いことができるわけだ。

　もちろん、お互たがいの存在を肌はだで感じられないだとかそういう差はあるだろうけれど、少なくとも試ためしてみる価値はあるように思えた。

　そんなタイミングで、

『……もしもし、忍しのぶ聞こえる？』

　スマホから、静しず乃ののそんな声が聞こえてきた。

『音量とか音質とか、大だい丈じよう夫ぶかな？』

　そして──同時に画面に表示される、パジャマ姿の静しず乃の。

　いつも通りの寝ねる前の格好で、彼女はこちらを覗のぞき込んでいる。

「ああ、音は大だい丈じよう夫ぶそうだよ」

　こちらも同じように画面を覗のぞき込み、そう答えた。

「割れたり小さすぎたりはしないみたいだ。ただなんか……直じかで話すよりはっきり聞こえる感じがして、くすぐったいな……」

『ほんとだね……』

　そんな風に笑い合って、灯あかりを暗くすると──俺たちは、ベッドに横になった。

　普ふ段だんは照明は完全に消すのだけど、今回は暗くなりすぎると映像の意味がなくなってしまう。試ためしに、薄うすめに灯あかりをつけておくことにする。

　そして、なんとなくお互たがいの顔から胸むな元もとくらいまでが入るようにカメラ位置を調節したら、

「……よし、こんなもんか」

『うん、できたね……』

「じゃあ、寝ねるか……」

『うん……』

　準備完かん了りよう。

　ここから実際に、寝ねてみることになる──。

　目を閉じると──スマホから聞こえてくる静しず乃のの息づかい。

　そして、ときおりそれに混じる小さな衣きぬ擦ずれの音──。

　……なんだか、不思議な感覚だった。

　そばに体温を感じない分、添そい寝ねとはやはり気分が違ちがう。

　けれど、リアルタイムで静しず乃のの立てる音は聞こえて、隣となりを見れば静しず乃のの姿は見えて。

　間ま違ちがいなく──彼女の存在は感じる。

　なんだかそれが、改めて妙みようにそわそわしてしまうのだった。

「……そういえば」

　ふと思い立って、俺はそんな声を上げた。

「静しず乃の……なんで急に、こんなアイデア思い付いたんだ？　なんか、きっかけがあったのか？」

　こんな案、なかなかぱっと浮うかぶものでもない気がする。

　誰だれかと電話したとか、テレビで何か見たとか、何かそういうのがヒントになったのだろうか。

『ああ、それがね……』

　スマホの向こうで、静しず乃のが目を開けこちらを向いた。

『花か音のんが、アイドルの生配信見てて……それが参考になったんだ。なんか、一いつ緒しよに過ごしてる雰ふん囲い気きを楽しめるような配信が、結構あるらしくて』

「あーなるほど、配信か……」

　自分もたまにそういうのは見るので、わかる気がした。

　ネットの生配信って、動画やテレビ番組と比べても、配信者と身近な感覚になれたりする。

　確かにこのリモート添そい寝ねは、その感覚に近いのかもしれない。

『だから、こうやってスマホ使って添そい寝ねするの、試ためしてみようかなって思ったの』

「そういうことね……」

　うなずきながら、もう一度画面に目をやって──。

　そこに映る静しず乃のに、なんとなくドキッとしてしまった。

　こちらを向いて横になり、小さく笑っている静しず乃の──。

　その顔にスマホの光が当たり、淡あわく青白く照らされている。

　──いつもは、至近距きよ離りで見てきた景色なのに。

　手を伸のばせば届く距きよ離りで、そんな彼女を見てきたはずなのに──。

　画面越ごしにその姿を見ると、なぜだか新しん鮮せんに感じられて。そのかわいさを、改めてはっきりと感じ取れて。

　……ああ、こんな子と。

　こんな女の子と、俺はこれまで毎晩添そい寝ねをしてきたんだと、そんなことを今さら実感していた。

『……そうそう、そういえば花か音のんがね』

　思い出した様子で、静しず乃のは噴ふき出だしながら言葉を続ける。

『忍しのぶが添そい寝ねの代わりを探し始めたって話をしたら、すごく忍しのぶのことを疑い始めて……』

「え、う、疑い……!?」

　全く予想外の話に、思わずオウム返ししてしまった。

　上半身をガバッと起こして、画面の向こうの静しず乃のに尋たずねる。

「う、疑うって何を……？　俺、なんか変なことしてるかな……？」

『ううん、そういうことじゃなくて』

　画面の向こうで、静しず乃のはもう一度楽しげに笑う。

『なんか、花か音のんは「普ふ通つう静しず乃のとの添そい寝ねをやめたがるはずがない！」って思ったらしくて……何か、言いにくい理由があってそんなこと言ってるに違ちがいないって！』

「り、理由って……別に特別ないんだけどな。本当にただ、あんまり続けるのが良くないって思っただけで……」

『だよね。でも、花か音のんはそうは思えなかったみたいで、あれじゃないかこれじゃないかーとか、色々理由を予想しだしてさー』

「へえ……どんなのを想像してたんだよ？」

『……あー、それは……』

　その問いに──なぜか静しず乃のは一いつ瞬しゆん黙だまり込む。

　何だ？　それまで割と饒じよう舌ぜつだったのに、どうした？

　彼女は何やら気まずげにもごもごと口ごもったあと、

『……まあ、色々だよ、色々……』

　と歯切れが悪い。

「えー、色々って何だよ？」

『なんかほら……』

　もう一度、静しず乃のは口の中でごにょごにょ言ってから、

『……一人だけでしたいことが、あるんじゃないか、とか？』

　なぜかひどく恥はずかしそうに、消え入りそうな声でそう言う。

　しかも……なんだろ。

　暗いし画面越ごしだからはっきりわからないけど、頰ほおも若じやつ干かん赤いような気が……。

　……とは言え。

　一人だけでしたいこと、か……。

「……まあ、それは確かになくはないな」

　考えてみて──すぐに思い付いた。

　そう、一つあるのだ。

　どうしても、したいこと。

　──酪らく農のう系YouTuber『まきばchannel』の動画を見たいのだ。

　ここ一ヶ月くらい、ドタバタしてて更こう新しんチェックできてないんだよなあ。静しず乃のといることも多くて、そんなときに動画を見るのも気が引けたし。

　一人になれるなら、ゆっくりじっくりアレを見たい。

「うん、あるな。確かにあるな、一人でしたいこと」

　けれど、

『えっ!?』

　画面の向こうで、静しず乃のがすごい声を上げた。

『それは、その……もしかして、あれ？　その……動画とか見る感じの……？』

「うん、そうそう」

　察しが良いいな。

　もしかしたら、静しず乃のに『まきばchannel』の話をしたことがあったかもしれない。

『……そ、その動画って……胸とか映ってるやつだよね？　胸というか、裸はだかというか……』

「うん、そうだな」

　牛の乳の動画とかあるからな。

　あと、映る動物基本裸はだかだし。

　たまに服着てるのも映るけど。出演者が飼ってるペットとか。

『だよね……そうだよね……』

　なぜか静しず乃のは、動どう揺ようした様子でこくこくとうなずいている。

『や、やっぱり忍しのぶも、そういうの、するんだ……』

　……さっきから静しず乃の、どうしたんだ？

　なんか様子がおかしいぞ？

　そんなに驚おどろくか？　俺がYouTuber見るくらいで。

「ていうか、別に変なことじゃないだろ？　実家にいた頃ころとかは、もうほとんど（動画見るのが）日課だったし……」

『に、日課!?　そんな、毎日してたの!?』

「え？　うん……」

『で、でもそうか、忍しのぶも十代男子だもんね……しかたない……』

「いや、十代とか男子とか関係ないだろ……。（だいぶYouTuberも市民権を得てきたし）みんなそんなもんじゃね？」

『そうなの!?』

「だと思うけど……」

『へえ……じゃあ、その……女の人とかも、そんな感じなのかな？　女の人も、毎日とか……したりするの？』

「もちろんそうだろ！　別に男性だけのものでもないだろ、あれは」

『そう……なんだ……。わ、わたし……全然そういうのしないから……疎うとくて……』

　……それはちょっと意外だな。

　むしろ静しず乃の、お洒しや落れの情報はネットで手に入れてるイメージだったけど。

　ファッション系のYouTuberとかもいるだろうし、見たらハマりそうだ。

「あ、じゃあそういう感じなら」

　と、そこで俺はふと思い付き、

「静しず乃の、今度俺の家来たときに、一いつ緒しよに（まきばchannelの）動画見てみるか？」

『見る!?　忍しのぶと!?』

「うん。案外、静しず乃のも楽しいかもしれないだろ」

『そ、そんなこと普ふ通つうするものなの!?』

「え？　するんじゃないか？　俺も亮りよう祐すけから、たまにお勧すすめの動画とか教わるし……」

『ええええ!?　そ、そんな感じなの……!?』

「うん。ていうか、よく考えたら遠えん慮りよすることもなかったかもな」

　そこまで言って、俺はふとそのことに思い至る。

「なんか一人じゃなきゃダメだと思ってたけど、静しず乃のがいても別に（『まきばchannel』の）動画見ていいよな。最近ご無ぶ沙さ汰たで（未視し聴ちよう動画）溜たまっちゃってたし」

『た、溜たまってる!?　で、でもやっぱり、わたしの目の前で見られるのは……わたし、どうすればいいか……』

「あー、もし手て持もち無ぶ沙さ汰たになりそうだったら」

　そこで──俺はふと思い付き、

「静しず乃のも──自分好みのやつを探してみれば？」

『わ、わたし好み……!?』

「おう。ほら、やっぱ好みなんて人それぞれだしな。せっかくだし、俺のお勧すすめとかも教えられるし」

『そ、それは……』

　静しず乃のは、そこで一度言葉を切り。

　恐おそる恐おそる──俺にこう尋たずねてくる。

『一いつ緒しよに……わたしもすればいいってこと？』

「おう、そうだな」

　俺は、はっきりと彼女にうなずいてみせた。

「せっかくだし、一いつ緒しよに（動画視し聴ちよう）できれば楽しいかもなって……ん？」

　画面の向こう、静しず乃のの様子がおかしい。

　ぷるぷる震ふるえて、はっきりわかるほど顔が真っ赤で。

　その目には、涙なみださえ浮うかんでいるように見える……。

　……え？　どうした？　なんか俺、変なこと言ったか……？

　困こん惑わくする俺を、静しず乃のはキッとにらむ。

　そして、大きく息を吸い込むと──俺にこう言ったのだった。




『忍しのぶの──変態!!』
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　──その後。

　忍しのぶが言っているのが「好きなYouTuberを見たい」という話だったことが判明し。

　無事、わたしの中の誤解は解けました……。

　良かった……勘かん違ちがいで。

　まさか本当に誘さそわれてたら……わたしもう、どうすればいいのか……。

　……花か音のんのせいだ。

　花か音のんが、あんな変なこと言うから……わたしすごい勘かん違ちがいしちゃったじゃない。

　ちなみに、

『──え、静しず乃のは何の話だと思ってたんだよ!?』

『──気になるよ、教えてくれよー』

　なんて忍しのぶに食い下がられたけど、断固回答を拒きよ否ひしました。

　バレたらもう……わたし、忍しのぶに合わせる顔がない……。

　──そんなこんなで、その後も雑談が盛り上がってしまい。

　気が付けば──、

『……わ、もう二時過ぎじゃねえか』

「あー、ほんとだね……」

　もう、三時間以上もぶっつづけで話をしてしまっていた。

「なんかこれ……話、楽しくなっちゃうね」

　ふうと息をつきながら、わたしは画面の向こうの忍しのぶに言う。

「何だろ、なんでだろ。普ふ通つうに添そい寝ねしてるときよりも、なんか話弾はずんじゃう……」

『ほんとだなー』

　忍しのぶも、苦く笑しようしながらわたしにうなずいてくれた。

『ていうか、こんなに静しず乃のと話すの、本当に久しぶりだな』

「いつも、一いつ緒しよにいるとすぐ寝ねちゃってたもんね……」

　むしろ、幼い頃ころを含ふくめても初めてかもしれない。

　こんなに、二人っきりでとりとめもなく話をするなんて……。

　女友達とは夜の長電話することもあるけど、男の子と電話なんて、なかなかない機会だしね……。

　そしてわたしは、

「……もう、寝ねれなそうじゃない？」

　諦あきらめの笑えみを浮うかべながら、忍しのぶに尋たずねる。

「もう、ここから寝ねるのとか無理じゃない？」

『正直……そうだな』

　言って、忍しのぶはなんだか照れくさそうに頰ほおをかく。

『完全に目、さえちゃったな。多分朝まで寝ねれないわ……』

「だよねー」

『ごめんな、せっかく出してもらったアイデアだったのに……』

「ううん、いいの」

　これはこれで、一つの収しゆう穫かくではあったと思う。

　少なくとも、リモートでの添そい寝ねでは効果がないことがわかったのだから。

「これはこれで、楽しかったし。なんか、修学旅行の夜とかみたいで」

『ああ、確かに。ちょっとあれと、近い感じあるよな……』

　そう言って、小さく笑ってから、

『……やっぱ、添そい寝ねしかないのかもな』

　画面の向こうで、忍しのぶはそう言葉を続ける。

『今回やってみて、よくわかったよ……。実際に俺、静しず乃のと添そい寝ねする以外の方法では、眠ねむれる気がしないや……』

「……でしょー？」

　わたしはなぜか得意な気分で、忍しのぶにそう答える。

「わたしは最初から、そうだと思ってたよ……」

『だよな、ごめんごめん……』

「じゃあ今晩はもう……朝までこうして話そうか？　明日、学校休みだし」

『そうだな、そうしよう』

　言って、忍しのぶはベッドの上に起き上がると、あぐらをかいてスマホに正面から向かい合った。

『話すことは、いくらでもあるしな。それで、朝になったらどっちかの家に集まって、昼ひる寝ねでもするか』

「うん、そうだね」

　と、うなずいてからわたしは、一度ベッドを出る。

「長くなると思うから飲み物取ってくる」

『おう、じゃあ俺もそうしよう』

　部屋を出て階段を降り、一階に着く。

　電気のついていない深夜の家の中。足早に歩いて、台所へ向かう。

　──普ふ段だんだったら、心細くなりそうだけど。

　暗さや静かさに怖こわくなっちゃいそうだけど……。

　今日はなんだか冒ぼう険けんしているような気分で、わたしは自分が小さくほほえんでしまっているのを、はっきり自覚する──。
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「──第一回！　忍しのぶ着きせ替かえ選手けーん!!」

　──集合した、札さつ幌ぽろ駅えき前。

　たくさんの人が行いき交かうその場所で──彼女は。

　小こ峰みね華はなさんは、突とつ然ぜん高らかにそう宣言した──。

　完全硬こう直ちよく。全くリアクションできなくなる俺と、

「……お、お～……」

　困こん惑わくが露あらわな顔で、それでもなんとかそう返す静しず乃の。

　そんな二人に、それでも華はなさんは不満だったようで、

「……あれ？　二人ともノリが悪い！　そんなんじゃ、素す敵てきな『変装』はできないぞ！」

「え、ええ……？」

「では、もう一回！」

　俺たちの戸と惑まどいを完全に置き去りにして、華はなさんはこほんと咳せき払ばらいする。

　そして、拳こぶしを握にぎりそれを突つき上あげると──もう一度、声こわ高だかに宣言した。

「──第一回！　忍しのぶ着きせ替かえ選手けーん!!」

　──こうなれば、逃にげられない。

　俺と静しず乃のは半ばやけくそでそれに乗っかることにする。

「「お、おー！」」

　──周囲の人たちの視線が痛い。

　スーツを着たサラリーマンが、子供を連れた母親が、制服を着た学生が、怪け訝げんな顔でこっちを見ている。

　……なんでだ。なんで俺たち、こんなことしてるんだ……。

　そもそも、華はなさんは元々注目を集めやすいタイプだ。

　女性にして[image: ]㎝を超える身長。脚あしは長くスタイルも良く、顔立ちだって女優級。

　そんな女性がこんな奇き行こうに走っているのだから、そりゃみんな驚おどろくだろう。

　……逃にげ出だしたい。

　一刻も早くこの場から逃にげ出だしたいのだけど、

「きょ、今日はよろしくお願いします……」

　ようやく歩き出した華はなさんに、静しず乃のがおずおずとそう言う。

「わたしたち二人じゃどうにもできそうになかったので、すごく、助かります……」

　──こっちから、お願いしたのだ。

　今日の買い物は、俺と静しず乃のから、華はなさんに頭を下げてお願いし、実現したものなのだ。

「いえいえ～、わたしも今日は楽しみにしてたよ～」

　弾はずむような足取りで歩きながら、華はなさんは言う。

「しかも静しず乃のちゃんの頼たのみだからね！　今日は一いつ緒しよに、楽しんじゃおう！」

「は、はい！」

　生き真ま面じ目めに、こくこくとうなずいている静しず乃の。

　そんな彼女をちょっと後ろで見守りながら。俺はため息交じりに、こんなことになったきっかけを思い返す──。







「──これから、どうしてこうかなあ……」

「そうだねえ……」

　リモート添そい寝ねの翌日。集合した、静しず乃のの家で。

　昼ひる寝ねから目を覚ました俺たちは、夕飯だか昼ご飯だかわからないご飯を食べ終え、ダイニングで相談をしていた。

「ひとまず、添そい寝ねをしないという方向性に持っていくのはなしだな……」

「うん、そうだね……」

　リモート添そい寝ねのおかげで、直接並んで寝ねることが重要なのははっきりわかった。

　ただ、学校関係者に見つかるわけにはいかないことには変わりない。もうちょっと、添そい寝ねすることに緊きん張ちよう感を持たなきゃいけない。

　となると、俺たちはどうしていくべきか……。

「そのうえで……出歩くのとか、そういうのをやめるのは……やっぱりやだなあ」

　まだちょっとぼんやりした口調で、静しず乃のはそう言う。

「わたし、夜の散歩とか好きだし、そういうのを全部控ひかえるのは……」

「うん、その辺は無理しない方が良さそうだな」

　しばらく我が慢まん、とかならなんとかなるだろう。

　けれど、「添そい寝ね前は基本外出不可」とか「出かけるときは一人だけで」とか、しばりを厳しくしすぎるとやっぱり持たない気がする。

「ちなみに……俺の家で寝ねるのやめて、静しず乃のの家で寝ねるようにするのはどうだ？」

　ちょっと考えて、俺はそう提案してみる。

「風かざ来きさんも、ここまではそうそう来ないだろうし……」

「それは、わたしも考えたんだけどさ……でもこの近所、結構同じ高校の生徒が住んでるのね。散歩してても、頻ひん繁ぱんに制服姿の人見かけるし」

「ああ……じゃあ、こっちに絞しぼっても根本的な解決にはならないかあ……」

「だねえ……」

　食しよく卓たくに、気だるい沈ちん黙もくが降りる。

　そこそこがっつり昼ひる寝ねはしたけど、やっぱりまだちょっと眠ねむいな。

　まだ十代とは言え、やっぱりオールは予想以上に体力を削けずられる……。

　と、

「……変装はどうだろ？」

　ふいに、俺はそんなことを思い付く。

「変装？」

「うん、お互たがい普ふ段だんとは全然違ちがう格好をするんだよ。もう、ぱっと見からして学校の俺たちとは違ちがう雰ふん囲い気きの格好をな。出かけるときは、そうやって変装してれば……うっかり誰だれかに会っても、気付かれる可能性が減るんじゃないか？」

「……ああ、そういうこと」

　ぱっと見で気付かれなければ、別にいくらでも外を出歩けるわけで……。

　逆に俺も、夜中の道みち端ばたに普ふ段だんと全然違ちがう印象のクラスメイトが歩いていたら……そう簡単には気付けない気がする。実際俺たち、ウィンカムでは店員の格好をした風かざ来きさんに最初に気付けなかったわけだしな。さらにそれが暗いところだったりするとなおさらだろう。

　静しず乃のも、そのアイデアには納なつ得とくの行った様子で、

「ふんふん、それはいいかも……」

　なんてうなずいている。

　そして、彼女は思い付いた様子で、

「……そうだ！　実はわたしさ、買ったはいいけどあんまりわたしっぽくない気がして着てない服、結構あるのね。だから今、試ためしにそういうのをまとめて着てみたら、ちょっと参考になるかも！　変装するとどんな感じになるか、わかるかも！」

「おおいいじゃん！　じゃあ悪いんだけど、さっそく着てみてもらえるか？」

「うん！　ちょっと待っててね！」

　うなずいて、静しず乃のは食べ終わった皿を流しに戻もどしつつ、自分の部屋へ向かった。

　そして、数分後、

「……どう？」

　静しず乃のが──二階から降りてきた。

　──それまでの、普ふ段だんの部屋着とは違ちがう服で。

「お……おおお！」

　思わず──そんな声を上げてしまった。

「だいぶ……変わるな！　すげえ、印象が本当に全然違ちがう！」

　静しず乃のが身にまとっているのは──全体的に、パステルカラーの服だった。

　淡あわい水色やピンク、紫むらさきで構成された、ふわっとした印象の服──。

　以前から、静しず乃のはパステルカラーの服を着ていたけれど、それよりも、なんというか……ずいぶんとファンタジックで、ファンシーな感じというか……。

「えへへ、こういうの『ゆめかわ』っていうんだけどさ」

　シャツの裾すそを摘つまんだりしながら、静しず乃のは恥はずかしげに言う。

「かわいいなと思って買うんだけど、家で着てみるとあんまりわたしには合わない気がして……着る機会がほとんどなかったんだ」

「ああ、これが『ゆめかわ』か……」

　その言葉は聞いたことがあったけど、現物にお目にかかるのは初めてだ。

　なるほど、確かにこれは『ゆめかわ』って言葉の印象通りだなと思う。

　そして、

「ほんとに、ここまで変わるとはなあ……」

　さっきの静しず乃のとは、別人みたいなのだ。

　下ろしていた髪かみを今はサイドでツインテールに縛しばり、さっきまでの『正統派な今風』とは全く別の印象になった静しず乃の。

　確かに、普ふ段だんの彼女のイメージとは大きく違ちがうけれど、これはこれでとても似合っているし、新しん鮮せんでおもしろい。

「これ着て街中でばったりクラスメイトに会っても、すぐにはわたしだって気付かれないんじゃない？」

「うん、そうだな。まさか、静しず乃のだとは思わないよ。へえ、すごいもんだな……」

「それからこの服、パジャマとしても着られる素材だからね。普ふ段だんは家で着て、そのまま外にもー、なんてこともできるんだ」

「ふんふんふん……いいな、文句なしだ」

「よし、じゃあ忍しのぶも、外出するときには普ふ段だんと違ちがう格好しよう！　それで二人で歩いたら、まさか誰だれもわたしたちだって思わないよ！」

　──ということで。

　俺たちは、外出するときには『変装』して出かける、という作戦を試ためしてみることになったのだ。

　ただ、一点問題がある。

　俺は元々、私服をあまり持っていないのだ。

　タンスの服を総動員しても、用意できるのは上下二セットくらい。親に「ちょっとは身なりに気を使え」と言われてお金は渡わたされていたけれど、何を買えばいいのかわからなくてほぼ手つかずのままだ。

　よって、次の週末静しず乃のと買い物に行くことになったのだけど、

「アドバイザーも呼びたいな……」

　静しず乃のが、そんなことを言い出す。

「わたし、男子のファッションには詳くわしくないから、そっちの知識もある人……」

「ああ、じゃあ亮りよう祐すけとか呼ぶか？　あいつ、結構お洒しや落れだし」

「ううん、実はわたし、ちょっと頼たのんでみたい人がいて……」

　言うと静しず乃のはちょっとうれしそうに頰ほおをほころばせ、

「──亮りよう祐すけくんの、お姉さん。華はなさんと、久しぶりに会いたいなと思ってたんだ──」







　──という経けい緯いで、その次の週末である今日。

　俺たちは、こうして華はなさんとともに札さつ幌ぽろ駅えき近辺に買い物に来たのだった。

　実は華はなさん、将来はファッション関係の仕事に就つきたいらしい。普ふ段だんからレディースに限らずメンズ服にもアンテナを立てているそうで、今回静しず乃のは彼女に意見を仰あおぎたいと考えたみたいだ。

　華はなさんがそんな夢を持ってるなんて知らなかったし、いつのまにか二人がそんなに情報交こう換かんしていたのも驚おどろきだな……。実際に会ったのは、先月のもめ事の際、学校近くで会ったときだけらしいのだけど、やけに仲いいなこの人たち……。

「実はわたし、前からこういうことしたかったんだよね～」

　俺たちの前を歩きながら。

　華はなさんは、すこぶるご機き嫌げんだ。

「忍しのぶ、スタイル最高なのに私服はいつも死ぬほどダサいからさー、着きせ替かえ遊びしたいなってずっと思ってたの」

「死ぬほど!?　そこまでダサいか!?」

　確かに、全然自信はないけど！

　でも、そこまで言わなくてもよくないか!?

「まあ、忍しのぶ単体で見ればやぼったいなってくらいだけどー」

　言って、華はなさんは俺と静しず乃のの方を振ふり返かえり、

「静しず乃のちゃんがお洒しや落れだからさ。そうして並んで歩いてると、落差がヤバすぎて致ち死し量に達してるように見えちゃうんだよねー」

「グッ……！」

　言いながら、俺はちらりと静しず乃のの方を見る。

　今日も彼女はお洒しや落れな私服を着ていて、これは確かに……落差がヤバい。

　致ち死し量と言われても、文句は言えないかも……。

「だから今日は、もう徹てつ底てい的てきに忍しのぶをお洒しや落れボーイにしちゃいますよ！　華はなさんに任せておきなさい！」

「……まあ俺は、上う手まくいくなら何でもいいんだけどさ」

　華はなさんの実力は、信しん頼らいしてもいいんだろうと思う。

　確かにこの人はいつもお洒しや落れだし、服装に関係ない場面でも器用さとか非ひ凡ぼんさを頻ひん繁ぱんに発揮したりもする。

　だからきっと、華はなさんはなんだかんだ言ってベストな変装を考えてくれるんだろうけど……なんだろうなあ、なんか、嫌いやな予感がするんだよなあ……。

「ということで～」

　華はなさんはこちらを振ふり返かえり、楽しくて仕方がない、と言った顔で俺たちに言う──。

「まずは、昔から一度忍しのぶに着せてみたかった服を、着てもらいに行きましょ～！」
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「──おっほほほー！」

　そして、たどり着いたとある服屋さん。

　試着室から、選んでもらった服を着た忍しのぶが出てくると。

「やっぱり、めちゃくちゃ似合ってるじゃーん！　これよこれこれ～！」

　わたしの隣となりで並んでいた華はなさんが──飛び上がらんばかりの喜びの声を上げた。

「元々顔立ちは薄うすめで、スタイルもいいからね。ひょろいだけじゃなくて、筋肉しっかりついてるし……。だから、絶対似合うと思ってたんだよ～！　でもまさか……」

　言いながら、華はなさんは忍しのぶの周囲をシュバババっと飛び回り。

　色んな確度から彼を観察してから、大満足の笑えみを浮うかべる。

「ここまで……ここまで似合ってくれるとは……」

「え、ええ……」

　そして、視線を全身に浴びせられ。

　忍しのぶは困ったような、くすぐったそうな顔をしてそこに立っている。

「そこまでか……？　これ、そこまで似合ってるのかなあ……」

　──ちなみにわたしは。

　華はなさんの隣となりで、その忍しのぶの変へん貌ぼうぶりを目まの当あたりにしたわたしは──、

「な、なあ……静しず乃の……」

「……ん、何？」

「その、それ……止められねえか？」
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「だから……何を……？　今集中してるから、ちょっと静かにしてくれない……？」

「いや、その……写真撮とりまくるの……やめてもらえねえかな……」

　撮とりまくっていた。

　華はなさんの選んだ服──『スーツ』を全身にまとった忍しのぶの姿を、前後左右あらゆる角度から、撮とって撮とって撮とりまくっていた。

　だって──死ぬほどなのだ。

　もはや、死ぬほどレベルで似合っているのだ。

　華はなさんが選び、店員さんが採寸して持ってきてくれたジャケットとパンツ。

　チャコールグレーのそれをまとった忍しのぶは──もはや、お洒しや落れで有能な若手社会人にしか見えない。東京のオフィス街とかを、さっそうと歩いていそうな感じ……。

　すごい。

　これは本当にすごい。

　服の力だけで、こんなに垢あか抜ぬけるなんて。

　元々、忍しのぶにそういう素質があったのもあるんだろうけど……。

　とにかく、これを記録に残さないのはもったいなすぎる。

　画像はもちろん、動画でも撮とっておかないと……。

「……というか、その」

　スマホを『ピロリン♪』と鳴らしつつ、映像記録を取り始めたところで。

　忍しのぶは不安げに、尋たずねてくる。

「変装……これで大だい丈じよう夫ぶか？　着るの、これで決まりで良いいのかな……？」

　……そうだった。

　わたしたち、別に忍しのぶの似合う服を探しに来たんじゃなくって、変装用の服を探しにきたんだった。

　危ない危ない、本来の目的を忘れかけてた……。

　そして、変装という意味で言えば──答えは決まり切っている。

「──ダメだね」

「──ダメでしょ～」

　わたしと華はなさんが、ほとんど同時にそう答えた。

「え、なんでだよ!?」

　忍しのぶが血相を変えて言う。

「二人とも、そんなにノリノリなのに……なんでこれじゃダメなんだ!?」

「だって～」

　と、華はなさんは腕うでを組み、

「似合ってるけど、別にそんな『変装』にはなってないからねー。顔丸出しだし、制服のブレザーにも近いし、体格だって丸わかりだし。遠くから見ても、一発で忍しのぶってわかるんじゃないかな～」

　華はなさんの言う通りだ。

　確かに、スーツは忍しのぶに死ぬほど似合っている。

　かっこよさの数値で言えば、普ふ段だんの数十倍くらいに跳はね上あがっている。

　それでも、普ふ段だんの印象から変わったかというと、そうでもないのだ。

　いつもの格好の延長線上にあると言えてしまうし、道みち端ばたで見かけても普ふ通つうに忍しのぶだと気付けてしまう。

　それに、

「多分、実際は部屋着としても使うことになるでしょ？」

　わたしは、華はなさんにそう続く。

「出かける度たびに着き替がえるのもめんどくさいし……基本は、部屋着兼けんパジャマ兼けん変装、ってことになると思うの」

「まあ、そうだな……」

「そのスーツでくつろぐのは無理でしょー。わたしも、そんなの着た人と添そい寝ねするの、肩かたが凝こりそうだしね」

　想像してみるだけで、窮きゆう屈くつだ……。

　このビシッとしたスーツが、わたしの寝ねている隣となりにある……。そんなの、寝ね返がえりはもちろん身じろぎするのもためらっちゃいそう……。

　あと、朝起きたときにスーツの人が隣となりにいたら、なんかテンション下がりそう。

　先生と見み間ま違ちがえて、びっくりしそうだし。

「……え、それって」

　忍しのぶは、ぽかんとした顔でこっちを見ている。

「あらかじめ……わかっていたことでは？　スーツ、実際に着る前から、使えないのはわかってたんじゃ……？」

「うん」

「わかってた」

「じゃ、じゃあなんで……？」

「決まってるじゃーん」

　華はなさんがうれしくてしょうがなさそうな声で言う。

「ただ、スーツ姿の忍しのぶが見たかったんだよ～」

「そんな理由で!?　……ていうか、華はなさんはともかく、静しず乃のまで!?」

「ごめんごめん、似合うのは確定だったから、どうしても見てみたくて……」

　ごめんね忍しのぶ……。

　これは、本当にただの、わたしと華はなさんの趣しゆ味みです……。

　でも、似合ってたんだから許して……？

「そんな呆あきれた顔しないでよ～」

　マジかよこいつら……みたいな表情の忍しのぶの肩かたに、華はなさんはしなだれかかるように体重をあずける。

「次からはちゃんと『変装』用の服を探すから！　あと、採寸してくれたお店の人に申し訳ないし、わたしここでブラウスとかいくつか買っていくから！」

「……まあ、それならいいんだけど」

　渋しぶ々しぶ、といった様子でうなずく忍しのぶ。

　良かった、一応は納なつ得とくしてくれたみたい……。

　そしてわたしたちは、そんな風にがやがややりつつ、次の店に向かい始めたのだった。







「──すごい！　浴衣ゆかた、めちゃくちゃ似合う！」

「でしょ～？　これも絶対忍しのぶいけるって思ってたんだよ～」

「いやおかしいだろ！　実用的な変装考えてくれるはずだろ!?　なのになんでいきなりこれなんだよ！」

「いやいや、実用的でしょ～」

「どこが!?」

「旅館とかでは、部屋着として使うじゃん。素材もやらかいし、寝ね間ま着きとしても問題なし！」

「あ、ああ……まあそうか……」

「変装としても、結構普ふ段だんの雰ふん囲い気きと変わるしね～。街中でこればっちり着こなしたら、『お、作家か何かか？』って思われて誰だれも忍しのぶだって気付かない！　そのうえ、注目も集めて一石二鳥だよ！」

「なるほど……って目立っちゃダメだろ！　隠かくれたいのになんで注目集めようとするんだよ！」







「──あはは！　タンクトップと短パン！　めちゃくちゃ似合ってる！　あはは！」

「なるほど……こんな感じになるのか……」

「忍しのぶ、筋肉すごいからね！　ハマるに決まってるんだよね～」

「……え……さすがにこれ、わたしはＮＧです」

「えーなんでよ静しず乃のちゃん！」

「なんか、マッチョキャラ芸人みたい……。むさ苦しいというか……なんかダサいし。ていうか、忍しのぶも嫌いやでしょ？　この格好……」

「いや……でも意外とこれは、俺的には違い和わ感かんないな」

「えっ!?」

「なんか気軽だし、動きやすいし。肌はだ出すのちょっと恥はずかしいけど、街中ではジョギングしてるのかな、くらいに思われるんじゃないか？」

「ええ……」

「よし、これにしよう！　じゃあ、さっそくレジに──」

「──ダメ！　絶対ダメ！　わたし、この格好の人と添そい寝ねしたくない！」







「──さすがにふざけてるだろ！　猫ねこの着ぐるみとか、さすがに冗じよう談だんだろ！」

「いやいや、これが意外と現実的でさ～」

「……そうか？」

「上下一体だから着ちやく脱だつが楽でしょー？　しかも、動きやすく作ってあるし、生き地じも柔やわらかくて、割とマジで寝ね間ま着きにしてる人もいてさ」

「……へえ。まあ確かに、肌はだ触ざわりは悪くないな……」

「しかも、外に出るときはフード外しておけば、良いい感じにオーバーオール着てる風にも見えるし。完かん璧ぺきじゃない？」

「……ふん、なるほど……。そうか、意外と本当にありえ──」

「──ふ、ふふ……くっ……」

「いや静しず乃の！　思いっきり笑いこらえてるじゃねえか！　なあ華はなさん！　やっぱふざけてるだろこれ！」

「……じゃあ聞くけど、ふざけちゃいけないの!?」

「開き直り始めた!?」







「──まあ、こんなとこかな」

　そして──やってきた海外ファストファッションのお店で。

　ようやく本気を出した華はなさんに、服のコーディネートをしてもらった忍しのぶは、

「……ど、どうかな？」

　未いまだにちょっと警けい戒かい気味の……けれど、それまでよりは納なつ得とくした雰ふん囲い気きで、わたしたちに尋たずねてくる。

「これは比ひ較かく的てき、まともだと思うんだけど……」

　大きめの白Ｔシャツに、同じくオーバーサイズのパーカー。

　三本ラインの入った細身のジョガーパンツに、黒いキャップ──。

　ほどよかった。

　確かに、ほどよい格好をした忍しのぶがいた。

「うん、良いい感じだと思うよ～」

　満足げに忍しのぶを眺ながめながら、華はなさんもうんうんうなずいている。

「シルエットがこれまでと全然違ちがうからね。ぱっと見は完全に別人にしか見えないはず。キャップで顔も隠かくせるし、わたしが夜道で会っても、すぐに忍しのぶだとは気付けないかも。その上で、全体的に運動着にも使えるような素材だから、寝ね間ま着きや部屋着としても問題ないはずだよ」

「そっか、うん、なるほど……」

　うなずいて、忍しのぶは自分の身体からだを見下ろす。

「確かに、条件は完かん璧ぺきに満たしてるよな……」

　──そして、わたしは。

　そんなやりとりを、無言で眺ながめていたわたしは。

「……」

　正直、声も出せなくなるほど、その格好に衝しよう撃げきを受けていた。

　……好みだった。

　正直、その格好が……めちゃくちゃわたしの好みだったのだ。

　普ふ段だんの忍しのぶのちょっと無骨な印象は残したまま、全体にお洒しや落れ度が大おお幅はばにアップ。

　流行を取り入れつつ尖とがりすぎていないし、遊び心を感じさせつつも決して不真面目ではない……。

　多分、サイズ選びや生き地じの選せん択たくが、的確なんだろうと思う。単にそれっぽいアイテムを組み合わせただけじゃない、絶ぜつ妙みようなバランス感覚……。

　……さすが華はなさんだ。

　お願いして、本当に良かった……。

　自分がコーディネートしていたら、ここまでのレベルには絶対持っていけなかったと思う。

「……静しず乃のは、どう思う？」

　忍しのぶが、恐おそる恐おそる尋たずねてくる。

「この格好だったら……嫌いやじゃないか？　添そい寝ね……できるかな？」

「……うん、良いいと思う」

　まずは、はっきりそう言ってうなずいた。

　そして──、

「ていうか……」

「……うん」

「今すぐそれ買って……もう今日、このあとずっとそれ着てよう」

「そんなに気に入ったのかよ!?」
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「──ということで、今日は華はなさん、協力してくれてありがとう」

　買い物を終え、大通駅近くにあるカフェ＆バーで。

　俺たち三人は、今日の買い物の軽いお疲つかれ様さま会を開いていた。

「そのうえしかも、おごりでコーヒーなんて……申し訳ない」

「すいません、本当にありがとうございます……」

　俺の隣となりで、静しず乃のも華はなさんにペコペコと頭を下げていた。

「いえいえ～いいのいいの！」

　華はなさんはそう言って、ひらひらと手を振ふる。

　その顔は、入店十五分ほどにしてすでに若じやつ干かん上気していて、

「今日はわたし、飲みたかったからさ～、付き合ってもらえるだけでうれしいよ～！」

　そう言う華はなさんの前には、すでに空きかけているビールのジョッキがある。

　……これは、ちょっと注意しないとな。

　この人は、このあとも飲み続けるだろうし、最悪帰れなくなるレベルで泥でい酔すいする可能性もある。そうなったら、また俺の家に泊とめなきゃいけなくなるかもしれない……。

　弟である亮りよう祐すけに任せても良いけど、こんな時間に札さつ幌ぽろまで呼び出すのも申し訳ないしな。俺が責任を持って、適度にセーブさせるようにしないと……。

「……それにしても」

　と、静しず乃のはこちらに視線をやり、

「……本当に、良いいの選んでもらえたね」

　その目を、きゅーっとうれしげに細めてみせた。

「わたし、前から忍しのぶ、もっとお洒しや落れすればいいって思ってたから、すごくうれしい……」

「お、おう……そうだな」

「これなら、変装としてじゃなく、私服としていつも着てて欲しいくらいだよ！　逆に、そっちのイメージで周りに見られるようになったら、今までの服を変装用に使う感じで！」

「あ～それ、わたしも思ってたんだよね！」

　華はなさんが、ビールジョッキを傾けつつ言う。

「せっかく忍しのぶは素材がいいんだからさ～日常的にお洒しや落れして欲しいなって。だから、入り口になるような服っていうのも今回コンセプトとして考えててー！」

「あ、やっぱり華はなさんもそう思いますか！」

「うん、亮りよう祐すけともそんな話しててさー。見せ方によっては、あいつは俳優級だって言ってて。だから、今回のこれを元にして、色々アイテム買い足していけば──」

　──そんな話を片耳で聞きながら。

　俺は、自分の身体からだを一度見下ろしてみる。

　静しず乃のの言う通り、買ってすぐに着ているこの服。

　確かに、俺の目から見てもお洒しや落れなんだろうと思う。

　大きめのＴシャツにすらっとした印象のジャージズボン。キャップだって、なんだかヒップホップアーティストが被かぶってそうな雰ふん囲い気きのものだ。

　お洒しや落れな男子がこういう格好しているところを、たまに見かけたりする。

　ただ……うん。

　なんというか、その……。

　どうしても、ひっかかるところがあるんだよな……。

「──だから忍しのぶ」

　と、静しず乃のは紅茶のカップ片手にこちらに身を乗り出し、

「色々な服、これからも見に来ようね！」

　心底うれしげな顔でそう言った。

「新しいの買い足して、幅はばも広げていきたいし」

「あーそれ、わたしもついていきたい！　わたしも選びたい！」

「そうしてもらえるならうれしいです！　また三人で行きましょうね！」

「……あのさ」

　楽しげに話を続けている二人に。

　今後の話で盛り上がる二人に、俺は申し訳ない気分で小さく手を上げ──、

「俺、これ……着るの、静しず乃のと近所を出歩くときだけにしたい……」

「……ええっ!?」

　静しず乃のが──ガタッと椅い子すから立ち上がった。

「な、なんで!?　そんなに高いものでもないし、こんなに……お洒しや落れになれるのに！」

「……なんか、落ち着かないんだよー……」

　テーブルに視線を落とし、俺は答える。

「確かに、気軽に買える額だし、お洒しや落れだけど……こうやってコーヒーとか飲むとき、落ち着かないというか。なんとなく、俺らしくないというか……」

「えええ！　でももったいないよー変装のためだけなんて！」

「それも、わかるんだけどな……」

　いやもう、気持ちは本当にわかるのだ。

　どっちが正論かといえば、完全に静しず乃のと華はなさんの言うことが正論だと思う。

　この格好をすることで、俺にメリットこそあれデメリットはほぼないはずだ。

　けれど──、

「でもなんか、しっくりこないんだよ……。俺の着る服だと、思えないというか……」

「ええええ～……」

　椅い子すに腰こしを下ろし、不満感を全身に滲にじませながら静しず乃のは頰ほお杖づえをつく。

「なんでー……いいじゃん、ほんと似合ってるのにー……」

「ごめんって……許してくれよ……」

「そりゃ……無理は言えないけどさ……そうだ！」

　と、静しず乃のはガバッと身を起こすと華はなさんの方を向き、

「華はなさんからも、なんか言ってやってくださいよー！」

　けれど──華はなさんは、

「……ん？」

　ビールを飲み干すと、俺たちを見て首をかしげる。

　そして、

「え、なんかめんどくさそうな話だから聞いてなかったわ。なんて……？」

「いやさすがに自由過ぎだろ！」

　──思わず、突つっ込んでしまった。

　静かな店内で、思わず大声で突つっ込んでしまった。

　慌あわてて自分で口元を押さえつつも……改めて、この人にこれ以上飲ませないようにしようと心に誓ちかった。







　──一通りおしゃべりを終え、その日は解散の流れになった。

　なんとか一人で帰れるくらいの酔よいに抑おさえこむことが成功した華はなさんを送るため、未いまだに納なつ得とく行かない様子の静しず乃のと札さつ幌ぽろ駅えきの改札までやってきた。

「華はなさん、今日はほんとありがと、助かったわ」

「助かりました……」

「いえいえ、お安い御ご用ようだよ～！」

　表情は思いっきり緩ゆるんでいるのに、足あし下もとはしっかりしている華はなさん。

　これならまあ、ちゃんと家にも帰れるはずだ。

　というか、この人はそういうところで本当に取り返しのつかないミスをしないんだよな。

　どんなに破は天てん荒こうに見えても、勝手気ままに振ふる舞まっているように見えても、最後の一線は絶対に踏ふみ越こえない。破は滅めつには、どうやったって至らない。

　そういう器用さを、俺は内心本気で尊敬している。

　だから……ふと思った。

　この人に、尋たずねてみよう。

　気にかかっていることを、聞いてみようと。

「……あのさ」

「ん？」

　切り出すと、華はなさんは首をかしげる。

「クラスの人に、俺たちが変な関係なのがバレかけたってのはこないだも話しただろ？　だからその、見つからないようにするためにも変装をしようって、今日買い物に来たわけだけど……」

「うん、そうね」

「もしも、華はなさんが同じ立場だったら、どうする？　隠かくしたい秘密があって、それがバレそうになったら、華はなさんだったらどうする……？」

　──今回、変装が一つの方法として採用されそうではある。

　けれど、それだって対たい症しよう療りよう法ほうでしかないのだ。問題を、完かん璧ぺきに解決する手段ではない。

　これからも添そい寝ねを隠かくす必要はあるし、不ふ眠みんが治らない以上、そのことにはずっと頭を悩なやませられることになるだろう。

　なら……他にどんなことができるのか。

　どんな問題解決の方法があるのか、考えてみたかった。

　華はなさんなら、そこに新しい視点をくれそうな気がしたのだ。

　けれど、華はなさんはほとんど考える様子を見せることもないまま、

「えーわたしなら、添そい寝ねしてることをそもそも隠かくさないね～」

「マジかよ……」

　まさかのストロングスタイル過ぎる回答に、笑ってしまった。

　適当に言いい逃のがれして隠かくしそうな気がしてたけど、まさかそこまで大だい胆たんに行くとは……。

「でも……隠かくさなきゃ、めちゃくちゃ変な感じで受け止められるだろ。やめろって言ってくる人も、出てくるかもしれないし……」

「あー、そんなのほっときゃいいよ～、勘かん違ちがいしたい人にはさせておけばいいじゃない？」

「……色々言われるかもしれなくても？」

「わたしはそういうの、適当に受け流しちゃうね～」

「……なるほど」

　……確かに。

　言われてみれば華はなさんは、そういうところで面めん倒どうな策をめぐらせたり、隠かくし事ごとをするタイプではないかもしれない。

　全部オープンにして発生した面めん倒どうごとは受け流す。そのスタイルは、確かに華はなさんらしい。

　そして──なんとなく、それで許されちゃいそうな気配もある。

　まあ、華はなさんだからしかたないな、みたいな……。

　ただ、

「……でも、忍しのぶはそういうの、苦手だろうね～」

　にへら、と笑って華はなさんは続ける。

「何か言われたら真っ正面からそれ受け止めちゃうだろうし」

「まあ、そうだろうなあ……」

　彼女と同じことが、自分にできるとは思えなかった。

　何か指し摘てきされたら本気でそのことについて考えるし、相手にも説明しようとしてしまうだろう。

「それでも……まあ試ためしてみるか。受け流したり、スルーしたり、そういうのができないか頑がん張ばってみる」

　けれど華はなさんは、軽い調子で手を振ふって、

「いやいやー、そこは無理しない方がいいって」

「……そうか？」

「うん。自分本来のやりかたと違ちがうことしても、しんどいだけだったりするからね～。むしろ、忍しのぶなりのやりかたを貫つらぬいた方がいいんじゃない？　知らんけど」

「知らんのかい！」

　思わず、付け加えられた言葉に突つっ込んだ。

　良いいこと言ってるようで、必ず外してくるんだよなあこの人……。

　そこさえなければ普ふ通つうに説得力あるのに……。

　とは言え、

「俺なりのやりかたかあ……」

　腕うでを組み、考えてみる。

「どうするのが、俺に合ってるんだろうな……」

「まあ、その辺はゆっくり考えてみたまえ～」

　言って、華はなさんはくるりと静しず乃のの方を向くと。

「それからそうそう！　ねえ静しず乃のちゃん！　最近、亮りよう祐すけが学校のこと話してくれなくてさ～……。例のなんとかさん？　あの子とのことも、全然教えてくれないの！」

「……ああ、花か音のんのことですかね。六ろく曜よう花か音のん」

「そうそう！　その子のこと！　姉の直感としてなんかありそうな気がするんだけど、亮りよう祐すけ本人はそんな感じで……。忍しのぶから情報聞き出そうにも、こいつめちゃくちゃ堅かた物ぶつでしょ？　だから、色々隠かくされちゃいそうな気がしてて～……」

「いや本人目の前にいるんだぞ！　もうちょい言い方考えろや！」

「だから、もし良ければあの子たちに進展あったら教えてくれないー？　他に頼たよれる人がいないの～……」

　言って、切なげに静しず乃のを見つめる華はなさん。

　静しず乃のは珍めずらしく困った様子の華はなさんに苦く笑しようすると、

「……わかりました。わたしもあの子たちがどうなってるのかよく知らないんですけど……何かあれば連れん絡らくしますよ」

「ほんと!?　助かるー！　じゃあお願いね！」

　それだけ言うと、華はなさんは改札の方へ向き直る。

　そして、顔だけこちらに向け手を振ふりながら、軽かろやかな足取りでホームへ向かっていった。

「じゃあねー。今日は楽しかったよ。また一いつ緒しよに遊びに行こうね、わたし暇ひましてるからー」

「おう、ありがとう！」

「ありがとうございましたー！」

　そんな彼女に、俺と静しず乃のは揃そろって手を振ふり返したのだった──。
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　……色々あった、一日だったなあ。

　忍しのぶと二人、バスの後部座席に並んで座り。

　窓の外を眺ながめながら、わたしは深く息をついた──。

　華はなさんと忍しのぶを着きせ替かえして遊んで、彼に似合うお洒しや落れな服を選んでもらえて……。

　一いつ緒しよにちょっとお茶して、最後にはアドバイスまでもらって……。

　本当に盛りだくさんの一日だ。

　すっかり疲つかれちゃったし、できれば、家に着くまでバスの中で寝ねておきたいかも。

「……忍しのぶ、ちょっと寝ねていい？」

「おう、いいよ」

「ありがと……」

　うなずいて、ちょっとわたしは考える。

　そういえば、こうして並んで座って寝ねるの、初めてかも。

　いつもはベッドの中で横になってたし……これ、どうするのがいいだろ。

　シートに背中あずけるのだと寝ね心ごこ地ち悪わるすぎるし、かといって窓の方に体重かけるのも、硬かたくて身体からだ痛くなりそうだし……、

「……あ、あの」

　ちょっと迷ってから。

　わたしは、照れくささを嚙かみ殺ころしつつ忍しのぶに尋たずねてみる。

「……寄っかかってもいい？」

　うん、それしかないと思う。

　バスに座って添そい寝ねっぽく寝ねるためには……忍しのぶに寄りかかるしかない。

　無防備かもしれないけれど、忍しのぶは今も変装用に買った服着てるし、車内にうちの学校の生徒っぽい人は見当たらないし……大だい丈じよう夫ぶなはず。

「お、おう……いいよ」

　恥はずかしげにうなずいてくれる忍しのぶ。

　もう一度「ありがとう」と言ってから、わたしは彼の肩かたに頭をもたせかけ目を閉じた。

　ゴツゴツしていて、温かくて、少しだけ柔やわらかい忍しのぶの肩かた……。

　羽織っているパーカーの素材が柔やわらかくて、触ふれている頰ほおに心ここ地ちいい……。

「……」

　そこで、わたしはふと思い出す。

　忍しのぶが、この服を変装だけに使いたいと言っていたこと。

　お洒しや落れはせずに、普ふ段だんはいつもの格好をしたいって言っていたこと……。

「……はぁ……」

　思わず、ため息が漏もれた。

　納なつ得とくできない、全然納なつ得とくできない……。

　だって、忍しのぶには全然デメリットがないんだよ!?

　今着てるものとそう値段は変わらないし、着き心ごこ地ちだって悪くない。

　なのに、めちゃくちゃお洒しや落れになれる、っていう話なのだ。

　正直言って、断る理由がわたしにはわからない……。

「……んん……」

　うっすらと目を開け、忍しのぶの出いで立たちに目をやる。

　……うん、やっぱりいい！

　めちゃくちゃ似合ってる！

　スポーティなのに洗練されてて、ちゃんと流行も押さえている。

　そのうえ、忍しのぶの体格にもよく似合っているし、泥どろ臭くさい雰ふん囲い気きも中和されていて……はっきり言って完かん璧ぺきだ。

　正直、こうしているだけで……ドキドキしちゃうくらい。

　なんか妙みように胸がざわざわして、ちょっと息が苦しくなるくらい……。

　……。

　……。

　……。

　ていうか……ほんとに心臓がヤバい。

　何これ、ドキドキしすぎる。
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　いつも忍しのぶと添そい寝ねするときは、温かくて安心して幸せな気持ちになるのに……。

　今は、全然そんな感じじゃない。

　なんというか、知らない人とくっついてるみたいな……。

　出会ったばかりの男の人と密着することになっちゃったみたいな……変な緊きん張ちよう感。

　まるで、隣となりにいる人が、忍しのぶじゃないみたい……。

　……いけないいけない。

　そういうことを考えてる場合じゃない。

　わたし、寝ねたいんだった……。

　もう一度、ぎゅっと目を閉じる。

　深めに呼吸して気持ちを落ち着かせ、眠ねむ気けが来るのを待つ。

　けれど……。

　……ダメだ。

　目が覚めちゃった……。

　完全に、目が覚めちゃった……。

　ていうか、全然気持ちが落ち着かない……。

　添そい寝ねしてる気分になれないし、むしろ……なんというか……。

　緊きん張ちよう感があって、居い心ごこ地ちが悪い……。こんな状じよう況きようで、眠ねむれるはずがない……。

　……ふいに、いつもの添そい寝ねが恋こいしくなる。

　リラックスしていて、素そ朴ぼくで、温かくて、落ち着ける添そい寝ね……。

　なんで……そうならないんだ。

　忍しのぶが隣となりにいて、いつも通りにくっついてるのに……なんでこんな落ち着かないんだ。

「……うぅ……」

　……正直に言おう。

　理由はもう、わかっている。

　というか、わからないはずがない。バレバレだ……。

　でも、認めたくなかったのだ。

『それ』に問題があるなんて。

　忍しのぶに「こんな気持ち」を抱いだいてしまって、眠ねむれなくなるなんて。

　けれど──そうこうしているうちに、バスはわたしの自宅の最も寄よりバス停に着いてしまって。

「……おい静しず乃の、着いたぞ」

　忍しのぶが優やさしく、わたしの肩かたを揺ゆすってくれる。

「起きろー。帰ろうぜ」

「う、うん……」

　あたかも「今起きた……」みたいな風を装よそおって、わたしは目を開ける。

　そして、伸のびなんてしてみちゃったりしつつ……忍しのぶと一いつ緒しよにバスを降りた。

　……一応、言っとかなきゃいけないよね。

　忍しのぶからしてみれば、わたし今も、ずっとその服着て欲しいことになってるだろうし。

　もしかしたら、頑がん張ばってそれで寝ねてくれる日もあるかもしれないし……。

「……あ、あのね」

　隣となりを歩く忍しのぶに、わたしはおずおずと声をかける。

「その服、ずっと着てて欲しいって言ったけど……私服も、そういう風にして欲しいって言ったけど……」

「お？　うん」

「やっぱり、変装のときだけでいいよ……」

「……どうしたよ？」

　忍しのぶが、怪け訝げんそうにわたしの顔を覗のぞき込む。

「あんなに言ってたのに、なんでそんな急に……」

「……ま、まあ。忍しのぶに無理をさせるのも、やっぱり悪いなと思ってね」

　眠ねむ気けで霞かすむ頭を回して、わたしはなんとかそう答えた。

「ほ、ほら……華はなさんも言ってたじゃない。忍しのぶなりのやりかたを、貫つらぬくのがいいって……」

「……そっか」

　納なつ得とくした様子で、忍しのぶはうなずいた。

「わかったよ、ありがとな。正直、ほんと自分らしくない気がしてきつかったからさ……。そう言ってもらえると、助かるわ」

「いえいえ、どういたしまして……」

　そう返しながら、ほっと息を吐はき出だした。

　良かった、それ以上突つっ込まれなくて。忍しのぶが案外、あっさり引き下がってくれて……。

　……だって。

　考えながら、わたしはちらりと忍しのぶを盗ぬすみ見みる。

　──忍しのぶがその服着てると、ドキドキしちゃって寝ねれないから。

　……なんて、口が裂さけても言えないもん──。
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「──ということで、男子二人、女子二人の四人グループを作ってください」

　ＬＨＲの時間を利用して開かれていた、宿しゆく泊はく研修の説明会で。

　壇だん上じようで担任がそう言い──小こ峰みね亮りよう祐すけは、ちらりと六ろく曜よう花か音のんの方を見る。

「メンバーは、各自気の合う相手を選んでもらえればと思います。……そういうのが難しい人や不安がある人は、言ってもらえればこちらで組みますから、遠えん慮りよなく」

　──事前の情報の通りだった。

　先日、六ろく曜ようがこっそり教えてくれた通りの展開──。

　六ろく曜ようが小こ峰みねの方を振ふり返かえり、短く視線が交こう錯さくする。彼らは不自然にならないように、小さくうなずき合った──。

　──彼らは、これまでもこんな感じで情報をやりとりしてきた。

　ややこしい関係にあるお互たがいの親友、忍しのぶと静しず乃のにふりかかる面めん倒どうを回かい避ひするため。

　二人がこれからも安定して添そい寝ねをし、いつか結ばれる日が来るまで健康でいられるよう、陰かげに日向ひなたにサポートをしてきた。

　そんな二人の最近の不安は──このクラスの委員長、風かざ来き頼より子こ。

　忍しのぶ、静しず乃のによると、風来は二人が一いつ緒しよにいるところに遭そう遇ぐう。特別な関係にあることを疑い始めたようなのだ。

　実際、先日は小こ峰みねと六ろく曜ようともにちょっと探さぐりまで入れられた。

「──ねえねえ、あのお二人って、本当にお付き合いしてないんですかね～……」

「──なーんかわたし、怪あやしい気がしてるんですよねえ……。何かご存じじゃないですか？」

　──もちろん、悪意のある探さぐりではない。

　純じゆん粋すいな好こう奇き心、興味本位で聞いてきているだけだ。

　実際、そう聞いてきた風かざ来きは、ウッキウキの気分を隠かくせていないあからさまなハイテンション。多分、気分的には少女マンガや恋れん愛あい映画を見ているのとそんなに変わらないんだろう。

　さらに言えば──クラス委員として、行きすぎた関係になっていないかを探さぐっておきたいところもあるのだと思う。風かざ来きはあれで、しっかり委員長の仕事をこなすタイプだ。そのことを、小こ峰みねも六ろく曜ようも理解している。

　だからこそ──実際のところを、風かざ来きに伝えるわけにはいかない。

　付き合ってはいないけれど、添そい寝ねをしているなんて教えるわけにはいかないのだ。

　どんなに大おお騒さわぎされるかわからないし、ことを荒あら立だてられて面めん倒どうなことになってしまう可能性さえある……。

　そんな彼女と、二泊はく三日で一いつ緒しよに行動する、宿しゆく泊はく研修。

　小こ峰みねと六ろく曜ようは、このイベントを早くから警けい戒かいしていたし、早くから対策も考えていた。

「──ということで、班決めを開始してください」

　担任がそう言うと同時に、小こ峰みねは忍しのぶの元へ向かう。

　そして、

「組もうぜ」

「……おう」

　あっという間に、彼とペアを組んだ。

「……まあやっぱ、ここは外せないよな」

　言って、にかりと笑っている忍しのぶ。

　どうやら、忍しのぶも当然のように小こ峰みねと組む予定だったらしい。

「楽しみだな、宿しゆく泊はく研修」

「おう、そうだな」

　小こ峰みねも、そんな忍しのぶに笑い返してみせた。

　そして、忍しのぶは周囲を見回しながら、

「女子は誰だれと組む？　なんか、亮りよう祐すけは組みたいやついる？」

　……そこももちろん、小こ峰みねは考こう慮りよ済みだ。

　ちょうど見計らったようなタイミングで、

「──やあやあ小こ峰みね氏」

　六ろく曜ようが──静しず乃のをそばに連れて声をかけてくる。

「ということで──わたしたちと班を組みませんかね」

　その展開に──忍しのぶと静しず乃のは目を丸くしている。

「お、ま、マジか……！」

「え、忍しのぶたちと……!?」

　こういう流れになるのが予想外だったらしい。

　まあ、それも当然だろう。これまで、忍しのぶと静しず乃のの二人が教室で表立って絡からむことはほとんどなかったし……この四人がこうして一堂に会するのも初めてのことだ。

「まーまー、色々考えてさー」

　忍しのぶの席の近くに腰こし掛かけながら、六ろく曜ようは二人にそう言う。

「こうするのが、一番安全かなーって思ったんだよね」

「……安全？」

「ほら、宿しゆく泊はく研修って、体力的には結構ハードになりそうなんだよ」

　小こ峰みねが、六ろく曜ようの説明を引ひき継ついだ。

「初日はダム見学と飯ごう炊すいさん、キャンプファイヤーやって寝ねるだけなんだけど……次の日は、丸一日オリエンテーリング。しかも、そのまま到とう着ちやくしたキャンプ場でテント泊はくなんだ。で、翌日数時間かけて下山して、バスに乗って学校に戻もどる」

「これは、毎年そういうプログラムらしいんだよねー。今年も多分そうなんだと思われる」

「な、なるほど……」

「そう、なんだ……」

「つまり、睡すい眠みん不足でこなせるようなスケジュールじゃないんだよねえ」

　確かに、山歩きはかなりの体力を消しよう耗もうする。

　普ふ段だんから鍛きたえている忍しのぶはまだしも、静しず乃のが睡すい眠みん不足の状態で山歩きをするのは不可能に近いだろう。

　そうなると、当然──、

「宿しゆく泊はく研修中も、二人は添そい寝ねしないといけないわけだ」

　小こ峰みねが、声を潜ひそめてそう言った。

「で、そうなると同じ班員の協力は必ひつ須すでしょう？　だから、わたしと小こ峰みね氏で相談して、この四人で班を作れるといいねって話になって」

「そっかそっか、そういうことか……」

「……うん、なるほど」

　忍しのぶも静しず乃のも、納なつ得とくの行った様子でうなずく。

「だから」

　そして、小こ峰みねは忍しのぶと静しず乃のを見回すと、

「この四人の班で、いいかな？　もちろん、嫌いやだったら考え直すけど」

「……いや、お願いするよ」

　最初にそう答えたのは、忍しのぶだった。

「手間かけて申し訳ないけど、この四人で行けると助かる」

「わ、わたしもお願いします！」

　静しず乃のがそれに続いて二人にぺこりと頭を下げた。

「心配してくれて、すごく助かるよ……ありがとう！　このメンバーで行こう！」

「りょうかーい」

　歌うような声で言って、六ろく曜ようがうなずいた。

「じゃあこれで、申しん請せい出しちゃおうか。しかし……」

　と、六ろく曜ようは改めて忍しのぶの方を見ると、

「大おお滝たき氏……こうやって直じかで話をするのは、初めてだね……」

「う、うん……」

　──彼女の声に潜ひそむ低いトーンに。

　向けられた笑え顔がおにわずかに滲にじむ不ふ穏おんさに、忍しのぶはやや身じろぎする。

　そして、そんな彼に、

「わたしの推おしである……静しず乃の……。人の姿をした天使……。大おお滝たき氏が、そんな彼女にふさわしい男なのか……研修で、とくと見定めさせていただくよ……」

「ヒッ……！」

　戦おののき声を上げる忍しのぶ。

　何をそんなに、と静しず乃のは不思議そうにしているけれど、六ろく曜ようの表情には確かに忍しのぶが怯おびえても仕方がないほどの『圧』が込められていた。

「……そ、そうだ。わたしからも」

　と、気付いた様子で、静しず乃のは小こ峰みねの方を向き、

「心配してくれて、ありがとう。すごく助かるよ……よろしくね」

「いえいえ、どういたしまして」

　あくまで、軽い口調でそう返す小こ峰みね。

　さて、これで班も決まったことだし、申しん請せい用紙をもらいに行こうか、となったところで、

「……おやっ！」

　彼らの輪の外。

　少し離はなれた位置から、そんな声が上がった。

　そして──、

「こ、これは……気になる班ができているじゃないですか！」

　言いながら近づいてきたのは──案の定。

　このクラスの委員長でもあり、現在四人が絶賛警けい戒かい中の、風かざ来き頼より子こだった。

　彼女は髪かみをぴこぴこと揺ゆらしながら、

「大おお滝たきさんと、森もりさん。小こ峰みねさんと、六ろく曜ようさん……。こんな班を作っておいて、こんな意味ありげなメンバーで集まっておいて、みなさんは、まだ何にもないとおっしゃるんですか……!?」

　──確かに、彼女が興味を持つのも当然だろう。

　ばったり遭そう遇ぐうした大おお滝たき、森もりペアと、以前から気になっていた小こ峰みね、六ろく曜ようペア。

　その四人がこうもきれいに集まって、行動を共にしようとしているのだ。

　こればっかりは、風かざ来きでなくとも疑いを抱いだく状じよう況きようだ。

　ただ──、

「何もないっていうか」

　ごく自然な口調で、小こ峰みねが彼女に答える。

「確かに、俺ら最近仲良くなり始めたからさ。せっかくだから宿しゆく泊はく研修も四人で過ごして、もっと仲良くなれたらなって」

「そうそう！」

　六ろく曜ようも、スムーズにそこに言葉を継つぐ。

「静しず乃のと小こ峰みね氏とはよく話すのに、わたし大おお滝たき氏とはそんなに話さないでいたからね。これをきっかけに……大おお滝たき氏のことも……よく知れたらと思って……」

　またもや、六ろく曜ようの声に込められる『圧』。

　小さくビクリとする忍しのぶ──。

　けれど、風かざ来きはそれには気付かなかった様子で、

「……なるほど、そこまで言うならそういうことだと思っておきましょう！」

　そう言って、からっとした笑えみを浮うかべた。

「個人的趣しゆ味みに於おいても委員長としても、清い交際はむしろ応おう援えんしたいですからね！　不純な交遊などがないよう、気を付けていただければ問題なしです！」

「不純とかないない！」

「本当に、これから仲良くなるところなんだから」

　軽い口調で返す六ろく曜よう、小こ峰みね。

　けれど──残りの二人は。

　添そい寝ねなんて、見方によってはかなり『不純』な関係にある静しず乃のと忍しのぶは、返事できないまま硬かたい顔をしている。

「じゃあ、お互たがい良き宿しゆく泊はく研修にしましょう！　くれぐれも、期間中に変なこととかしたりしないでくださいねー！」

　冗じよう談だんめかしてそう言いながら、風かざ来きが去っていく。

　それを四人で見送りながら──改めて、全員が思ったのだった。

　添そい寝ねを隠かくし通さないと。

　忍しのぶと静しず乃のの関係を、悟さとられないようにしないと──。
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「──着いたな」

「──おう……！」

　バスを降り、駐ちゆう車しや場から歩くこと十五分。

　到とう着ちやくした──初日の宿しゆく泊はく場所である青年の家。

　目の前に広がる景色に、俺は大きく深呼吸をした。

「うん、いいとこだな……」

　ここは、札さつ幌ぽろ市街地からバスで二時間ほどの山の中だ。

　うっそうと茂しげった木の匂においに、遠くから響ひびく聞き慣れない鳥の声。

　街中よりも空気は冷たくて、わずかに湿しめり気けを帯びて感じられて──久しぶりの自然豊かな環かん境きように、俺はテンションが上がってしまう。

　広場の向こうにある宿しゆく泊はく施し設せつも、年季が入っていて良い感じだ。初めて来たのにどこか懐なつかしい。

「やっぱ……こういうところが、俺のいるべき場所だって気がするな」

「……別に山育ちじゃないけどな、お前」

　思わずつぶやいた言葉に、隣となりの亮りよう祐すけが小さく笑う。

　彼の言う通り、地元の街はだだっ広い平野の真ん中にある。

　山なんて地平線の近くにうっすらと見えるくらいで、こういう景色に馴な染じみがあるわけでもない。それでも。やっぱり大都会にいるよりもリラックスできる気がするのは、自分がどこまで行っても自然好きだからなのだろうと改めて実感した。

　……ちなみに、俺たちのちょっと後ろでは。

「……うえ、まだ気持ち悪い……」

「静しず乃の大だい丈じよう夫ぶ？　一いつ旦たん、どっかで休もうか……？」

　なんて静しず乃のと六ろく曜ようさんが言い合っている。

　心配になって振ふり返かえると、静しず乃のは普ふ段だんより足取りが危あやうく、微び妙みように顔色も優すぐれない様子。

　ここまでずっとバスは山道を走ってきたし、車くるま酔よいしてしまったらしい。

　俺は鞄かばんに手を突つっ込むと、

「……ほら、酔よい止めの薬」

　言いながら、静しず乃のに市し販はん薬の錠じよう剤ざいを渡わたした。

「一応持ってきておいて良かったよ。水は持ってるか？」

「うん、ありがと……助かる」

　無理に笑ってみせ、さっそく渡わたした薬を飲む静しず乃の。

　そして、その隣となりで六ろく曜ようさんは気き遣づかわしげに静しず乃のに目をやりつつ、一度こちらをちらりと見ると、

「……くっ、やはりなかなかやるな、大おお滝たき氏……！」

　なぜかひどく悔くやしそうな顔をしていた。

「さりげなくも的確な対処……ぐぅっ……推おせる……二人の関係……相変わらず推おせてしまう……！」

　なんでそうなるんだよ……別にそんなことで張り合ってもしかたないだろ。

　というか推おせてしまうってどういうことだよ、よくわかんねえ……。

　……ともかく。

　俺はもう一度宿しゆく泊はく棟とうに向かって歩き出しながら、決意を新たにする。

　今回の研修を十分に楽しむためにも、健康にはできる限り気を遣うようにしよう。体調を崩くずしてしまえば楽しめるものも楽しめなくなるし、宿しゆく泊はく研修自体が苦しかった思い出になってしまう。

　それを避さけるためにも……ちゃんと眠ねむろう。

　睡すい眠みん時間を、確保できるようにしよう──。

　そんな俺の気持ちを察したのか、

「上う手まくいくといいな、練ってきたプラン」

　隣となりで、亮りよう祐すけが小さくそんなことを言った。

「ああ、そうだな……」

　うなずきながら、俺は頭の中で計画を反はん芻すうする。

　今回の宿しゆく泊はく研修は、二泊はく三日。

　初日がダム見学や飯ごう炊すいさん、キャンプファイヤーなどレク中心で、二日目が午前から夕方近くまでまるまるオリエンテーリング。キャンプ場で一泊ぱくしたあと、三日目は下山してバスで学校へ戻もどる、という予定だ。

　その間、夜を過ごすのは二度。

　初日の宿しゆく泊はく施し設せつでの一泊ぱくと、キャンプ場でのテント泊はく一泊ぱくだ。

　まずキーになるのは、初日の夜であると考えていた。

　体力的な負ふ荷かが一番高い二日目を楽しむためには、万ばん全ぜんの体調が必要になる。

　今夜。俺と静しず乃のは、他の生徒もいる宿しゆく泊はく施し設せつでなんとか添そい寝ねをしなければならない。

　それが──非常にハードルが高い。

　眠ねむるのは男女別の大部屋で、クラス単位でになる予定。

　そんな中、どうやって俺たちが一いつ緒しよに寝ねるのか……。

　一応、添そい寝ねのためのプランは三つほど立ててきている。

　亮りよう祐すけ、六ろく曜ようさんの助言を得て、「いけそうだな」と思えるものを用意してきたのだ。

　そのどれかが成功すれば、最低限は朝まで眠ねむれる予定だ。

　それさえ済んでしまえば、あとはまだなんとかなるはず……。

「まあ、やれるだけ頑がん張ばってみるわ」

　隣となりの亮りよう祐すけにそう言うと、彼はいつもの爽さわやかな笑えみでうなずいてくれた。

「おう、応おう援えんしてる」







　──初日のアクティビティは、何の問題もなく楽しむことができた。

　静しず乃のの酔よいも薬のおかげか早めに治まり、ジャージに着き替がえ昼食を取ってからのダム見学。研修施し設せつでの宿しゆく泊はく説明を受けたあとは飯ごう炊すいさんと、普ふ段だんできない活動を四人で存分に味わった。

　……ていうか、ダムおもしろかった。

　巨きよ大だいで無骨で年季の入った構造物が、山の間にぽつんとある光景にはゾクゾクしたし、過か酷こくな環かん境きようで建築されたその経けい緯いには、先人への尊敬の念を抱いだいた。

　そしてなにより──迫はく力りよくだ。

　えん堤ていから見るその高さ、放水時の壮そう観かんさには鳥とり肌はだが立った。

　なるほど……これはいい。最高にかっこいい。

　ダムマニアっていうものがいることを以前は理解できなかったけれど、今回で完全に納なつ得とくできた。

　これは確かに、色んなダムを見て回ってみたくなる……。

　さらに言うと、同じように大興奮の六ろく曜ようさんと意気投合できたのも、意外な収しゆう穫かくだった。

「──大おお滝たき氏！　こっちすごい！　ほら、ここから見ると放水めちゃくちゃかっこいい！」

「──ほんとだ！　うおーすげえ！　ちょっとこえー！」

「──ね！　吸い込まれそう！」

　そんな風に言い合う俺たちを、亮りよう祐すけと静しず乃のはほほえましげに眺ながめていた。

　……うん、いいな。

　最初はなんか緊きん張ちようしていたし、今も六ろく曜ようさんに品定めされている自覚はある。

　それでも、この四人で過ごすの、なんかすごく楽しい……。この班でここに来ることができて本当に良かった……。

　そして──次の飯ごう炊すいさんも、ダム見学と同じくらいに楽しかった。

　なんと俺たちの班、四人全員が料理を得意としていたのだ。

　手て際ぎわよく調理する班メンバーの中で野菜の下ごしらえをするのは心ここ地ち好よかったし、完成したカレーはもちろん絶品。

　その上で、それぞれが担当した具材に各家庭のカレーの特とく徴ちようが感じられて、ほほえましかった。なるほど、森もり家は具材を小さめにカットするタイプで、六ろく曜よう家はあく取りを入念にやる感じなんだな……。

　そして──楽しい夕食を終え。

　現在俺たちは、宿しゆく泊はく施し設せつそばの広場で行われているキャンプファイヤーをぼんやり眺ながめていた。

　広場の中心で燃えさかる炎ほのお。

　その周囲に思い思いに散らばっている、同級生たち。

　この時間、特にプログラムは用意されていない。

　各自親しん睦ぼくを深めて欲しい、という教師側の計らいらしい。

　実際、キャンプファイヤーって合がつ唱しようしたりフォークダンスしたりするイメージだけど、あれ結構恥はずかしいからな……。

　こうやって自由行動にしてくれた方が交流しやすいし、ありがたい。

「……さあ、ここからどうなるかだな」

　燃えさかる火に視線をやったまま、隣となりに腰こし掛かけた亮りよう祐すけがつぶやくように言う。

「今日は存分に楽しめたけど……今夜どうなるか。どれくらい眠ねむれるか……」

「まあ、どれか一つくらいは上う手まくいくでしょー」

　六ろく曜ようさんが、気楽な口調でそう言う。

「あれだけ策練ってきたんだから、一個くらいはねー」

　……うん、そうなれば良いなと思う。

　初日、十分楽しめた分体力もがっつり消費した。

　だから、明日のオリエンテーリングを楽しむためにも、今夜はぐっすり眠ねむることができれば……。

　──と、そんなタイミングで。

「……おっ！　大おお滝たきさんグループじゃないですか！」

　黄たそ昏がれの薄うす暗くらがりの向こうから、そんな声をかけられた。

「どうですか？　宿しゆく泊はく研修楽しんでますか!?」

　見れば──そこにいたのは、案の定風かざ来きさんだ。

　彼女は現在自分の所属する班の元を離はなれ、方々の知り合いに声をかけて回っているらしい。

　微び妙みように警けい戒かい心を覚えつつも、彼女らしい活発さと無む邪じや気きさに俺はちょっと笑ってしまった。

　こういうことが衒てらいなくできるのが、この子の美点だよなと本心から思う。

「おう、おかげさまでね」

　亮りよう祐すけが、軽く手を上げ風かざ来きさんに答えた。

「ダムもカレー作りも楽しかったよ。特に大おお滝たきと六ろく曜ようさんがダムで大はしゃぎしててさ。見てておもしろかった。風かざ来きさんは？」

「わたしも最高に楽しんでますよー！　班員もそうですし、そうでない方ともお話しすることができましたし！」

「それは良かった」

「……にしても」

　と、風かざ来きさんは俺たちを見回し、

「なんだかとても……しっくり来る四人ですよね、この班は」

「そう？」

　六ろく曜ようさんが首をかしげる。

「この宿しゆく泊はく研修まで、このメンツで集まったことなんてなかったけどねー」

「ですよね、そのはずなんですけど……なんか、人として嚙かみ合あってる感があるというか。まあ……特に大おお滝たきさんと森もりさんは、元々幼なじみだし当然なのかもしれませんが」

　……人として嚙かみ合あってる、か。

　確かに俺と亮りよう祐すけ、静しず乃のと六ろく曜ようさん、というコンビ同士は嚙かみ合あっていると思う。

　亮りよう祐すけと六ろく曜ようさんがしっくりくる感じも、理解できる。

　でも、俺と静しず乃のは……どうなんだろうな。

　毎晩添そい寝ねはしているけれど、その実、色んな部分で嚙かみ合あわない、というのが俺の認にん識しきだったんだけど……。

「……そういえば」

　と、風かざ来きさんは思い出した表情になり、

「大おお滝たきさんと森もりさん……入学式の日に教室で何か言い合いしてましたよね？」

　──思わず、ぴしりと固まってしまった。

「はっきりは覚えてないんですけど、口論をしていたような記き憶おくがあります」

　それは……その通りだ。

　高校生活の初日、入学式の前。

　俺と静しず乃のは再会してすぐに──激しい言い合いになってしまった。

　内容は例の、過去の約束のこと。

　──一いつ緒しよに牧場をやろうと言ったのか、東京で暮らそうと言ったのか、という件だ。

　確かにあのときはずいぶん目立ったし、記き憶おくに残ってしまっていてもしょうがない。

「あれって、何だったんですか？」

　風かざ来きさんは、相変わらず無む邪じや気きにそう聞いてくる。

「あっ……あんまり言いたくないことだったらすみません……。でも、あれからいつのまにかこんな風に自然な仲に戻もどったようなので、どうやって仲直りされたのかなって。友達に仲ちゆう裁さいを頼たのまれたりしたときにも、参考になるかと思いまして……」

　……どう答えるべきか。

　風かざ来きさんのこの一いつ切さい悪気のない問いに、どう答えるべきか……。

　全部言ってしまうことは、避さけた方がいいだろう。

　将来の約束について触ふれてしまえば、風かざ来きさんは大おお騒さわぎすること間ま違ちがいなし。

　宿しゆく泊はく研修中できるだけ注目されないようにしているのに、完全に逆効果になってしまう。

　とは言え……全面的に噓うそをつくのも、得策ではないだろう。

　どこでボロが出るかわからないし、バレたときに一層やっかいなことになる。

「あのときは……記き憶おく違ちがいがあってさ」

　ちょっと考えてから、俺は風かざ来きさんにそう答えた。

「小さい頃ころに、俺たちちょっとした約束をしてたんだけど……その内容が、お互たがい違ちがう感じで覚えてて、それで言い合いになっちゃったんだ」

　……うん、これくらいが良いいだろう。

　これくらいぼやかしつつ、さらっと話すのがベストだ。

　そして、それを受けた風かざ来きさんも、

「あーなるほど。そういうのって、ありますよね」

　なんてあっさり納なつ得とくしてくれた。

「じゃあもうその疑問は解けて、問題解決したって感じなんですかね？」

　──解決していない。

　すれ違ちがいは今も、俺たちの中で解くことができていない。

　なんでそんな記き憶おく違ちがいが起きたのかは未いまだにわからないし、正直に言えば、最近はお互たがいあまりそのことに触ふれなくなりつつある。せっかく安定し始めた今の関係を、荒あら立だてたくなかったのだ。

　だから──早くこの話を終えたくて。

　さっさと次の楽しい話題に行きたくて、

「……うん」

　俺は作り笑いを浮うかべながら、そう答えてしまう。

「なんとか……解決したよ。ははは、ごめんな、心配かけて……」

「そうですかー！」

　風かざ来きさんも、それににぱーと笑えみを浮うかべてくれる。

「なら良かった。いつまでもケンカしてるなんて、悲しいですから──」

「……してない」

　──静しず乃のが。

　妙みように穏おだやかな表情の静しず乃のが、静かに会話に割わり込んできた。

「その件、まだ解決してないよ……」

「えっ？　そうなんですか？　けど大おお滝たきさんは、解決したって……」

「ううん。本当はまだだよ……」

　相変わらず穏おだやかに、風かざ来きさんに答える静しず乃の。

　けれど──その穏おだやかさには、彼女の苛いら立だちが滲にじんでいるように見えて。

　問題が解決した、なんていう俺の発言に対する憤ふん慨がいが、ありありと浮うかんでいて。

「忍しのぶ……なんで噓うそつくの」

　静かにこちらを見る静しず乃の。

　今さら俺は……自分が失敗したことに気付いて焦あせり始める。

「や、その……ここでその話、蒸むし返かえすこともないかなと思って……」

「変に隠かくすこともないじゃない」

「まあ、それもそうだけど……まだなんで、あんなすれ違ちがいが起きたかもわからないわけで、この状じよう況きようで話題にするのも……」

「……わたしは、今も忍しのぶが勘かん違ちがいしただけだと思ってるけどね」

「……いやいやいや」

　静しず乃のの物言いに、思わずそう言い返してしまった。

　こんな場面でそんなことすべきじゃないのに。

　ここはとにかく穏おん便びんに流すべきなのに……その言い草は、ちょっとスルーできない。

「それはこっちのセリフだよ。俺にとってあれは、大事な約束だったんだから……そんな、勘かん違ちがいなんてするはずないだろ」

「……どうだか。本当は、別にそんな本気の約束じゃなかったんじゃない？　なんとなく雰ふん囲い気きに釣つられて言っただけで……」

「そんなわけないだろ。雰ふん囲い気きであんな約束するわけないだろ──」

　──言い合いが、始まってしまった。

　久しぶりの口論になってしまった。

　考えてみれば、最近この件は特に話題に出ることもなくなっていた。

　なんとなく、添そい寝ねでお互たがいの大切さを体感して、許し合う雰ふん囲い気きになっていたこともあるだろうし……迂う闊かつに触ふれて、揉もめるのを恐おそれていたのもあるだろう。

　けれど──、

「──じゃあなんで、あんなことになったの？　わたしが、そういうこと忘れるような──」

「──でも、俺が静しず乃のの言うような約束するはずがないんだよ。なら、静しず乃のが頭の中で話を書かき換かえて──」

　始まってしまったら、止まらない。

　お互たがいに、一歩だって引くことができない。

　それが、それぞれにとって大事な約束だったからこそ──。

　けれど、

「──はいはいストーップ！」

　意外な声が──言い合いを止めた。

「せっかくのキャンプファイヤーなんだから、ケンカしなーい！」

　──風かざ来きさんだった。

　風かざ来きさんが、その小さな身体からだを俺と静しず乃のの間に割わり込ませていた。

　驚おどろき固まる俺たちに、

「お互たがいの言い分はよくわかりました」

　風かざ来きさんは、うんうんうなずきながらそう言う。

「約束の内容に、すれ違ちがいがある……なるほど、それは確かに納なつ得とく行かないですよね。特に、お二人にとってそれがとても大事な約束だったなら、なおさら……」

「……お、おう」

「そう、だね……」

「すみません、わたしもそういうデリケートな話に、無ぶ遠えん慮りよに踏ふみ込んじゃって。でも、ちょっと落ち着いて考えてみて欲しいんですけど」

　と、風かざ来きさんは俺たちの顔を順番に見ると、

「森もりさん。たとえ小さな頃ころでも、大おお滝たきさんが雰ふん囲い気きに釣つられて約束する人だと思いますか？　生き真ま面じ目めなこの大おお滝たきさんが、適当にそういうことを言う方だと、本心から思われますか？」

「……それは」

　と、静しず乃のは短く口ごもってから、

「……そうは思わないけど」

「でしょう？　では大おお滝たきさんも。森もりさんが、頭の中で約束を都合よく書かき換かえちゃうようなことがあると、本気で思いますか？」

「……思わないな」

「でしょう？」

　満足そうに言って、風かざ来きさんはもう一度うなずいた。

「確かに、記き憶おくのすれ違ちがいは発生しているんでしょう。それは困ったことだろうと思います。けれど、何かしかたない理由があるんじゃないでしょうか。具体的にはわからないんですが、そんなことが起きてしまう、どうしようもない理由が」

「……んん。まあそうかもな」

「だね……」

　……実際のところ、そうなのだろうと思う。

　勢いで言い合いにはなったけれど、風かざ来きさんの言う通りだ。

　静しず乃のがいい加減だったとか俺が適当だったとか、このすれ違ちがいの原因は、多分そういうことではない。

　何か理由があって、お互たがいそういう思おもい違ちがいをしているのだ。

「だからまあ、楽しくやりましょう！」

　言って、風かざ来きさんは俺と静しず乃のの肩かたをポンポン、と順番に叩たたいた。

「宿しゆく泊はく研修は始まったばかり、ケンカなんかしてたらもったいないですよ！」

「……そうだな」

「うん……」

　風かざ来きさんの言う通りだ。

　俺たちが添そい寝ねのプランを用意したのも、宿しゆく泊はく研修を楽しむためなんだ。

　そのことを忘れて、他のことで揉もめてしまっては元も子もない。

　危ないところだった……もうちょっとで、嫌いやな空気のまま残りの二日を過ごすことになるところだった。

「ありがと、頭冷やすよ。ごめんな、静しず乃の……」

「ううん、こっちこそごめん……」

「よしよし！　仲良きことは美しきかな！」

　……しかしまあ、まさかこの子に。

　風かざ来きさんに、こんな風にフォローされるなんてな……。

　ちょっとやっかいなところはあるけれど、やっぱりこの子、基本は善人なのだ。

　自分だけでなく、他人も楽しめるようにナチュラルに気を遣える……。

　……うん。

　あんまり、警けい戒かいしすぎるのも良くないかもしれない。

　色々バレたときはバレたときで、過か剰じように距きよ離りを取るのは、この子にも失礼かもしれない……。

　けれど、

「では引き続き、高校生らしく清く正しくほがらかに、宿しゆく泊はく研修を楽しみましょう！」

　俺たちの元を去りながら、風かざ来きさんはそう言う。

　そして、ふと思い出したような顔になり、

「……あ！　ちなみに仲が良いいのはいいですけど、不純異性交遊はダメですからね！　発見次し第だい、担任に報告させてもらいますから！」

　……。

　……。

　あ、やっぱダメだ！

　やっぱり、この子に添そい寝ねのことバレたらダメだ！

　軽快に去っていく背中を眺ながめながら、俺は改めて、今夜のプランの成功を祈いのり始めた──。





♡






　──初日夜のために、わたしたちはプランを三つ用意していた。

　それぞれ、プランＡ、プランＢ、プランＣと呼ばれていて、順番にその実行のハードルが高くなっていく。

　大浴場でお風ふ呂ろに入り終えてあとは寝ねるだけ、となったところで、それらのプランは実行されていく予定だ。

　ということで現在、わたしと花か音のんは大浴場にて、クラスメイトたちと入浴中だった。

　疲つかれた身体からだに、浴よく槽そうの広さと熱めのお湯が気持ちいい。

　脚あしの痛みだとかむくみだとか肩かたの凝こりだとかが、溶とけ出して流れていくような感覚だ……。

　ただ……、

「……ふい～生き返るねえ……」

　隣となりで湯船につかり、そんな声を漏もらしている花か音のん。

　わたしの意識は……完全に彼女に釘くぎ付づけになっていた。

　スタイルが──良いい。
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　いつもは大きめサイズの服に隠かくされて見えないけれど、実はもうほんと……グラビアアイドルかっていうくらいスタイルが良いいのだ。

　長く健康的な脚あしにシミ一つない肌はだ。腕うでは触ふれたくなるほどに柔やわらかそうで、お腹なかはほっそりしていて。しかも……大きいのである。

　胸がクラス一レベルで大きい。形も良いい。

　……いや、知ってた。

　中学のときも修学旅行やらお泊とまり会やらでお互たがい裸はだかになる機会はあったし、花か音のんがナイスバディなのは知っていた。

　けれど……数ヶ月ぶりに見たその身体からだは、以前よりも一層健すこやかに育っていて、思わずわたしは目を見張り、息を吞のんでしまう。

「え……花か音のんちゃん……すご！」

　一いつ緒しよに湯船に入っているクラスメイトたちも、そのことに気付いて驚おどろきの声を上げた。

「何食べればそんなになるわけ!?」

「わたしも、六ろく曜ようさんくらいセクシーになりたかったです……！　実際はこんなちんちくりんですけど！」

　……ほんと、同感です。

　花か音のん本人は邪じや魔まだとか合う服がないとか言ってるけど、わたしもそんな身体からだに生まれたかった……。

　……なんて、そんなことを考えつつ入浴を終おえ。

　わたしたちはついに──添そい寝ねのためのプランを実行に移した。

　そして、その結果……。

　わたしたちは予想よりもずっと……苦戦してしまうことになるのです。







　──最初に実行したのは、プランＡ。

　題して『こっそり大部屋を抜ぬけ出だして、施し設せつのどっかでこっそり寝ねよう作戦！』である。

　その名の通り、消灯後にそれぞれの大部屋を抜ぬけ出だして、この建物のどこかで隠かくれながら添そい寝ねをする、というプランだ。正統派なアイデアだと思うし、個人的にはこれが一番成功率が高い気がしていた。

　なお、事前にこっそり添そい寝ねできそうな場所は見つけてある。

　建物の最上階、もう使われていないという倉庫のそばにある、応接ゾーンだ。

　奥まったそこにはいくつかソファが並べられていて、夜中にここに来る人なんていないだろうし、二人で並んで寝ねるくらいの広さもある。

　……けれど、消灯時間が過ぎ。

　こっそり大部屋を抜ぬけ出だして、応接ゾーンにやってきたわたしと忍しのぶは──、

「……しっ！　誰だれかいる！」

「ええっ……!?」

　──ソファで誰だれかが、大いびきをかいて寝ねているのに気が付いた。

　ジャージをまとった、ガタイのいい身体からだ。

　ざっくり刈かられた短い髪かみ。

　ここまで匂におってくる、お酒の匂におい。

　どうやら、あそこで横になって、酔よい潰つぶれて寝ねているのは……、

「……体育の、星ほし先生……？」

「そう……っぽいな」

　……間ま違ちがいなさそうだった。

　普ふ段だんよりずいぶん表情は緩ゆるんでいるけれど、あれは厳しい生徒指導で有名な、体育の星ほし先生だ……。

　……なんでこんなところで寝ねてるの！

　先生は、先生の部屋用意されてるはずでしょ!?

　なんでこんなわけのわかんないところまで来て、酔よい潰つぶれてるの!?

　文句を言いたい気持ちになるけれど……わたしたちだって人のことは言えない。

　それに、男女でこんな時間にここにいることを星ほし先生に気付かれれば、大問題になるだろう。

「……行こう」

「うん……」

　そう言ってうなずき合うと、わたしと忍しのぶはすごすごと応接ゾーンをあとにした。







　──プランＢはもっとあっさり失敗に終わった。

「……よし、ここだな」

「うん、そうだね……」

　応接ゾーンを離はなれわたしたちがやってきたのは、救護室だ。

　この施し設せつに用意された、けが人や病人を手当てするための、保健室のような場所。

　時間帯的に鍵かぎがかけられていて入れないのだけど、隣となりにはスタッフルームがあり起きている職員さんもいるだろう。

　彼らのうちの誰だれかに「体調不良です」と伝え、忍しのぶかわたしのどちらかがベッドを使わせてもらい、タイミングを見計らってもう一人もそこにこっそり加わる、という算段だ。

　名付けて『仮け病びようでベッドをゲット作戦！』である。

　これなら、誰だれにも見つからず、しかもベッドでゆっくり添そい寝ねできるはず。

　実際……わたしと忍しのぶが最初に添そい寝ねしたのもこういう場所、学校の保健室だったしね……。

　……けれど。

　理り屈くつでは、そうなんだけど──、

「……じゃあ、俺がスタッフルーム行ってくるわ」

　忍しのぶがそう言って、隣となりの部屋に向かい始める。

「静しず乃のはどっかで隠かくれて、俺からの連れん絡らくを待ってて──」

「──あ、あの……！」

　わたしは、声を抑おさえつつ、忍しのぶを呼び止めた、

　そして、

「……やっぱりやめない？」

「……へ。なんで？」

「だって……ここ、救護室でしょ？　本来は、本当に体調崩くずした人のための場所でしょ……？　それを、添そい寝ねに使っちゃうのは……」

「あ、ああ～……」

　困っている人に、迷めい惑わくをかけたくないと思うのだ。

　わたしたちが仮け病びようでベッドを使っている間に、本当に体調が悪い人が出ないとも限らない。

　そのときにわたしたちがベッドを使っているのは、邪じや魔ま以外の何物でもないだろう。

「……そりゃわたしたちだって、明日の体調がかかってはいるけれど、今現在病気だったり苦しかったりするわけじゃないでしょ？　なのに、ベッド占せん有ゆうするのは……申し訳ないって」

「……確かに」

　忍しのぶもうなずいてくれて、わたしはちょっとほっとする。

　ここで意見が割れてたらちょっと面めん倒どうだし……忍しのぶがそういうことを、生き真ま面じ目めに気にかけてくれる人で良かったと思う。

「まあ俺たちは、もう一個プランがあるしな……」

「だね……。よし、次のプランにしよう」

「おう……」

　言いながら──わたしたちは「次の目的地」に向かって歩き出した。

　……とは言え、ちょっと気が重いなあ。

　プランＣ、できればこれは避さけて通りたかったからなあ……。

　まあでも、しょうがない。こうなったら、最後のその策に賭かけてみることにしよう──。







「──よし、ここだな」

「うん……」

　数分後。わたしたちは目的地であるお手洗いに着いた。

　この宿しゆく泊はく施し設せつの隅すみにあって、おそらく生徒も職員さんもあまり来ないであろう、殺風景な女子トイレ……。

　時刻はすでに、日付が変わる頃ころになっている。

　これが最後のチャンスだし、なんとかプランＣ、成功させなきゃ……。

「じゃあ、行ってくるね」

「おう、またあとで」

　忍しのぶにそう言ってわたしはトイレの中、個室に入ると──事前に用意してあった『男装』グッズを取り出した。

　──これが、プランＣだった。

　男子の格好をして、男子の部屋でこっそり寝ねる。

　男の子の振ふりをして真っ暗な部屋にこっそり入って、朝早く抜ぬけ出だす。

　そういう──超ちようストロングスタイルの添そい寝ね方法だ。

　名付けて『男装女子になって男子と雑ざ魚こ寝ね作戦！』である。

　大部屋には何十人も男子がいるわけで、一人くらい増えてもバレる可能性はほぼないだろう。

　もちろん、忍しのぶ以外の男子もいるところで寝ねるのは、正直抵てい抗こうがある。

　なんか怖こわいし、見つかったら大変なことになるのも間ま違ちがいない……。

　けれど……もう、背に腹は変えられないんだ！

　このままろくに寝ねれずに明日を迎むかえるわけには絶対に行かない！

　だからまずは、しっかり男の子の格好をしないと──。

　ということで、わたしは胸にサラシを巻き、頭に男子っぽい髪かみ型がたのウィッグを被かぶっていく。

　研修旅行の前に、忍しのぶや花か音のん、小こ峰みねくんと買いに行ってきた男装グッズだ。

　ちなみに、花か音のんは最初この案に難色を示した。

　──そんな……静しず乃のが飢うえた狼おおかみしかいない男子たちの中で寝ねるなんて……！　そんなの！　断じて承服できません！

　さらに、

　──別に、静しず乃のが男子の部屋行かなくてもいいでしょ！　逆に、大おお滝たき氏が女子の部屋で寝ねれば良いじゃない！

　そんなことを主張し始めたこともあり──実際、試ためしてみることになった。

　この男装グッズを買いに行く際、試ためしに忍しのぶも女装してみたのだ。

　まあ……結果は、言わなくてもわかるだろう。

　爆ばく笑しようだった。

　その場に居合わせたわたし、花か音のん、小こ峰みねくんや店員さんまで爆ばく笑しようだった。

　もう、似合ってないとかそういう次元じゃない。

　ロングヘアーのウィッグを被かぶり、胸にパッドを入れた忍しのぶは、ちょっと昔のメタルバンドのメンバーみたいにしか見えなかったのだ。

　こんなんで女子部屋に来たら大おお騒さわぎになるに決まっている。

　ということで消去法で、しかたなくわたしが男装をすることになったのだった。

「……よしおっけ、できた」

　一通り、男装グッズの着用ができた。

　個室を出て、手洗い場の鏡で自分の姿を確かく認にんしてみる──。

「……おっ」

　これはなかなか……いいんじゃない？

　ちょっと小こ柄がらで、細身の男の子くらいには見えるんじゃない……？

　胸はサラシでつぶされて平へい坦たんになっていて、学校指定のジャージも相まって女子っぽさが完全に消えている。

　髪かみの毛けも……普ふ段だんよりずいぶん短くて新しん鮮せんだ。

　女の子のショートヘアーとは違ちがって襟えり足あしとかがざっくりしていて、へえ、こんな感じになるんだ……。

　もちろん、顔立ちをよくよく見れば普ふ通つうに女だ。

　仕草や声だって、完全に男の子にはなりきれない。

　けれど──真っ暗な中、大部屋に侵しん入にゆうする分にはバレないと思うし、その後朝まで添そい寝ねして早朝抜ぬけ出だすのだって問題なさそうな予感。

「……よし、行こう！」

　鏡の向こうの自分にうなずいてみせると、わたしは忍しのぶの待つ女子トイレ外に向かった──。





♠






「お、おお……」

「どうかな……？」

　──女子トイレから出てきた静しず乃のは。

　先日買ってきた男装グッズをフル装備した静しず乃のは──、

「男子に、見える……？」

「……」

「えっ……微び妙みよう？」

「……いや……ギリギリな感じ」

　──まあ確かに、いつもよりは男子っぽいのだ。

　短い髪かみも膨ふくらみのなくなった胸も、意図的に歩き方をそれっぽくしているのも、まあ普ふ段だんよりは男子っぽい。

　とは言え……まあ、普ふ通つうに女子には見えるな。

　こうして廊ろう下かの灯あかりの下で見ると、髪かみが短めの女子にしか見えない。

　なんかやっぱり……わかってしまうのだ。

　体つきとか歩くときの雰ふん囲い気きとかで、ああこの子は女子だなって……。

「……じゃ、じゃあ、やめといた方がいいかな？」

　静しず乃のが、不安げにこちらを見上げる。

「男子の部屋行くの、やめといた方がいい……？」

「や、そこはチャレンジしてみても良いと思う」

　微び妙みようではあるが、そこはやってみる価値はありそうだ。

「ほら、もうそろそろみんな寝ね静しずまってるだろうし……暗い中なら、誰だれかとかそういうのはわかんないだろうから……」

「そっか……うん、わかった」

　決心した様子で、静しず乃のはそう言う。

「行こう、忍しのぶ」

「……オーケー、行こう」

　うなずき合って、俺たちは男子部屋へ向かう。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かはしんと静まりかえり、外から鳥の鳴く声や木々のざわめきが聞こえてくる。

　ちょっと前まで生徒たちの泊とまる部屋からは声がしていたし、定期的に歓かん声せいが上がったりもしたけれど……今はそれもずいぶんと落ち着いた。

　初日とは言えみんなずいぶん歩いたし、そろそろ疲つかれで寝ねてしまったのだろう。

　──そんな中。

　忍しのび足あしで静しず乃のと歩きながら──俺はなんだか、変な気分に襲おそわれていた。

　隣となりを歩く静しず乃の。

　普ふ段だんとは違ちがう、短い髪かみ型がたになった彼女──。

　……なんか、変にドキドキするのだ。

　普ふ段だんよりもボーイッシュなせいか、いつもよりもお互たがいの距きよ離りが近い気がして。

　逆に、なんというか……女子である部分が、強調されているような感覚もあって。

　なんか、こう……今までにない、変な気分になるというか。

　艶つやめく唇くちびるだとか丸い肩かただとか、白い頰ほおだとか長いまつげだとか──。

　なんか、そういうのが……男子っぽい格好の中で、際きわ立だって見える……気がしてしまう……。

　だ、大だい丈じよう夫ぶなのか俺は……。

　これ、もしかして……新しい扉とびらを、開いちゃう感じなんじゃないか……？







　──そんな不安に駆かられているうちに、男子部屋に着いた。

　中から声はしないし、やっぱりみんなもう眠ねむってしまったらしい。

　薄うすく扉とびらを開けてみると……教室の二倍ほどの広さのその空間には、暗くら闇やみが満ちている。

　そこにびっしり敷しかれた布ふ団とんと、寝ね息いきを立てているクラスメイトたち……。

　ところどころに、誰だれかが見ているらしいスマホの灯あかりも漏もれているけれど……多分大だい丈じよう夫ぶだ。今から部屋に入っても、それが誰だれかなんて確かく認にんされることはないはず。

「……よし、行くぞ」

「う、うん……」

　緊きん張ちよう気味に、静しず乃のがうなずく。

　彼女が俺のジャージの裾すそをきゅっと摑つかむと同時に──俺たちは、恐おそる恐おそる部屋の中に踏ふみ入いった。

　後ろ手に扉とびらを閉め、寝ね転ころがるクラスメイトたちの間をゆっくりと縫ぬうようにして歩いていく。

　案の定──こちらを確かく認にんしてくるものはいない。

　それもそうだろう、ときどき誰だれかがトイレに立ったりもするだろうし、いちいち誰だれかなんて聞いてこないはず。

　俺の布ふ団とんは、入り口からちょっと離はなれた壁かべ際ぎわだ。

　そこまで十数メートルの距きよ離りを、足あし下もとに目をこらしながらじわじわと歩いていく。

　その数歩後ろを、おずおずとついてくる静しず乃の……。

　振ふり返かえると、彼女は身をこわばらせ俺のジャージを摑つかみ、猛もう獣じゆうの檻おりに紛まぎれ込んだ子こ猫ねこみたいな顔で一歩ずつ進んでいた。

　……大だい丈じよう夫ぶか？　これ……。

　反射的に、不安感がこみ上げる……。

　もうなんか、ぱっと見からして女子だけど……。

　仕草もシルエットも完全に華きや奢しやな女の子で、男装の効果とかもうほぼ感じないけど……。

　マジでこのまま添そい寝ねできるんだろうか……。

「……」

　……とは言え、これに失敗したらもうあとがない。

　暴れ回る鼓こ動どうに必死で耐たえながら、俺は数メートル先にある俺の布ふ団とんへ向かってじわじわと前進する。

　そして──もうあと、数歩。

　距きよ離りにして一メートルほど、というところまできた。

　よし……もうここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだろう！

　あとは静しず乃のを壁かべ際ぎわに寄せて、それをガードする形で横になれば添そい寝ねの準備完かん了りようだ。

　そこまで行けば、もうバレてしまうような危険はほとんど──、

「──あれ……大おお滝たき？」

　──ふいに。

　傍かたわらの布ふ団とんから、名前を呼ばれた。

　後ろで静しず乃のがビクリと震ふるえる。

　俺も思わず叫さけび声ごえを上げそうになりつつ、ぎこちなく声の方。

　傍かたわらの布ふ団とんに視線をやると──、

「……どっか、行ってたの？」

　──同じクラスの山やま下したが。

　最近、ちょくちょく話をするようになった野球部男子が、布ふ団とんの中から寝ねぼけ眼まなこでこちらを見上げている。

　……しまった！

　どうやら、物音で目を覚ましてしまったらしい……！

「お、おう……ちょっとな……」

　なんとか顔に笑えみを貼はり付つけて、そう答えた。

　ここは、なんとか冷静に振ふる舞まって、穏おん便びんにことを済ませないと……。

「なんか、トイレ行きたくなって、行ってきたわ……」

「おー、そっか……」

　納なつ得とくした様子の山やま下した。

　よし、なんとか……ごまかせた…か？

　このまま話を終しゆう了りようにできるか……!?

　一いつ瞬しゆん期待を抱いだくけれど、山やま下したは大きなあくびをして──、

「……あれ？」

　──気付いてしまう。

　俺の後ろにいる、小さな人ひと影かげ。

　男子にしてはかわいすぎる、その佇たたずまい。

「そこにいるのは……？　誰だれだ……？」

　全身に、ぶわっと汗あせが噴ふき出だした。

　──ヤバい。

　──これはヤバいぞ。

　しまった、こうなったときの対処を全く考えていなかった……！

　どう答える？　どう切きり抜ぬける……？

　静しず乃のが、ジャージを摑つかむ手にぐっと力を込める。

　必死で頭を回すけれど、上う手まいごまかしの言葉が思い付かない……。

　そうしている間にものそりと起き上がり、不思議そうに静しず乃のの顔を覗のぞき込む山やま下した。

　ああ……これまでか。

　添そい寝ねのプランＣも、ここで失敗か……！

　グッと手を握にぎり、覚かく悟ごを決めたそんなタイミングで──、

「……ああ……沖おき田たか……」

　なぜか──山やま下したが小さく笑って、そんなことを言い出す。

「良かった、びっくりした。沖おき田たもさっき、トイレ行きたいかもって言ってたもんな……」

　……沖おき田た。

　うちのクラスの男子、沖おき田た純一のことだ。

　どうやら山やま下したは、静しず乃のが彼だと勘かん違ちがいしたらしい。

　確かに……沖おき田た、身長静しず乃のと同じくらいだからな。

　髪かみ型がたは割と違ちがうけれど、暗い場所で寝ねぼけた状態で見たら……勘かん違ちがいしてしまうかもしれない。

　実際の沖おき田たの寝ね床どこの辺りに目をやると──彼はすでにだらしなく口を開け、完全に眠ねむりに落ちていた。

　……よし、なんとか逃にげ切きれそうだ。

　このまま沖おき田たの振ふりを続けて無難にやり過ごせば、追つい及きゆうをかわしきることができそうだ。

　──なんて思ったのに。

「……おう、そうだよ（低音）」

　静しず乃のが──そんなことを言い出す。

「ちょっと大おお滝たきと、トイレ行ってきた（低音）」

　……いやなにしてんだよ！

　今明らかに、話し終わりそうな感じだったろ！

　なんでわざわざ答えちゃったんだよ！　しかも沖おき田たの演技までして！

　似てないから！

　全然似てないから！

　確かに沖おき田た、男子にしては声高い方だけど明らかに無理があるんだよ！

「だよなあ……なんか一いつ瞬しゆん、女子っぽく見えたからビビってさ……」

「……そ、そんなわけねえだろ、俺だよ、沖おき田ただよ（低音）」

「……ていうか」

　と、改めて山やま下したが怪け訝げんそうな顔になり、

「なんか沖おき田た……声もかわいくね？　お前、そんなに声高かったっけ……」

　……ほらー！

　やっぱり怪あやしまれたじゃねえか！

　余計なことするから、おかしいって思われたじゃねえか！

　なのに静しず乃のは完全に混乱してしまったのか、無理に会話を続けようとしてしまう。

「べ、別にかわいくねえし……（低音）」

「いや、かわいいだろ」

「い、いつも通りだろ、普ふ段だんの声だろこれが……（動どう揺よう）」

「……なんか、さっきより声高くなったんだけど」

「な、なってねえよ、これがわたしの素の声だよ……（低音）」

「……わたし？　今沖おき田た、自分のことわたしって言った？」

「……」

　……あーもう見てらんねえ！

　このまま騒さわぎが続いたら他のクラスメイトも起きちまう！

　……何か、いい言い訳を……。

　この場を切きり抜ぬけるような、上う手まい言い訳を俺がしてやらないと……！

「……そ、それがさ」

　なんとか絞しぼり出だすようにして、俺は言葉を続ける。

「最近沖おき田た、女声を練習してるみたいで……」

「……女声？」

「そ、そう……。ほら、今ネットで、二次元キャラのYouTuberみたいなの流は行やってるだろ？　バーチャルYouTuberみたいな……」

　あまり詳くわしくないけれど、一度だけ見たことがあるのだ。

　俺の大好きなまきばchannelとコラボしていたのをきっかけに、気になって一度界かい隈わいをざっと見てみたことが。

「あ、ああ……あるな……」

　山やま下したも寝ねぼけ眼まなこのままうなずく。

「沖おき田たもそういうのやりたいらしいんだけど……女の子キャラやるとなると、声も女の人にしないといけないだろ？」

「……だな」

「でも、ボイチェンとか買うお金もないし、沖おき田た元々まあまあ声高い方だし……自分で女声出す、練習してるんだって……」

「……」

　黙だまっている山やま下した。

　……ちょっと苦しいか？

　自分で言い出したことだけど、この理り屈くつはさすがに無理があるか……？

　焦あせりで背中に冷ひや汗あせが流れる。

　妙みように喉のどが渇かわいて、頭の奥がジンとする。

　けれど、

「……なるほどなあ」

　山やま下したは完全に理解できた様子で、穏おだやかな笑えみを浮うかべている。

「そうか、そうだったんか……。俺、結構バーチャルYouTuber見るから、本当に始めたら教えてくれよ……」

「……お、おう（低音）」

「じゃあ、おやすみ……」

　それだけ言うと──山やま下したはあっさり布団に倒れ込み、眠ねむりに落ちてしまったのだった。







　──どうなることかと思ったけれど。ようやく、俺と静しず乃のは布ふ団とんに到とう着ちやくした。

　俺と壁かべで彼女を挟はさむ形で横になる。

　ここでやっと安心したのか、静しず乃のは「ふう……」と深く息をついた。

「……じゃあ、寝ねるか」

「うん……」

　小声で言い合うと、ずんとまぶたに眠ねむ気けがのしかかる。

　いつもの添そい寝ねのとき特有の、不思議と幸せな眠ねむ気け……。

　……けれど、何だろう。

　なんだか、やっぱりちょっと妙みような気分だな……。

　むくつけき野や郎ろうどもだけが集まっている部屋に……一人男装して忍び込んだ、静しず乃の。

　そんな彼女をこうして隠かくしながら……こっそり添そい寝ねしている……背徳感。

　ちらりと目を開けると、短たん髪ぱつのウィッグを被かぶったまま目を閉じている静しず乃のの顔がある。

「……っ！」

　なんだかそれが、今の俺には──妙みように淫いん靡びに見えていた。

　なんというか……普ふ段だんよりもずっと……エロいことをしているような。

　すごくいけないことをしているような、ゾクゾクする感覚……。

　男要素ばかりの空間にいることと、本人も男の格好をしていることで……一層、女子の部分が際きわ立だつというか……。

　さらに言うと、今日俺は、普ふ段だんよりも静しず乃のに近づいて横になっている。

　なんとなく、できるだけ周囲から隠かくしてやりたくて半ば無意識にそうしたのだけど……これがまた、思った以上にドギマギする。

　……やっぱり、俺と静しず乃の、すごいことしてるんだよな。

　男女で添そい寝ねって……。

　こんな距きよ離り感で、身を寄せ合って、無防備に寝ねるなんて……。

　ジャージの生き地じ越ごしの、細くて丸い肩かた。

　柔やわらかく握にぎられた手の、肌はだの滑なめらかさ。

　そして……ときおり口元から漏もれる、小さな寝ね息いきと「……ん」という声。

　いつも通りのはずのそのすべてに、俺は一人小さく動どう揺ようしてしまう……。

　……そんな俺に気付いたのか。

「……ふふ」

　静しず乃のは目を閉じたままで、小さく笑う。

　そして、周りに聞こえないようなごく小さな声で、

「……早く寝ねよ……明日も大変なんだから……」

「……そうだな」

　彼女の落ち着いた声で──ようやくちょっと気分が穏おだやかになった。

　確かに、いつまでもドキドキしてるわけにはいかない。

　せっかく、こうして添そい寝ねに成功したんだ。しっかり睡すい眠みんを取らないと……。

　……目を閉じると、目め眩まいみたいな強い眠ねむ気けを覚えた。

　意識がぼやけて、すべての感覚が遠くなって──。

　そして、いつのまにか俺は、完全に深い眠ねむりに落ちていったのだった──。







　──翌朝。

　他のクラスメイトたちよりも早く起き、静しず乃のを女子部屋近くまで送り届けたあと。

　男子部屋に戻もどったところで、山やま下したと沖おき田たが会話しているのに出くわした。

「──しかし沖おき田た、お前さー」

　布ふ団とんを片付けながら、山やま下したはなんだかうれしそうに──沖おき田たにこんなことを言う。

「バーチャルYouTuber、いつ始めるの？」

「……え？」

「ほら、昨日の夜言ってただろ、バーチャルYouTuberやってみたいって！」

　……あ、やべ。

　山やま下した、覚えてたのか。

　昨夜の俺のでまかせ、ちゃんと覚えてたのか……。

　ど、どうしよ、沖おき田たも困こん惑わく気味の顔になってるし……。

　そりゃそうだよな、あのとき話したのは静しず乃のであって沖おき田たじゃないんだ。

　当然心当たりなんてあるわけない……。

　けれど、山やま下したは何やら妙みように機き嫌げんよさげで、

「あれから考えてたんだけど、沖おき田たなら上う手まくやれる気がしたんだよなあ。ほらお前、声もかわいいし、実はトークも上う手まいだろ？」

「え、そ、そうかな……？」

「そうだよ！　いつも周りを笑わせてるし、しかも誰だれも傷つけないだろ？　すげえなと思ってたし、それを配信に活いかしたらウケるんじゃないかなって……」

　……話、止めた方がいいだろうか。

　これ以上沖おき田たが困る前に、山やま下したを止めた方がいいだろうか……。

　……けれど。

「だから、始めたら俺にも教えてくれよ！　絶対応おう援えんするから！」

　ほがらかに、そう言う山やま下した。

　そして、なぜか沖おき田たも──、

「……うん、わかった」

　こくりとうなずいて、そんなことを言い出す。

「ていうか、何の話かわからないけど……バーチャルYouTuber、やろうと思ったこともないけど……。山やま下したがそう言うなら、ちょっと試ためしてみる」

「おう！　楽しみにしてるわ！」

　……なぜだか、話は丸く収まったみたいだ。

　なんかよくわからん流れだけど……無難に話が終わったならまあいいか……。

　ほっと息をつくと、俺は自分の布ふ団とんの片付けに取りかかったのだった──。

　──ちなみに。

　この会話をきっかけにして、実際に沖おき田たはバーチャルYouTuberとして活動をスタート。

　数ヶ月後には『かわいすぎる男の娘こＶ』として人気を得て有名になっていくのだけれど、それはまた別のお話である──。
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「──よーし！　到とう着ちやくだな！」

「や、やっと……着いた……」

　──翌日。

　朝一番から続いた山歩きの末に、目的地であるキャンプ場に到とう着ちやくしたのは──午後二時頃ごろのことだった。

　高原の開けた野原にある、このキャンプ場。

　その全体が、今日は俺たちの学校の生徒だけで貸し切りになっているらしい。

　芝しば生ふのゾーンもあれば林のゾーンなんかもあり、斜しや面めんを下っていくと川まであるそうだ。

　……うん、わくわくするな。

　俺、今回の宿しゆく泊はく研修で、ここに来るのを一番楽しみにしてたんだよな……。

　ずっとキャンプに興味があったのだ。

　たき火を使っての自じ炊すいやテント泊はく。

　いつかはカヌーに乗ったり釣つりをしたり、そういうアウトドア活動だってしてみたい。

　今日はそんな憧あこがれをちょっと叶かなえられる、という意味でも大いに期待している。

　……とは言え、

「よーし、じゃあ皆みな、さっそくキャンプ道具借りに行こう！」

　元気にそう言って、リュックを背負い直す六ろく曜ようさん。

　それに素す直なおについていけそうなのは自分くらいのもので、

「ちょ、ちょっと待って……花か音のん……」

　もう、静しず乃のは足がガクガク。

　普ふ段だんは余よ裕ゆうの表情であることが多い亮りよう祐すけまで、

「俺も……休きゆう憩けいさせてもらえると、助かる……」

　なんて言いながら、額の汗あせを拭ぬぐっていた。

　……まあ、確かに何時間も山道を歩くなんて、慣れていないときついだろう。

　大した高山ではなかったしアップダウンもそれほどなかったし、初心者向けではあったけれど……静しず乃のも亮りよう祐すけも、普ふ段だんから山歩きなんてしないだろうからな。

　静しず乃のに至っては、前夜の睡すい眠みん時間も五時間を切っているだろう。

　添そい寝ねできたとは言え遅おそめに寝ねたし早めに起きたし、眠ねむりも浅かったかもしれないわけで……こればっかりはしかたない。

「そっかそっかー、じゃあちょっと休んでいこう」

「そうだな、まだ焦あせるような時間でもないし」

　言って、俺たち四人は芝しば生ふゾーンで腰こしを下ろした。

　肩かたで息をしている静しず乃のと、白い頰ほおを紅潮させている亮りよう祐すけ。

　うん、本当お疲つかれ……。でも、これでこの宿しゆく泊はく研修の山場は越こえたから、あとはゆっくりしていこう。

　……しかし、六ろく曜ようさん。なんでそんなに元気なんだ？

　つい最近まで毎日牧場作業をしていた俺はいいとして……なんでそんなに、体力があるんだ？

「……なんか、スポーツでもしてるの？」

　思わず、俺は彼女に尋たずねる。

「部活とかは、特に入ってないよね？　その割には、ずいぶん体力あるみたいだけど……」

「え？　ああ、ふふふ……」

　俺の問いに、なぜか六ろく曜ようさんは不敵に笑ってみせた。

「大おお滝たき氏は知らないんだね……。ヲタ活って体力使うんだよ。地方までライブ行くときは長時間移動しないといけないし、その上で二時間とか踊おどりっぱなしになるわけでね……」

「ああ、なるほど……」

「もちろんそれだけじゃないよ。自宅でもライブ映像見ながらの予習もあるし、そっちとは全く別で同人誌にも興味あるから即そく売ばい会も頻ひん繁ぱんに行くし……さらに言えば！」

　と、六ろく曜ようさんはくわっと目を見開き、

「毎日静しず乃ののそばにいるから……推おしの至近距きよ離りにいるからドキドキしまくり！　そのおかげで心肺機能が鍛きたえられてるから、これくらいの山登りじゃびくともしないんだよわたしは！」

「え、ええ……」

　静しず乃ののそばにいるだけで、身体からだにそんなに負担かかるのかよ……。

　それはそれで……大だい丈じよう夫ぶなのか？

　なんか、健康に悪あく影えい響きようあったりしないのか……？

　……まあ。

　静しず乃のにドキドキさせられる、という意味では俺も同じなんだけど。

　むしろ添そい寝ねなんてしているせいで、こっちの方こそ死ぬほどドキドキさせられてしまっているんだけどな……。







「──やあやあみなさん、お疲つかれ様さまです！」

　しばしの休きゆう憩けいのあと。

　我々の学校の本部が設けられているキャンプ場事務所に赴おもむくと、先に着いていたらしい風かざ来きさんが出で迎むかえてくれる。

「ずいぶんお疲つかれみたいですね……。でももう、この宿しゆく泊はく研修ハードな場面はありませんから、あとはゆっくりしていきましょう！」

「……ずいぶん元気だな、風かざ来きさん」

　オリエンテーリング後とは思えないそのテンションに驚おどろいていると、

「ええ、それだけが取とり柄えですからねー。最近は、うちの店『ウィンカム』でも働きまくってますし、体力がついていく一方です！」

　そんなことを言いながらも、風かざ来きさんは到とう着ちやくリストから俺たちの班を発見し、『到とう着ちやく済み』の枠わくにチェックを入れる。

　そして、傍かたわらにあるレンタル用のキャンプ用品を指差し、

「これ、一グループ分ごとに備品をまとめているんで、持っていってください！　テントが男女にわけて二つと、テーブル、椅い子す、寝しん具ぐ類ですね」

「おっけおっけ、ありがと」

　説明書を見ながらこれを好きな場所に設営し、今夜はそこで寝ねる、というわけだな。

　期待はしていたけれど、本当に本格的なキャンプを楽しめそうでうれしい。

「それから、希望する班にはたき火のセットもお渡わたししますよ。薪たきぎとたき火台と着火道具一式ですね。着火時には先生からの指導も入るのですが……それも使われます？」

「うん、それもお願い」

「了りよう解かいでーす！」

　風かざ来きさんから道具一式を受け取り、テントを張る場所を探し始める。

「どの辺がいいかな？」

「広場の真ん中辺りの……動きやすい場所とか？」

　考えている亮りよう祐すけに、静しず乃のが首をかしげてみせる。

「炊すい事じは、みんなで事務所の近くの炊すい事じ場でやるんでしょ？　そこからも近いしお手洗いにも行きやすいし、その辺でどう？」

　ふん、なるほど。それがいいかもしれない。

　あんまりそういう設備から離はなれてしまうと、移動が面めん倒どうになりそうだし夜中なんて迷子になりかねない。

　けれど、

「あーいや、もうちょっと端はしっこにしとこう」

　六ろく曜ようさんが、言いながらキャンプ場の向こう側を指差し。

「例えばあの辺の……他の人も来なそうで、事務所から遠い辺りに」

「……あ、そっか」

　思い出したような顔で、静しず乃のがうんうんうなずいた。

「そうだね……今夜のことを考えれば、そっちの方がいいか……」

　──今夜の添そい寝ねのアイデアは、いたってシンプルだ。

　我々の班にレンタルされた、二人用のテント二つ。

　その片方で、俺たちがこっそり添そい寝ねするという、ただそれだけ──。

　今回の宿しゆく泊はく研修には、同学年の計二百人ほどが参加している。つまり、全体で百個ほども、このキャンプ場にテントが張られることになる。

　先生やクラス委員たちが、そのすべてをチェックすることなんて不可能だ。

　となると当然、生徒たちは決まりを破ってテントを入いれ替かえたりするだろうし……実のところ。一いつ緒しよに寝ねようなんて約束しているカップルがいたりもするらしかった。

　でも……そりゃそうだよな。

　せっかくの宿しゆく泊はく研修なんだ。みんな自由にやりたいに決まってる。

　そして……教師や学校側も、ちょっとだけそういう「ズル」を、黙もく認にんしてくれているんじゃないか、という雰ふん囲い気きもある。

　もちろん、一線を越こえたり不正が表面化したりすれば、注意されてしまうこともあるだろう。ただ、限度を守っていれば、大ごとにはならないような、そんな気配……。

　──そんな状じよう況きようであれば。

　ちょっと自由が許されている状じよう況きようなら。むしろ変に計略を張はり巡めぐらせるより、シンプルにこっそり添そい寝ねする、それが一番良いいんじゃないかと考えたのだ。

　木を隠かくすなら森の中、というわけだ。

　さらに、六ろく曜ようさんの言う通り事務所から遠い位置にテントを張ってしまえば、教師陣じんに見つかる可能性は極きわめて低くなると言えるだろう。

「……よし、この辺にするか」

　キャンプ場の端はしにつき。俺は背負っていた荷物を地面に下ろした。

　エリアの隅すみっことは言え芝しば生ふはしっかり生えているし、林も近くにあって木こ陰かげも涼すずしげだ。

　うん、良いいところなんじゃないだろうか。

　そして、俺は周囲を見回してからざっくり見当をつけ、

「この辺と……その辺に、テント張ろう」

「オーケー！」

「じゃあ、テーブルとかたき火台はその辺だな……」

「あ、わたしも手伝う！」

　班の面々と、さっそくキャンプの設営を始めた。

　──なお。

　俺たちが添そい寝ねすることによって……俺と静しず乃のが、一つのテントを占せん有ゆうすることによって、亮りよう祐すけと六ろく曜ようさんにも一つしかテントがあてがわれないことになる。

　その辺……どうなるんだろ。

　もしかして……亮りよう祐すけと六ろく曜ようさんも……添そい寝ねしちゃったりとか……？

　なんて、そんなことを準備期間のミーティング中に期待していたのだけど、

「──あー、わたしは友達のテントに遊びに行くー」

　あっさりと、六ろく曜ようさんは言ってのけていた。

「他のクラスのヲタ友と、一いつ緒しよにアイドルのライブ動画見ようって話になっててー。だからテントは、小こ峰みね氏一人で使っていいよー」

　……まあ、そりゃそうだな。

　現実的には、そうなるわな……。

　納なつ得とくしつつ、六ろく曜ようさんらしいなと思いつつ……とは言え内心、二人の進展を見られないのはちょっと残念だったりもしたのだった。
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　──たき火台の上で、火が揺ゆれていた。

　太い薪まきから立ち上る、オレンジの暖かなゆらめき……。

　どうやら、忍しのぶは実家でもよくたき火をしていたらしい。先生に着火まで見守ってもらったあとは手て際ぎわよく火をキープしてくれて。夕食を食べ終えた現在、わたしや他の班員は、ぼんやりとその眺ながめや暖かさを楽しむことができている……。

　……不思議だな、火って。

　アウトドアチェアに体重をあずけて、わたしはぼんやり考える。

　風に吹ふかれて揺ゆれる炎ほのおは、どれだけ見ていても見み飽あきない。

　そのうえ満ち足りた気持ちになれて、不安や辛つらさは自然とすっと遠のいて……色んなことを穏おだやかに考えることができるようになる。

「……楽しかったなあ……」

　自然と、そんな言葉を漏もらしてしまった。

「宿しゆく泊はく研修、どうなるかと思ってたけど……楽しかったあ……」

　──正直、眠ねむれない覚かく悟ごもしていたのだ。

　初日もそうだし今夜もそう。

　何かが一つ食くい違ちがえば一いつ睡すいもできないまま朝になってしまう可能性もあった。

　そうなれば……わたしは多分、研修続行不可能だ。

　寝ね不ぶ足そくで山歩きなんて、危なすぎる。

　何らかの形で特別に下山させてもらうことになって、周りの人たちにたくさん迷めい惑わくをかけてしまう可能性だってあった。

　けれど……それを回かい避ひできたのは、みんなのおかげだ。

　わたしと忍しのぶを気き遣づかって、面めん倒どうなことなのに協力をしてくれた花か音のんと小こ峰みねくん。

　そして、真しん剣けんに添そい寝ねの方法を一いつ緒しよに考えてくれた忍しのぶのおかげ……。

「……ありがとね、みんな」

　なんだかちょっと照れくさくて、わたしは火に視線をやったままで言う。
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「おかげで、いい思い出ができそうです……」

「……こっちこそ楽しめてるよ、ありがとう」

「そうそう、わたしたちも、やりたくてやってるだけだからねー」

　そんな風に返してくれる亮りよう祐すけくんと、花か音のん。

　そして忍しのぶも、

「まあ、まだあと一日あるからな」

　なんて彼らに続いた。

「今夜も油断せず、しっかり寝ねるようにしような。明日も一応、麓ふもと近くまで歩かないといけないし……」

「……うん、そうだね」

「まあでも……こんな感じで、解決していければ」

　見れば──忍しのぶは揺ゆれる火を真まっ直すぐ見つめながら。

　決意するような、強く願うような顔で、言葉をこぼしていた。

「大変なことも色々あるけど、一個ずつ解決していければいいな……」

　……大変なこと。

　それはつまり──不ふ眠みんのことだろう。

　わたしと忍しのぶが眠ねむれなくなっていること。そして、わたしたちの約束の行いき違ちがいのこと──。

　実はわたしは……それを解決するのに、ちょっと抵てい抗こうを覚えていた。

　問題がなくなってしまえば何かが終わってしまう気がしていたし、約束の件に関しては、純じゆん粋すいに腹を立ててもいた。簡単に、なかったことになんてしてやらないと意地を張っていた。

　けれど……なぜだろう。

　今は素す直なおに、忍しのぶの言葉にうなずくことができた。

　不ふ眠みんと約束の行いき違ちがい。

　それを、今わたしは──解決していきたいと思う。

　忍しのぶと一いつ緒しよに、みんなの力を借りたりしながら、解決できればいいなと。

　そしてその上で──もう一度。忍しのぶと、関係を作り直すことが、できればいいななんて……。

「……ふふ」

　そんな気持ちの変化に、わたしは思わず一人で笑ってしまう。

　……みんなのおかげだなあ。

　この宿しゆく泊はく研修と、助けてくれた周りの人たちが、わたしにそう思わせてくれたんだ──。







　──しばらく皆みなで話をして。

　管理棟とうの近くの施し設せつでざっとシャワーを浴びてから新しいジャージに着き替がえ、就しゆう寝しんの時間になった。

「──それじゃ、わたし友達のとこ行ってくるねー」

　火を消したたき火台の前で、花か音のんがそう言う。

「そのまま朝までその子のテントで寝ねてくるけど、こっちの片付けまでには戻もどってくるよー」

「うん、わかった」

「足あし下もと暗いから、気を付けて」

「行ってらっしゃい」

　三人で、そう言って花か音のんを見送る。

　次に、

「じゃあ……俺はこっちのテント、使わせてもらうな」

　わたしたちの隣となりのテントの入り口で、小こ峰みねくんがなんだか申し訳なさそうに言う。

「ごめんな、なんか俺だけ、広々スペースもらっちゃって……」

「いやいや、俺らがそれを望んだんだからさ」

「そ、そうだよ！　むしろごめんね、忍しのぶ借りちゃって……」

「あはは、そう言ってもらえるなら気が楽だ。……じゃあ、おやすみ、また明日」

「おう、おやすみ」

「また明日ね……」

　言い合いながら、わたしたちはテントに入る。

　二メートル四方くらいの、こじんまりした空間。

　高さは、一メートルくらいだろうか。もちろん、立ち上がることはできないから、この中ではわたしも忍しのぶも四よつん這ばいだ。

　床ゆかにはクッション用の銀色のマットが敷しかれ、寝ね袋ぶくろが二つ置かれている。

　今夜は、二人でこれにくるまって寝ねることになる……。

　……それにしても。

　テントって、なんかちょっとわくわくするかも……。

　この狭せまさが、なんだかちょっと動物の巣っぽい。

　本当に眠ねむるためだけに作られた、秘密の空間って感じ……。

　小さい頃ころ、忍しのぶと秘密基地を作ったときの感覚に近いかもしれない。

　それから、外と中を隔へだてているのが、薄うすい生き地じだけっていうのも新しん鮮せんだ。

　風が吹ふいてたわんだり、外の物音が全部丸聞こえだったり、触ふれるとひんやりしていたり……。

　自然豊かな場所に来たんだっていうことを、その中で眠ねむるんだっていうことを、はっきりと感じられる。

　──そんなことを考えながら。

　わたしと忍しのぶは、もぞもぞと寝ね袋ぶくろにくるまった。

　シートと寝ね袋ぶくろ越ごしに感じる、地面のゴツゴツした感かん触しよく。

　けれどそれも決して不快ではなくて、むしろなんだか楽しい気分。

　そして──なんだろう。

　普ふ段だんよりも、隣となりで寝ねている忍しのぶとの距きよ離りを、近くに感じる気がした。

　実際は、そんなことないのだ。

　むしろ、お互たがいそれぞれに寝ね袋ぶくろに入っている分、離はなれているかもしれない。

　彼の体温や引ひき締しまった身体からだに、直接触ふれてもいない。

　けれど──その場所にいるのはわたしたちだけで。すぐ外には、山の夜が広がっていて──。

　そのことを考えると、わたしはなぜだか、普ふ段だんよりも素す直なおな気分で、忍しのぶと話ができそうな気がした。

「……あのね」

　穏おだやかな気持ちで、わたしは彼にそう切り出した。

「本当は、わたし……自分が眠ねむれない理由、わかってるの」

　寝ね袋ぶくろに入ったまま、忍しのぶが顔をこちらに向ける。

「どうして自分が眠ねむれないのか、それに、どうして忍しのぶと一いつ緒しよなら眠ねむれるのかも……本当は、わかってるの」

　……そうだ。

　わたしは、ちゃんと理解しているんだ。

　春になって、自分が眠ねむれなくなってしまった理由。

　そして──忍しのぶと添そい寝ねをしているときだけ、眠ねむれる理由も。

「……そっか」

　穏おだやかな声で、忍しのぶは短くそう言う。

　シンプルな答えだけど──その言葉には、優やさしく続きを促うながしてもらっているような、そんな気分になった。

「わたしの家族が、ちょっとおかしくなってるのは……忍しのぶも気付いてるよね？　家に全然親いないし……わたしも、全然親の話もしないし……」

　そのことに、忍しのぶが気付いていないはずがないと思う。

　わたしの生活からはあからさまに「家族」の要素が抜ぬけ落おちているし、はっきりと避さけてさえいる。それに気付かないなんてことはないだろうし……実際忍しのぶも、そこに触ふれてくることはなかった。

　それはきっと、気を遣ってくれているからだ。

　わたしの家がおかしくなって、そのことにわたしが大きなダメージを受けているのに気が付いて、気き遣づかってくれているから。

「色々あって、家族がバラバラになって……」

　ちょっと言葉をつまらせながら、わたしは話を続ける。

「それが……眠ねむれない原因なんだと思う。わたしの中で、何かが大きく欠けちゃった……。欠かしちゃいけないものを、失っちゃった……だから多分、眠ねむれなくなった」

「……うん」

　もう一度、忍しのぶが相づちを打ってくれる。

　さっきよりも柔やわらかく、優やさしく響ひびく彼のその声──。

「忍しのぶは──」

　わたしは、そんな彼の名前を呼ぶ。

「──わたしに欠けたそれを、満たしてくれてるんだと思う」

　……気付けば。

　少しずつ、わたしは眠ねむくなりはじめている。

　頭の奥がぼんやりしてきて、目を開けていられなくなって……。

　舌が徐じよ々じよに回らなくなっていく……。

　それでも……、

「本当はね……もっと早く、原因を解決すべきだったと思うの……」

　ぽつりぽつりとこぼすように、わたしは言葉を続ける──。

「忍しのぶに甘えるんじゃなくて……添そい寝ねを、してもらうんじゃなくて……家族と、ちゃんと話すべきだった。わたしに起きてることを、話して……気持ちを、伝えるべきだった……」

　本来は、それが筋なんだと思う。

　人に頼たよる前に、わたしはちゃんと問題と向き合うべきだった。

　なによりもまず、その解決を目指すべきだった……。

「でも……ごめんね。どうしても、わたし……まだ、許す気に……なれなくて。家族と……話す気に、なれなくて……」

「……うん」

　忍しのぶの返事も、ちょっと眠ねむそうだ。

　けれど、それで良いいと思う。

　そうやって、夢か現実かわからない、それくらいの感じで聞いてもらえれば十分だ……。

「だから……あのね……」

　そして──わたしは顔だけ忍しのぶの方に向けると。

　彼に、改めてお願いする──。

「……もう少しだけ、わたしと一いつ緒しよにいてね……」

「……もちろんだよ」

　忍しのぶが、半分眠ねむっている顔でうなずいた。

「こっちだって、眠ねむれないのは変わらないし……だから、こっちこそ、これからもよろしく……」

「……うん」

　……ダメだ、そろそろ限界だ。

　もう、眠ねむりの淵ふちがすぐそばまで来ている……。

　けど……もう一つ、わたしには言いたいことがある。

　どうしても、忍しのぶに伝えたいことがあるんだ……。

「……ねえ、忍しのぶ？」

「……ん？」

　相変わらず、穏おだやかな声で返してくれる忍しのぶ。

　わたしはちょっとだけ緊きん張ちようしながら──彼に打ちあけた。

「──あのね、わたし……」

「……うん」

「…………トイレ行きたい」







「……ごめんねえ、ついてきてもらっちゃって」

「ああ、構わないよ……ふぁああ……」

　忍しのぶについてきてもらってトイレに行き、テントに戻もどってきたところで。

　忍しのぶはそう言って、大あくびをした。

「ほんとごめん……眠ねむいよね……」

「まあな……まあでも、真夜中に起こされるよりは全然いいよ……」

　言いつつも、忍しのぶは足あし下もとがおぼつかずふらふらしている。

　そしてわたしも……もう本当に限界だ。

　今ここで目を閉じたら、そのままその場に倒たおれて朝まで寝ねちゃいそう……。

「よし……寝ねよう……」

　言いながら、テントに潜もぐり込む忍しのぶ。

　そしてそれに、わたしも続いて寝ね袋ぶくろに入ると──あっという間に眠ねむりに落ちた。

　そして──そのタイミングで犯おかしたミスを。

　テント入り口のチャックを閉め忘れる、というミスを、わたしたちはのちに深く悔くやむことになる……。





＊






　──翌朝。

　風かざ来き頼より子こは他の生徒たちより一足早く目を覚まし、管理棟とうで教師たちと作業をしていた。

「──風かざ来きさん、これが今日の地図ね。出発する前にみんなに配るから、確かく認にんしておいて」

「はい、わかりました！」

「それから、このリヤカーたちにテントとか備品とかを回収して、倉庫まで運はこび込んでもらえるかな？　結構重くなるから、誰だれかに助け求めてもいいよ」

「承知です！」

　今回の宿しゆく泊はく研修に際して、各クラスの委員長にはこのような雑務が任されている。

　教師と協力しての荷物運びや備品の管理など、体力を使うタイプの雑務たち。

　他の委員長たちが渋しぶ々しぶそれに協力する中、風かざ来きは積極的に仕事をもらいに行ってはこなしていたこともあって、今やすっかり教師からも頼たよられる立場にあった。

「じゃあわたし、備品回収コーナー設置してきますー！」

「はーい、ありがとねー」

　教師にそう言うと、風かざ来きは指定されたリヤカーを引きながら表に出る。

　タイヤのついたスチール製の荷車は、小こ柄がらな彼女にはちょっと重たい。

　これをあといくつか並べて備品回収コーナーを作り、すべての備品を回収後に倉庫に戻もどすのが、今朝の彼女のメインの仕事になりそうだ。

「……さすがに、ちょっときついですね……」

　普ふ段だんの風かざ来きであれば、なんとか自分でやりきる量だ。

　身体からだを動かすのは好きだし、人の役に立つのも大好き。

　できることなら一人でやってしまいたい。

　とは言え、彼女も二日間の宿しゆく泊はく研修で疲つかれ始めている。ここは無難に、誰だれかに助けを求めるのが得策かもしれない。

「……ふう……」

　一つ目のリヤカーを設置し終え、キャンプ場を見み渡わたす。

　ちょうど、生徒たちの起き床しよう時間だ。

　いくつかのテントから寝ねぼけ眼まなこの同級生たちが顔を出している。

　その中には、見知った顔もあって、

「ああ、やはり佐さ伯えきさんは朝がお早いですね……！　軒のき下したさんも、鈴すず木きさんもすでにばっちり目が覚めてる……。反対に、六ろく曜ようさんはずいぶん眠ねむそうですねえ……」

　一人つぶやきながら、思わず笑ってしまう。

　起きてくる時間や彼らの表情にも、それぞれの個性が見えておもしろい。

　ただ、

「……ん？」

　予想外のことに気が付いて、風かざ来きは小さく首をかしげた。

「六ろく曜ようさんのテントから……青あお葉ばさんと、中なか野のさん……？」

　──一つのテントから、なぜか三人も生徒が出てきた。

　すべてのテントは、二人一組で使うようになっているはずなのに。

　それに、考えてみれば六ろく曜ようは忍しのぶ、小こ峰みね、静しず乃のと同じ班であるはず。

　ということは……、

「……遊びに行って、そのまま寝ねちゃったんでしょうね」

　風かざ来きはひとりごちて、苦く笑しようした。

　正直、こういうことをする生徒がいるのは予想の範はん囲い内だ。

　せっかくの宿しゆく泊はく研修なんだ、自由に楽しみたい生徒もたくさんいるだろう。

　そして──教師たちも、どこかでそれをある程度許容している様子だった。

　風かざ来き自身も、これくらいのことでは目くじらを立てるつもりもない。

「まあ、不純異性交遊してる、とかではないですしね……」

　むしろ、自分もクラス委員でなければ、彼らと同じように他のテントに遊びに行って、そのまま朝まで遊んでいたかもしれないとも思う。

　こういうのも、きっと青春のスパイスの一つになるのだ。

　……と、そんなことを考えていて。

　目の前の景色を眺ながめていて、風かざ来きはふと思い付く。

「……そうだ」

　一つ、良いいアイデアを思い付いた。

　目の前に積まれた重労働を、一番楽しく効率よく片付ける方法。

　……うん、それがいい、そうしよう。

　決心すると、風かざ来きはもう一度キャンプ場を見回し、

「……よし、行きましょう！」

　一つうなずいて、『彼』のいる場所へ向かって歩き始めた──。







「──確か、この辺だったはず……」

　言いながら、風かざ来きはキャンプ場の片かた隅すみ。

　林に近いゾーンに設置されたテントたちを見回した。

　すべてのテントの位置を把は握あくしているわけではないけれど、委員長としてクラスメイトのざっくりの宿しゆく泊はく場所くらいは認にん識しきしていた。

　そして、

「……あ、きっとここですね」

　とあるたき火のあとを見つけて、風かざ来きはそこに『彼』がいると認にん識しきした。

「このきれいな薪たきぎの組み方……大おお滝たきさんに間ま違ちがいない……！」

　──たき火のレクチャーに回っていた先生が、言っていたのだ。

　薪たきぎの組み方一つを見ても、生徒各自の性格が出ていておもしろい。

　特に大おお滝たきは、丁てい寧ねいに薪たきぎを組むし効率的に火を点けていたし、あれは経験者だな、と。

　確かに、他のグループのたき火台の上には乱雑に薪たきぎが置かれているのに対して、そのグループはすでに燃え落ち火も消されているものの、きれいに薪たきぎを組んだ形けい跡せきが見られた。

　だから──その目の前の二つのテント。

　そのどちらかに、彼女の探している男子……忍しのぶがいるはずだ。

「──さて、どっちでしょうね……」

　──風かざ来きはなんとなく、このグループの四人に好印象を抱いだいている。

　全員がいい人で、風かざ来きにも優やさしくて……そしてなんだか、妙みように色いろ恋こい沙ざ汰たの匂においがする。

　委員長としても個人の興味の対象としても、風かざ来きはあの四人に関心があった。

　不純な感じだとかオラついた感じがない辺りも、委員長としてはありがたい。

　元気でほがらかで明るく、をモットーとしている風かざ来きだけれど、悪事や不正にはきちんと厳しい目を向ける。

　そんな風に「バトルモード」になる必要がないことがわかりきっている分……あの四人には、リラックスして楽しく接することができるような気がしていた。

　──そんな前提があるから。

　風かざ来きは、忍しのぶに今回の備品回収を手伝ってもらおうと考えていた。

　彼は体格が良くて体力もあるようだったし、生き真ま面じ目めで優やさしいし、きっと快く手伝いを引き受けてくれるはずだ……。

　ただ問題は、

「どうしよう、大声で名前でも呼びましょうか……」

　ここからどうアプローチするかだった。

　まだ起きた様子もないし、忍しのぶは小こ峰みねと一いつ緒しよにテントの中で寝ねているんだろう。

　無む邪じや気きな風かざ来きと言えど、クラスメイトの男子が寝ねているところに不ぶ躾しつけに踏ふみ込むようなマネはしない。

　レディーとしてのデリカシーも、きちんとわきまえてい（るつもりだっ）た。

　とは言え、ここでのんびり起きてくるのを待つわけにもいかないし、そろそろ管理棟とうにも戻もどらないといけないし……やはり、ここで大声を出してみるべきか。

　……と。

「……ん？」

　ふと、気付いた。

　並んでいる二つのテント──その片方の入り口が開いたままになっている。

　チャックが半分開いている、とかそういうレベルではない。

　もう、完全に上から下までフルにオープンになっていて……テント内まで見えそうなほど、がっつり入り口が開いているのが。

「……あ、もしかして、もう起きてたんですかね」

　つぶやきながら、風かざ来きはそちらに近づいていった。

「だとしたら、話が早くて助かります」

　テントの前に立って、中を覗のぞき込んだ。

　明るい日差しとテント内の薄うす暗くらがり。そのコントラストに、しばらく目が慣れない。

　けれど──短い間を置いて。

　ようやく目が慣れて、中の様子を把は握あくできた風かざ来きは──、

「……えっ」

　──目の前の光景に。

　その、信じがたい景色に硬こう直ちよくした。

　──男女がいた。

　体格のいい、大おお柄がらで素そ朴ぼくな男子──忍しのぶ。

　小こ柄がらで垢あか抜ぬけて可か憐れんな女子──静しず乃の。

　その二人が、寄より添そい合うようにして。

　くっついて安らかに、眠ねむっていた──。

　──ぱっと、風かざ来きの頭がオーバーヒートする。

　この二人が、交際している可能性は感じていた。

　お似合いの二人だと思ったし、もしそうなら応おう援えんもしたいと思っていた。

　絵に描かいたような純じゆん粋すいなお付き合いをしそうだなんて考えていた。

　──けれど。

「……え？　……え？」

　目の前の景色に、ぼう然としてしまう。

　四角い袋ふくろ型の寝ね袋ぶくろは、脇わきのチャックが開いて乱れている。

　小さく口を開け、のんきに寝ねている忍しのぶと──そして、そんな彼に抱だきつくようにして。

　その身体からだを密着させて寝ねている、静しず乃の──。

　そして──甘い匂におい。

　テントの入り口からこちらまで漂ただよってくる、かわいらしい香り──。

　──きっと、静しず乃のだ。

　静しず乃のの髪かみや服から香っている、年とし頃ごろなりの身だしなみの結果だ。

　けれどそれが今、風かざ来きには妙みように生々しく感じられて。

　それが──一線を越こえた証しよう拠こであるような。

　このテントの中でそういうようなことが行われた証あかしであるような、そんな実感を持って風かざ来きを貫つらぬいて──。

「……ッ！」

　彼女は、全身にざわめきが走るのを、はっきりと感じた。

「……に……るんですか」

　かすれた声で、そうこぼす。

「何……してるんですか」

　──決して、大きな声ではなかったと思う。

　むしろ、普ふ段だんの彼女の声量を考えれば、感情もボリュームもかなり抑おさえられた声だった。

　それでも、

「……ん。んん……？」

　忍しのぶが、くぐもった声を上げ身じろぎする。

「もう、朝か……？」

「ええ、朝です」

　はっきりと、風かざ来きはそう言い切った。

　けれど──忍しのぶは未いまだに寝ねぼけた様子で、

「静しず乃の……朝だって。もう、起きないと……」

「ん？　ええ……？」

　目を閉じたまま、静しず乃のは伸のびをする。

「まだわたし……眠ねむいんだけど……」

「俺も……」

　そのやりとりで、風かざ来きは理解する。

　ああ、この人たちは──これが初めてじゃない。

　ずっと前から、こういう仲なんだ。

　だからこんな場所でも──宿しゆく泊はく研修のテントの中でも、そんなことをしてしまった。

「……起きてください」

　もう一度はっきり言うと──ようやく、忍しのぶが異変に気付く。

　弾はじかれたように身を起こし、こちらを見て目を見開く。

　数秒遅おくれ、静しず乃のも起き上がり風かざ来きに気付き、「……え」と声を漏もらした。

　そんな二人に、

「……事情を聞かせてください」

　風かざ来きは、はっきりとした口調でそう言い切った。

「こういう状じよう況きようになっているわけを、教えてください……！」
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「──ち、ちちちちち、違ちがうんだよ！」

　我ながら、みっともないほど狼ろう狽ばいしていた。

「そ、そういう感じじゃなくて……別になんか、そういうことしてたわけじゃなくて……」

　寝ね起おきなのもあって、全く言葉が出てこない。

　筋立てて、言い訳を言うことさえできない。

　それでも、

「じ、事情があるんだよ！　やむをえないというか、こうせざるをえない理由が……！」

　俺は必死で頭を回して、取りすがるようにして言葉を続けていた。

　俺たちのいるテント。

　その外には──風かざ来きさんが立っている。

　珍めずらしく落ち着いた表情で、じっとこちらを見ている風かざ来きさん。

　俺たちは──思いっきり添そい寝ねを見られてしまった。

　くっついて寝ねているところを、見られてしまった。

　しかも静しず乃の……俺に抱だきついてたよな。

　静しず乃のは添そい寝ね中、何かの拍ひよう子しに俺に抱だきついてしまうことがある。今回も、お互たがいいつのまにか寝ね袋ぶくろを抜ぬけ出だし、そういう体勢になっていたんだろう。

　よりによって……その状態を、風かざ来きさんは見たことになる。

　──頭が、完全にオーバーヒートしていた。

　添そい寝ねがバレるのは初めてのことで。

　そのうえ、亮りよう祐すけたち以外にその場面を目もく撃げきされるのも初めてのことで……。

　ど、どうすればいい!?　どう説明すればいい……!?

　こ、これ……対応を間ま違ちがえたら……結構な問題になりかねないぞ。

　なんとか、なんとか穏おん便びんにことを済ませないと……！

「どういう事情で、こうなったんですか……？」

　穏おだやかに尋たずねてくる風かざ来きさん。

　そ、そうだ、事情だ……。

　ここでなんとか、添そい寝ねが事故だったと思ってもらえるような事情を、でっち上げられれば……。

　一いつ瞬しゆんで考えをめぐらせてから、

「そ、その……夜中に俺、トイレ行ったんだよ！」

　ぱっと、思い付いたアイデアを口にする。

「たき火見ながら、お茶飲み過ぎたみたいで……寝ねてたんだけど、どうしてもトイレ行っておきたくなっちゃって……。すげえ眠ねむかったけど、頑がん張ばって行ったんだよ……」

　……この辺は、一部事実でもある。

　実際俺、昨日の夜に眠ねむ気けをこらえてトイレに行ったわけだしな。

　まあ……本当は俺だけじゃなくて、静しず乃のも一いつ緒しよにだったんだけど……。

「それで、戻もどってきてテントに入って寝ねたんだけど……それが、間ま違ちがってたみたいで。亮りよう祐すけのいる方じゃなくて、森もりさんのいる方に入っちゃったみたいでさ……それで、こんなことになったんだよ！」

　……うん、筋が通った。

　口からでまかせだけど、なんとか言い訳できたぞ！

「だから、別に風かざ来きさんの思ってるようなことはなくて！　むしろ……森もりさん、ごめん。寝ねてるとこ勝手に入っていって。びっくりしたよな……？」

「う、うん！　何が起きたかと思ったよー！」

　話を振ふると、静しず乃のもアドリブでそれに乗っかってくれる。

「さ、最初は花か音のんが帰って来たのかなって思ったけど……大おお滝たきくんだったんだね！　びっくりだよ、次からは気を付けてよ！」

　よし、完かん璧ぺきだ……！

　もちろん、これで風かざ来きさんを完全に説得できたかはわからないけれど、少なくとも「実際にそうであるかもしれない」言い訳をすることができた。

　ここから何か話が大ごとになっても、これを主張し続ければなんとか逃にげ切きれ──、

「──噓うそですよね……」

　──風かざ来きさんが言う。

「それ、絶対噓うそですよ……」

「な、なんでだよ!?」

　思わず、声がうわずってしまった。

　俺は慌あわてて一度咳せき払ばらいすると、

「信じないのは勝手だけど……別に、噓うそついてるなんて根こん拠きよはどこにもないだろ？　そんなの、言い切れないはずだろ……」

　けれど、あくまで風かざ来きさんは落ち着いた表情のままで、

「……さっきの会話」

　ぽつりとこぼすように言う。

「起きた直後の、お二人の会話……。あれ、おっしゃる通りテントを間ま違ちがえただけなら、あんな風にならないですよ。お互たがいに、隣となりにいるってわかってなきゃ、あんな言い方になりません……」

「……ッ！」

　言われて──思い出してみる。

　目を覚ましたときの、俺たちの会話──。

『静しず乃の……朝だって。もう、起きないと……』

『ん？　ええ……？　まだわたし……眠ねむいんだけど……』

『俺も……』

　──風かざ来きさんの、言う通りだった。

　つじつまが合わない。

　俺が間ま違ちがってテントに入ってしまっただけなんだとしたら……あんな会話になるはずがない。

　……完全に、言葉につまってしまった。

　自分の犯おかしてしまったミス。

　それをここから……ひっくり返す方法が、思い付かない……。

「……応おう援えんしたいと、思ってたんですけどね」

　残念そうに、風かざ来きさんは視線を落として言う。

「お二人ともすごくいい人そうですし、真面目そうですし……そんな方々が、お付き合いしているなら……応おう援えんしたいと思ってました。というか、今ももちろん思います……けど……」

　そして──こちらを見ると。

　毅き然ぜんとした態度で、はっきりした声で、俺たちに言う──。

「先生に──報告しなければなりません。委員長として、この件を隠かくしておくことは、できません──」

　──背中に、つっと汗あせが伝った。

　教師にバレる──。

　静しず乃のと添そい寝ねしていたのが、学校側に伝わる──。

　そうすれば……どうなる？

　説教されるだろう、それは間ま違ちがいない。

　ただそれでは済まなそうだし、親に連れん絡らくを入れられるかもしれない。

　もしかしたら一人暮らしをやめさせられて、どこかの寮りように入れられるかもしれない。

　そしたらもう……。

　……俺と静しず乃のは、添そい寝ねができなくなってしまう。

　──止めなきゃ、と思う。

　なんとかして、土下座でも何でもして、それだけは止めなきゃ。

　教師への報告は、勘かん弁べんしてもらわなきゃ──。

　けれど……理由が思い付かない。

　風かざ来きさんの言っていることは正論だ。

　どう見ても、俺と静しず乃のはこのテントに隠かくれて、何かしらしていたとしか思えない。

　仮に何もしていなかったとしても、俺たちはもう子供じゃない。男女で一いつ緒しよに寝ねていたというだけで、高校生的には大問題になる。

　それを発見したクラス委員長が、黙だまっているなんてできるはずがない。

　そんなの責任問題になりかねないのだ……。

　そういう正論を覆くつがえすだけの「内ない緒しよにしてもらう理由」を、風かざ来きさんが黙だまっていなければいけない理由を──俺は、思い付くことができない。

「……そろそろ作業ですね。行かなくちゃ」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんして、風かざ来きさんはそう言う。

「片付けでばたばたしてますし、先生には帰りのバスの中で報告することにします。そのまま学校で事情を聞かれるかもしれないので、そのつもりで。それでは……」

　それだけ言うと、風かざ来きさんはくるりときびすを返し。

　小走りで、管理棟とうの方へ向かっていった──。
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「──なん……だと」

「そりゃあ、参ったな……」

　──今朝の経けい緯いを、花か音のんと小こ峰みねくんに説明すると。

　バスの待っている駐ちゆう車しや場へ向かって山を下りながら、二人は深刻な表情でそう言う……。

「ごめん、何か言い合いになってるのは、隣となりのテントで気付いてたんだけどさ……」

　小こ峰みねくんは、そう言って悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。

「迂う闊かつに出てくと面めん倒どうになるかと思って、黙だまって話が終わるのずっと待ってたよ……。加勢すれば良かった……」

「いやいや、出ていったら、きっと亮りよう祐すけも変に巻き込まれただけだったよ……」

　困り果てた様子で髪かみをかき、忍しのぶがそうフォローする。

「こっちこそ申し訳ない、せっかくの宿しゆく泊はく研修最終日に、こんなことになって……」

　……本当に、忍しのぶの言う通りだ。

　わたしたち、この宿しゆく泊はく研修で小こ峰みねくんと花か音のんに迷めい惑わくをかけ過ぎだ。

　そもそも不ふ眠みんになんてなっていなければ、二人ももっと普ふ通つうに研修を楽しめたのに。

　ほんとごめんね、小こ峰みねくんも花か音のんも……。

「それにしても……あと一時間くらいで、駐ちゆう車しや場には着くでしょ？」

　花か音のんはそう言って、むんと腕うでを組み。

「そのタイムリミットまでに、何ができる……？　風かざ来きさんを追いかけて、説得する？」

「まあ……それしかないと思うんだけど」

　足あし下もとに気を付けて歩きつつも、わたしは弱気な声でそう答えてしまう。

「ここから、どんな風に説得すればいいかわからないの……。向こうには、すでに一回噓うそを見み抜ぬかれてるから、ここからさらに噓うそを重ねるのも危ない。かといって、本当のことを言うわけにもいかないし……」

　もう、手て詰づまりだとしか思えないのだ。

　これ以上言い訳し続けるのはリスクがありすぎる。

　とは言えほんとのことを言えば、もっと面めん倒どうになるのは確定だ。

　これまで添そい寝ねしてきたことだとか不ふ眠みんのことだとか、そんなことが教師陣じんに伝われば……もう、めちゃくちゃになるのは目に見えている。

「……なるほど、どうするか……」

「もうこうなったら……」

　口元に手を当てている小こ峰みねくんに、花か音のんが薄うすい笑えみを浮うかべながら続いて、

「脅おどして口くち封ふうじするか……？　あるいはもう……ヤるか……？」

「ヤ、ヤる……!?」

　忍しのぶが、ビクリと震ふるえながら花か音のんの方を見る。

「な、何を……？」

「……さあ？」

　薄うす暗ぐらい笑えみのまま、花か音のんは低い声でそう言う。

「『殺やる』でも『犯やる』でも『破やる』でも『遣やる』でも……わたしは何でもするよ……推おしのためならね……」

「ヒッ……！」

　情けない声を上げて、戦おののいている忍しのぶ。

　いや怖こわいよ花か音のん！　さすがにそれは怖こわいよ！

　でも、マジでこの子はそういうことをやりかねない……。

　花か音のんが犯罪行こう為いに走る前に、この問題をなんとかしないと……。

　けれど……ろくな案は思い付かなくて。

　ここから風かざ来きさんを止める方法なんて、どこにもないような気がしてしまって……。

「……どうしよう」

　わたしは山道を下りながら、途と方ほうに暮れてしまう……。

「どうすれば……ここから上う手まくごまかせるんだろう……」

　と、

「……ん？」

　ジャージのポケットの中で、スマホが震ふるえているのに気付いた。

　これは、誰だれかから着信が来たみたいだ。

　画面を確かく認にんすると、

「……あれ、華はなさんだ」

　表示されているのは小こ峰みねくんのお姉さん、小こ峰みね華はなさんの名前だった。

　どうしたんだろ。

　彼女とは、例の変装の買い出し以来ちょこちょこメールしてきたけれど……。

「……もしもし？」

『あーもしもしー？　静しず乃のちゃーん？』

　通話をタップしスマホを耳に当てると、元気な華はなさんの声が聞こえてくる。

『やっほー、元気してるー？』

　その問いに、わたしは一いつ瞬しゆん口ごもってから。

「はい……まあまあ、元気です」

　……実際は、疲つかれ果はてているけれど。

　ここしばらくの野外活動と今朝のトラブルで、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだけど……華はなさんにそれを言ってもしかたない。

　ひとまずは、何でもない振ふりをしておこう……。

「それで……どうしたんですか？　何かありました？」

『それがさー、ちょっと静しず乃のちゃんに聞きたいことがあってー……』

　言って、なぜか華はなさんは電話越ごしなのに声を潜ひそめると、

『今亮りよう祐すけ……静しず乃のちゃんと同じ班で、宿しゆく泊はく研修中でしょ？　その班に、例の……六ろく曜ようさんもいるんでしょ？』

「ああ、はい……そうですね」

　そして華はなさんは、

『その……亮りよう祐すけ、どんな感じ？』

　恐おそる恐おそる、そんなことを尋たずねてきた。

『その六ろく曜ようさんと……なんかなっちゃったりしてる……？』

　──思わず、噴ふき出だしてしまった。

　……本当に気になってたんだな。

　自分の弟が、この宿しゆく泊はく研修をきっかけに件くだんの女子と何か進展しないのか、華はなさん、本気でそれが気になってたんだ……。

　この間の買い物のときも言ってたもんなあ。何か進展があったら、教えて欲しいって……。

　破は天てん荒こうだし適当な人だけど、そういうところはちょっとかわいくて。

　弟大好きなお姉ちゃん、という感じで、わたしは張はり詰つめていた気分がちょっと楽になる。

「あはは……特に何もないと思いますよ」

　笑い出しながら、わたしはスマホに向かってそう答えた。

「割とずっと一いつ緒しよにいますけど、いつも通りというか……」

『そうなの？　ならいいんだけどさ～……』

「……ああ、むしろ」

　と、わたしはちょっとそこで申し訳ない気分になり、

「わたしたちが……わたしと忍しのぶが、ちょっと迷めい惑わくかけちゃってて……今も、トラブルが起きてて……だから、そっちで手て一いつ杯ぱいにしちゃってるかもしれません」

　そうだ、それがなければ違ちがったかもしれない。

　二人がわたしたちのことなんて気にせずに宿しゆく泊はく研修できれば、もうちょっと違ちがう展開もあったのかも……。

　華はなさんには悪いけれど、わたしは最近思うのだ。

　小こ峰みねくんと花か音のん、まあまあお似合いなんじゃないかって。

　好きなものに一直線な花か音のんと、それを受け入れる度量のある小こ峰みねくん。

　本人たちは何もないと言ってるし、今は実際そうなんだろうけれど……実は結構、相あい性しようが良いい気がするのだ。

　そんな二人が近づくチャンスを、わたしと忍しのぶは奪うばっちゃったのかも……。

『ん？　トラブル？』

　スマホの向こうで、華はなさんは不思議そうな声を上げる。

『どしたのー？　何があったー？』

「ああ……それがですね……」

　ここまで来たら、隠かくすのも微び妙みようだろう。

　わたしは、華はなさんにざっとこれまでの経けい緯いを説明した。

　人の目をかいくぐりながら二晩添そい寝ねしたこと。それでも今朝、ミスをきっかけに一番やっかいな人にその現場をばっちり見られたこと。

　そして……このままではその話が教師に届き、どうなってしまうかわからないということ。

　華はなさんは、すべてを聞き終えると、

『あ～なるほど。そういう感じか～……』

　なんてため息交じりに言ったあと、

『めんどくさーい。わたしだったら、もう全部無視して逃にげたくなるわ～』

「ははは、そうできると一番いいんですけどね……」

　わたしももう、逃にげちゃいたいくらいだ……。

　風かざ来きさんからも学校からも、何もかもほっぽり出して逃にげちゃいたい……。

『……まあでも』

　と、そんなわたしの考えに継ぐようにして、

『静しず乃のちゃんと忍しのぶは……逃にげるのはやめた方がいいだろうねえ』

「……ですよね」

　そうだ、逃にげたってどうにもならない。

　結局わたしたち、ごまかすにしろどうするにしろ、問題から逃にげようがないんだから。

　けれど、

『いや、あのね～……この間も言ったけど』

　華はなさんは、そんな風に言葉を続ける。

『普ふ段だんと違ちがうことやっても、しんどいし上う手まくいかないだけなんだよ～。逃にげるなんて、静しず乃のちゃんも忍しのぶも慣れてないでしょ～』

「……そう、ですね」

　そういえば、そうだ。先日、華はなさんは言っていた。

　──自分本来のやりかたと違ちがうことしても、しんどいだけだったりするからね～。むしろ、忍しのぶなりのやりかたを貫つらぬいた方がいいんじゃない？　知らんけど。

　確かに、わたしたちは華はなさんみたいに上う手まく逃にげることはできないだろう。

　特に忍しのぶは。

『だから──もういつもの自分で行くしかないよね～』

　あくまで軽い口調で、華はなさんはそう続ける。

『それでダメだったらダメだったときだよ～！　まあ、当たって砕くだけていこうぜ～』

「当たって……砕くだけるですか」

『そうそう～。だってもう、逃にげられそうにないんでしょ？』

「……はい」

『だったら、もう覚かく悟ご決めるしかないんだよ～。どうやったって無傷でなんていられないんだから、真正面からぶつかっていこう～』

「……真正面から」

　その言葉が、妙みように胸に響ひびいた。

　なんとかこの場を切きり抜ぬけようと、回り道を探していたわたし。

　けれど……そうか。

　回り道が見つからないなら──真正面から、行くしかないのか。

　──それからしばらく話をして、華はなさんとの電話は終わった。

「……ふう」

　一つ息をして、周りを見る。

　山道を下る途と中ちゆう。

　目に入る緑と、足あし下もとに感じる土や岩の感かん触しよく。

　そして──不安げに話し合いながら歩いている、忍しのぶ、小こ峰みねくん、花か音のん。

　……うん、なんだか気持ちの整理がついた気がする。

　状じよう況きようは好転していないし、具体的な打開策だって全く思い付いてない。

　けれど、できることなんて、最初からそんなにないんだ。

　なら、思い切ってそれに賭かけてみよう。

「……ねえ、忍しのぶ」

　わたしは小走りで忍しのぶの元へ向かうと──その背中に声をかけ、話し始めた。

　さっきまで華はなさんと話していたことを。

　わたしたちに今、できることを──。
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　──到とう着ちやくした、駐ちゆう車しや場。

　何台ものバスが並んだその空間には、まだそれほど生徒たちは集まっていないようだった。

　俺たちもかなり疲ひ労ろうしているけれど、それは他の生徒も当然同じだろう。

　無理せずゆっくり時間をかけて、山から下りてきているのだと思う。

　今回の宿しゆく泊はく研修のしおりを確かく認にんすると、ジャージから制服に着き替がえる時間なんかも設定されているから……うん、出発までにはまだしばらくありそうだ。

　そして──俺は。

　四人の先頭に立ち、俺は駐ちゆう車しや場の中を見み渡わたす。

　もうすでに、彼女は来ているはずだ。

　先頭でキャンプ場を出発していたし、俺たちが追おい抜ぬくこともなかった。

　なら、彼女はこの駐ちゆう車しや場のどこかにいるはず。

　そして、しばらく辺りに視線をやって──、

「……見つけた」

　──探していた彼女の姿を見つける。

　俺たちの乗る予定のバスのそばで、何やら雑用をしている女子。

　小こ柄がらな身体からだをテキパキと動かしている、風かざ来きさん──。

　俺たちのクラスの担任は最後こう尾びでキャンプ場を出発するとのことだったし、まだ報告はされていないはず。

　なら──チャンスは今しかない。

　今、彼女と話さなきゃいけない──。

「……静しず乃の、行こう」

「うん……」

　うなずき合って、静しず乃のと二人歩き出した。

　──話すことは、もう決まっている。

　むしろ、最初からそれしかなかったのだと思う。

　なのに、ぐずぐずと悩なやんでいた俺の背中を静しず乃のが、そして電話で話したという華はなさんが押してくれた。

　だからもう──やれることをやるだけだ。

　成功率は、決して高くはない。

　けれど、一分の一の自分たちで、風かざ来きさんに向かい合うしかない。

「……風かざ来きさん」

　彼女の前に立ち名前を呼ぶと、

「……はい、どうしました？」

　いつもよりもちょっと警けい戒かい気味の表情で、風かざ来きさんがこちらを見る。

　それでもできるだけ明るい口調を心がけているようで……うん、やっぱりこの子は生き真ま面じ目めだなと思う。

「ちょっと……どうしても話がしたくて」

　俺は、まずそう切り出した。

「今朝のこと、ちゃんと話したいんだ。時間もらえないかな？」

「時間は……大だい丈じよう夫ぶですけど」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんして、風かざ来きさんは言う。

「話してもらっても、わたしがすることは変わりませんよ？　それでもいいですか？」

「うん、それでもいいよ」

　隣となりの静しず乃のが、こくりとうなずく。

「一度、わたしたちのこと話しておきたかっただけだから」

「……そうですか」

　そう言って、風かざ来きさんは小さく息を吐はき出だす。

「じゃあ、ここでは何なので、ちょっと移動しましょう」

「そうだな」

　うなずいて、俺たちは人気のない林の遊歩道の方へ向けて、歩き出した。







　──到とう着ちやくした、ちょっとした広場。

　駐ちゆう車しや場から数分ほどのそのスペースで。

「──まずは、今朝は驚おどろかせてごめん」

　まず俺は、風かざ来きさんにそう切り出した。

「あんな風に、いきなりクラスの男女が一いつ緒しよに寝ねてたらビビるよな……。それから、噓うそをついたのもごめん。こっちも動転して、口からでまかせを言っちゃったよ……」

「……ええ」

　相変わらずわずかな警けい戒かい心を顔に覗のぞかせ、風かざ来きさんはそう言う。

　俺たちがこれから何を話すつもりなのか、不安を抱いだいているのかもしれない。

　……そりゃそうだよな。

　こんな人気のない場所に連れてこられて、しかも俺みたいなガタイの男子までいて。

　怖こわくなってもしかたないかもしれない……。

　だから俺は、

「……事情を、全部話そうと思ったんだ」

　まずは、はっきりとそう彼女に伝えた。

「俺と静しず乃のが一いつ緒しよに寝ねてたのには、事情があるんだ。それを、先生に話す前に風かざ来きさんに知ってもらいたいって思ったんだよ」

「……なるほど」

　言って、ふっと風かざ来きさんは息を吐はく。

「どういう事情があったんですか？　お付き合いをされていて、だから一晩一いつ緒しよに過ごしたんだと思ったんですが……」

　こちらの真しん剣けんな気持ちが伝わったのか、ほんの少し普ふ段だんの調子を取とり戻もどした風かざ来きさん。

　良かった、少しは緊きん張ちよう感をほどくことができたらしい。

「それが、本当に俺たち、付き合ってないんだよ」

　そんな彼女に──俺は一度大きく深呼吸してから。

　覚かく悟ごを決めてから、端たん的てきに核かく心しんを伝える──。

「ただ──毎晩添そい寝ねしてるんだ」

「……へ？」

「昨日だけじゃない、ここしばらくずっと──毎晩添そい寝ねしてるんだよ」

「……えええええ!?」

　風かざ来きさんは、俺の告白に目をむいた。

「ま、毎晩ですか!?　そ、そんな破は廉れん恥ちなことを日常的に!?」

「は、破は廉れん恥ちとかじゃないの！」

　顔を真っ赤にしてそう言う風かざ来きさんに、静しず乃のが慌あわてて割って入る。

「ちゃんと、それには理由があって……あのね」

　と、そこで静しず乃のは一度咳せき払ばらいして、

「わたしたちこの春からずっと不ふ眠みんで悩なやんでて……ちょっとだけ、『ウィンカム』でも話したよね？　忍しのぶは不ふ眠みんで悩なやんでるって」

「……ああ、そうですね。そうおっしゃってましたね」

　そのときのことを思い出すような顔で、風かざ来きさんはこくこくとうなずく。

「あれ、実は忍しのぶだけじゃなくて、わたしもなの。二人とも、偶ぐう然ぜん揃そろって四月から不ふ眠みんになってて……」

「具体的には、俺は一人暮らしを始めたときからだ。きっと、実家暮らしから環かん境きようが変わったことが原因だったんだと思う」

「わたしも、結構家庭環かん境きようが大きく変わってね。その、親と不仲になって……今は、実家にほとんど一人暮らし、みたいな感じで……」

「なるほど。じゃああのときの話は、少なくとも一部は事実だったんですね……」

　けれど、風かざ来きさんは不思議そうに首をかしげ、

「でも、なんでそれが、一いつ緒しよに寝ねることに繫つながるんですか？　眠ねむれない同士、朝までお話ししているとかそういうことですか？　それだと、余計不ふ眠みんになっちゃいそうですが……」

「いや、それが……どういうわけだか、静しず乃のと一いつ緒しよのときだけ眠ねむれるんだ」

「一いつ緒しよのときだけ……？」

「あのね……わたしたち添そい寝ねしてるときだけ、ぐっすり眠ねむれるの……」

　恥はずかしげに口ごもりながら。

　それでも、覚かく悟ごを決めた様子で静しず乃のは言う。

「他にも色々試ためしたんだよ？　ヨガとかストレッチとか運動とか。あとは牛乳飲んだり音楽聴きいたり……。それでも全然ダメだったのに……忍しのぶと一いつ緒しよに横になったときだけは、眠ねむれるの。入学式の日に、偶ぐう然ぜん気付いたんだ……」

　──それを聞きながら、あの日のことを思い出す。

　体調が限界に近づいていた、入学式当日。

　そのうえ、俺と静しず乃のはケンカしてしまって、身体からだも気持ちも大きなダメージを背負っていて……。

　そんなタイミングで、俺たちはうっかり添そい寝ねしてしまったのだ。

　今でも、あのとき保健室で覚えた安心感と、目覚めたあとの衝しよう撃げきははっきりと覚えている。

　そして風かざ来きさんは、

「……お、おお……一いつ緒しよのときだけ……眠ねむれる……ほう……」

　なぜか赤い顔のまま。

　何かこみ上げるものをこらえるような表情で、一人そんなことをつぶやいていた。

「……もちろん、最初は抵てい抗こうがあったよ」

　静しず乃のから、俺は話を引ひき継つぐ。

「男女で添そい寝ねなんて、普ふ通つうにありえないし……しかも俺たち、当時は今よりちょっとギスギスしてたからさ。ほら、こないだも話した、約束の記き憶おく違ちがいの件で……」

「……ああ、なるほど」

　風かざ来きさんは深くうなずいて、

「例の、言い合いになっていた件ですね……」

「そうそう。だからやっぱり、こんなことしていいのかって悩なやんだし、途と中ちゆうケンカしてしばらく止めた時期もあったんだけど……今でも、添そい寝ねを続けてるんだ。それが安定して、最近ようやく体調が本調子になったところ、だったんだ」

「……そうですか」

　深く息を吐はき出だし、風かざ来きさんは視線を落とす。

　そして、気持ちを落ち着けるように、頭の中で情報を整理するように。

「そのタイミングで今回の宿しゆく泊はく研修がスタート……隠かくれて添そい寝ねしていたものの、わたしに見つかった、ということだったんですね……」

「うん、そういうことになる」

「なるほど……」

　しばし、考えるようにうつむく風かざ来きさん。

　そして、彼女は顔を上げると真まっ直すぐにこちらを見て、

「わかりました。では添そい寝ねは完全に不ふ可か抗こう力りよく。不純な気持ちはない。お二人はそうせざるをえなかった、と。そういうことですね。よくわかりました」

　と、風かざ来きさんは気き遣づかわしげに眉まゆを寄せ、

「それは……辛つらかったでしょうね。眠ねむれないのも、そのことを隠かくさないといけないのも。お気の毒に思いますし……うん、ちょっとほっとしました。お二人が、心配したような関係にあるわけじゃないのがわかって」

「じゃ、じゃあ……！」

　と、静しず乃のは期待に声をうわずらせる。

「今回のことは、先生に言わないでもらえる？　内ない緒しよにしておいてもらえるかな……？」

　これで助かったと思ったのだろう。

　緊きん張ちようで固かった表情が、普ふ段だんの明るさを取とり戻もどしていた。

　静しず乃のは風かざ来きさんに歩み寄り、彼女の手を取る。

　けれど──、

「……すみません」

　──風かざ来きさんはそう言って、静しず乃のの手を優やさしく離はなした。

　そして──、

「やっぱり、それとこれとは別問題です。先生には報告させてもらいます。これは、委員長の責務ですから、内ない緒しよにするわけにはいきません……」

　……ひどく辛つらそうにそう言った。

「クラスメイトが、そんなに体調を崩くずしていることもそうですし……結果として、一いつ緒しよに寝ねてしまったこともそうです。お二人の気持ちがどうであれ、行こう為い自体が不純なのは残念ながら事実です。それを、隠かくすわけにはいかないんですよ……」

　──ある意味、予想できていた言葉だった。

　どんな事情があるにしろ、俺たちが問題行動をしてしまったのは事実だ。

　委員長としてフラットに考えれば──それを教師に報告しないわけにはいかない。

　──けれど、そんな状じよう況きようを前にしても。

　俺は──決して諦あきらめていなかった。

　だって……まだ明かしていないことがあるのだ。

　風かざ来きさんに、隠かくしていることがある。

「……風かざ来きさん、一つ勘かん違ちがいしてるよ」

　俺は、風かざ来きさんに呼びかける。

　──本題はこの先だ。

　華はなさんの言う通り、俺たちは逃にげたりごまかしたりすることはできない。

　本心と実際の状じよう況きようを、明かすことしかできないのだと思う。

　だとしたら──ここから先が、俺たちの隠かくしている本心だ。

　今はそれを言葉に出すことしかできない──、

「風かざ来きさん、俺たちに不純な気持ちはないってわかったって、さっき言ってくれただろ？」

「ええ、そうですね……」

「あのさ……それ、間ま違ちがいだよ」

「……へ？」

「俺は正直、不純な気持ちがある」

「……どういうことですか？」

　ぽかんとしている風かざ来きさん、そして静しず乃のに──俺ははっきりこう言った。




「ぶっちゃけ添そい寝ねしてるとき──普ふ通つうにエロいこと考えちゃったりもする」




「──えええぇえぇぇえ!?」

「……お、え？　……ええ？」

　──絶ぜつ叫きようする風かざ来きさん。

　そして──顔を真っ赤にして困こん惑わくしている静しず乃の。

　そんな二人に、俺はたたみかける。

「当たり前だろ。十代の男女で添そい寝ねしてるんだ。しかも相手は静しず乃ので、身体からだも密着して二人っきりで……それで、エロいこと考えないわけないだろ！」

　──当たり前だろう。

　そんな状じよう況きようで、悶もん々もんとしないでいられるやつはきっと少数派だ。

　少なくとも俺は身体からだが触ふれる度たびドキドキするし、甘い香りに目め眩まいを覚えるし、何かの柔やわらかさを感じてしまったりしたときには……もう……やり場のない気持ちを抑おさえきれなくなりそうになったりする。

「……だ、ダメじゃないですか！」

　風かざ来きさんが、額に汗あせを浮うかべて言う。

「そんな、不純な気持ちがないならまだしも……そういうこと考えちゃうんじゃ、よりダメじゃないですか！」

「ああ、そうだな……」

　あまりの慌あわてように、俺は思わず笑ってしまった。

　もちろん俺だって、こんなこと宣言するのは恥はずかしい。死ぬほど恥はずかしい。

　なんせ、目の前に──当人である静しず乃のがいるのだから。

「でも……ちゃんと、全部知って判断してもらいたかったんだ、風かざ来きさんには。前から、良いい委員長だなって思ってたんだよ。そんな風かざ来きさんが時間をくれたんだから、もう全部、本当に思ってることを包つつみ隠かくさず話して……どうするか決めて欲しいって思ったんだ」

　──さっきまで話していたのは、あくまで事情でしかない。

　それをすべて伝え終えた今──残っているのは、俺たちの気持ちだ。

　それもきちんと、包つつみ隠かくさず真っ正面からぶつけるしかない。

　そう思っていた。

「だから──そういう気持ちもある上で」

　俺は、言葉を続ける。

「そういう気持ちも抱いだいちゃう上で……それでも俺は、静しず乃のとの関係を大事にしたいって思ってるんだよ。我が慢まんするのが辛つらいときもあるし、逆にこう……おいしい思いしてるって感じるときもある。それを認めた上で、俺は俺と静しず乃のが添そい寝ねするのを……大切にしたい。できるだけ、静しず乃のにも、周りのみんなにも誠実でありたいと思うんだ……」

　そこを否定するのも、間ま違ちがいだと思うのだ。

　不純なことを考える。静しず乃のを心から大事にしたい、彼女にも周囲にも誠実にしたい。

「だって──俺は、静しず乃のと約束したんだ！　これからは、ちゃんと一いつ緒しよにいるって。せっかくもう一度出会えたんだ。今回は、俺の意思で、静しず乃ののそばにいようって！」

　それが──俺の本心だ。

　ごまかすことも隠かくすこともない、ただの本音。

　そしてそれに、風かざ来きさんは面食らった顔になり──次の瞬しゆん間かん。

　ひどく苦しげに、胸にぎゅっと手を当てた。

　必死に何かを耐たえているような、切なげにも見える表情──。

　──効いたのか!?

　俺の本音が、彼女に届いたのか!?

「……わ、わたしも！」

　──それまでぽかんとしていた静しず乃のが。

　たたみかけるように、慌あわてて言葉を続ける。

「正直、忍しのぶと一いつ緒しよに寝ねてると、すごくドキドキして……ちょっと、ヤバいなって思うことある……。このまま、その……なんかしちゃいそうとか……何か起きちゃったりするんじゃないかって。で、でも！」

　と、静しず乃のは真まっ直すぐ風かざ来きさんを見て、

「でも、そういうのは、もしあるにしても、手順踏ふんでからだと思うし……じゃなくて！　そういうの抜ぬきで、ちゃんと眠ねむれることが大事だし！　わたしは、わたしのことも、忍しのぶのことも大事にしたいし……ごめん、まとまらないけど……忍しのぶみたいに、上う手まく言えないけど……」

　静しず乃のは──ぎゅっと風かざ来きさんの手を握にぎり、

「わたしは、そういう気持ちだから。それを理解してもらえたなら……うん。風かざ来きさんに、任せるよ。これからどうするかは、風かざ来きさんが判断してくれて良い。そのことで、恨うらんだりはもうしないよ……。でも、わたしはもう一度──忍しのぶに、そばにいてもらいたいの！」

　……うん、これでいいんだ。

　言い切った静しず乃のの顔を見て、俺ははっきりとそう思う。

　必要なことは、すべて風かざ来きさんに伝えられた。

　俺たちにできることは、それだけだ──。

　その上でどうなろうと、俺たちはそれを受け入れるしかない。

　添そい寝ねを始めた時点で──こういう危険に晒さらされることは、織おり込み済みなんだから。

　そして──長い沈ちん黙もくのあと。

　息のつまりそうな静けさが続いたあと。

　風かざ来きさんは──、

「……うおおおおおおおおお！」

　──ふいに頭を抱かかえ、そんな声を上げた。

　……え、ど、どうした!?

　急にそんな、大声出して……！

「そんなこと言われて……わたしどうすればいいんですか！　委員長なのに……ちゃんとこのこと、先生に言わないといけないのに……！」

　──と、風かざ来きさんは顔を上げると。

　きっとにらむようにこちらを向き──、

「でも、わたし──この不器用カップルを、応おう援えんしたくなっちゃいました!!」

「え……ぶ、不器用カップル!?」

「いやいやいや！　風かざ来きさん、そうじゃなくて！」

　思わぬフレーズが飛び出して、俺は慌あわてて説明をする。

「だから、カップルとかじゃないんだよ！　しかたなく添そい寝ねしてるし、正直ドキドキもしてるんだけど……俺はその関係も大事にしたいって話して──」

「──それをカップルって言ってるんですよ！」

　俺以上のテンションと圧で。

　もはや興奮を隠かくせない表情で──上気した顔で、歌うように風かざ来きさんは言葉を続ける。

「疎そ遠えんな幼なじみが、高校に入って再会……記き憶おくの行いき違ちがいがあったものの、ひょんなことから添そい寝ねをするようになり……毎晩ドキドキで一いつ緒しよに寝ねている……はああぁぁぁぁあああ!!　これがときめかずにいられますか!?」

「……え、ええ……？」

「……」

「しかも、二人ともこれから一いつ緒しよにいたいと願ってるんですよ!?　そんなの……もうアレですよ……。もう、ほんと……アレで……」

「……はあ……」

「……アレって何……」

「いやもちろん！　委員長としては、それでもやっぱり先生に報告すべきだと思うんですよ！　もちろん、高校生同士で添そい寝ねなんて、どうしても問題ありますし！」

「お、おう……」

「そうだね……」

「じゃあわたしは、委員長だから、問題があるからと言って、お二人を引ひき裂さくのか!?　淡あわい関係を続けたいと願う二人を、正義の名の下に断罪するのか!?　うわあああああああ！　どうすればいいんだあああああああ！」

「……」

「……」

　頭を抱かかえ、一人苦く悩のうし始める風かざ来きさん。

　静しず乃のも俺もそれに圧あつ倒とうされつつ……ようやく腑ふに落ちる。

　なるほど、板いた挟ばさみなのか……。

　委員長である自分と、恋こいバナ好きの女子としての自分。

　どちらの自分で、俺たちの添そい寝ねを判断するのか──。

「……それにね」

　と、うつむいたまま風かざ来きさんはぽつりと言い。

　しばらく迷うように黙だまり込んでから──消え入りそうな声でこう続ける。

「わたし……うれしかったんです」

「……うれしかった？」

「……ええ」

　思わず尋たずね返した俺に、風かざ来きさんは小さくうなずく。

「お二人は本心を明かしてくれた。とても大切で、考えようによっては恥はずかしい本心を……」

「……うん、そうだな」

　はっきりと、俺は風かざ来きさんにそう答えた。

「風かざ来きさん相手に事情を話すなら、そうしたいと思ったんだ。委員長として信しん頼らいしてるし、良い子だとも思ってるし……ならもう、真まっ直すぐ行くしかないって」

「……ありがとうございます」

　そこでようやく──風かざ来きさんは顔を上げる。

　困ったように、俺たちに笑ってみせる。

「それが……わたし、とてもうれしかったんです」

　そして彼女は──、

「だから……応おう援えんしたい。本心から、そう思ってしまいました。二人の関係を、見守っていたいって……」

「……風かざ来きさん……」

　隣となりの静しず乃のが。

　胸いっぱいにこみ上げるものに耐たえるように、彼女の名を呼ぶ。

「……困りましたねえ」

　小さく息を吐はいて、風かざ来きさんは眉まゆを寄せる。

「風紀委員として、どうすべきか。お二人の友人として、どうすべきか……」
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　──どうなるだろう。

　このあと風かざ来きさんが取る選せん択たくで、俺たちの未来は大きく変わる。

　彼女は一体、どんな決断をするだろう──。

　そして……短い間を開けて。

「……そうだ、思い出しました」

　風かざ来きさんが、ふと気付いた顔になる。

「お二人と、偶ぐう然ぜん会った日。『ウィンカム』に来てくれた日のこと……」

　──そうだ、思えばあれがすべての始まりだった。

　もう、数週間前の夜のこと。

「あの日、お二人はわたしが家業を手伝ってることを……先生に言わないでおくって言ってくれましたよね。忘れていた申しん請せいが通るまで、内ない緒しよにしようって……」

「あ、ああ……」

「そういえば、そんなことも言ったね……」

　もう、すっかり忘れかけていたけれど。確かにあの日、俺たちは申しん請せいを忘れていた風かざ来きさんに、「先生には言わないでおくよ」なんて話したんだった。

　そんなに大したことじゃないと思っていたし、当然のことだと思っていた。

　けれど──風かざ来きさんにとっては、そうではなかったらしい。

「なんとなく……あの日の晩、思ったんです。そういうのも、ありなのかもなって。本当に大事なものを守るために、ちょっとだけズルするのもありなのかもなって……」

「……風かざ来きさん」

「だから……保留、にしましょうか」

　内ない緒しよ話ばなしでもするように、小さく彼女はそう言う。

「ほ……保留？」

「ええ、あのときのお二人と同じです。報告を、保留にするんです。正直……今のわたしには、まだ自分がどうすべきかわかりません。けれど、今後少しずつわかることもあるでしょう。お二人の関係に、変化がある可能性もあります。判断は……それからで」

「そ、それって……」

「つまり……」

「ええ、そうです。うん……やっぱり、そうしましょう！」

　うなずくと、風かざ来きさんはようやくその顔に、いつもの明るい笑えみを取とり戻もどし。

　はっきりした声で、俺たちにこう言う──。

「今日のところは──先生に言わないでおきましょう！」

　──その言葉に。

　風かざ来きさんの答えに──身体からだ中の緊きん張ちようが一気に解けた。

　深く深く息を吐はき出だしながら……一度静しず乃のと笑い合う。

　そして、風かざ来きさんの方に向き直ると、

「……ありがとう」

「マジで助かるよ。ありがとう風かざ来きさん……」

「いえいえ。お二人は、風紀以上に大切なものを、わたしに教えてくれたのだと思います。お礼を言いたいのはこっちです。……ただ！」

　と、彼女はビシッとこちらを指差しながら言う。

「油断はしないでくださいよ！　わたしはお二人のお友達であると同時に、委員長でもあります！　もうこれはダメだと思ったらすぐ先生に報告しなければなりません！　ですから、くれぐれも……節度を守って添そい寝ねしてください！」

「うん、わかってるよ」

「ちゃんと、気を付けるようにするからね」

　──そんな風に言い合って。

　俺たち三人は、駐ちゆう車しや場へ向かって歩き出した。

　……きっと、と思う。

　理解されにくい、俺たちの添そい寝ねだけど。

　誤解も勘かん違ちがいもされやすい、俺たちの関係性だけと……。

　本当に大切な人には、こうやって伝えるしかないのだろう。

　真正面からすべてを伝えるしかない。

　包つつみ隠かくさず、ありのままを見せるしか、ない。

　だから……そんな自分であろうと思う。

　問題は山積みで、記き憶おく違ちがいだとか不ふ眠みんだとか静しず乃のの家族問題だとか、一つ一つが入り組んで複雑になっている。

　そのすべてを解決しなければいけないなんて、目め眩まいがしそうになる。

　けれど……そんな壁かべたちにも、真正面からぶつかっていこう。

　きっとそれが、俺たちにできる唯ゆい一いつのことなんだ──。

　──木々の間を走る小道を歩きながら、そんなことを思った。
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　──座席の揺ゆれと、窓から差し込む日差しが気持ちよかった。

　管理事務所で汚よごれたジャージから制服に着き替がえ、乗り込んだバスの中。

　俺は最さい後こう尾びの席、その窓まど際ぎわに腰こし掛かけ、ぼんやり窓の外を眺ながめている。

　……色々あった、宿しゆく泊はく研修だったな。

　ダムを見てキャンプファイヤーをして、オリエンテーリングをしてテント泊はくをして。

　思い出に残る楽しいアクティビティばかりだったし……最終的に、風かざ来きさんに保留にしてもらえたのも。俺たちのことを、仮の形とは言え認めてもらえたのもうれしかった。

　だから──その期待を裏切らないようにしたいと思う。

　これからも、風かざ来きさんに胸を張れるような関係を静しず乃のと続けていきたい。

　隣となりの席では、静しず乃のがちょっと眠ねむそうに同じく窓の外を眺ながめている。この三日の疲つかれが、ここに来てどっと来たのだろう。

　反対側にいる六ろく曜ようさん、亮りよう祐すけも、さすがにちょっとくたびれた様子だ。

　ときおり言葉を交かわしながらも、二人とも普ふ段だんよりぼんやりしていた。

　──もちろん、俺たちだけじゃない。

　バスの中全体には充じゆう実じつ感にも似た倦けん怠たい感が漂ただよっていて、ああ、これで宿しゆく泊はく研修は終わりだと、改めて実感した。

　このあと学校に着いて家に帰れば、いつもの日常が戻もどってくる。

　それがほんの少し寂さびしくて、俺は一人祭りのあとみたいな気分になっていた。

　……まあ、俺たちの一つ前の席にいる風かざ来きさん。

　彼女だけは、

「──やー楽しかったですね！」

「──お話しできる同級生が増えて、非常にうれしいです！」

　なんて隣となりの女子に話しかけていて、本当に元気いっぱいなのだけど。

　……隣となりの女子、眠ねむそうなのに大変だな。

　まあ、苦く笑しようしつつもちゃんと風かざ来きさんの相手をしているし、本気で嫌いやがっているわけではないようなのだけど。

　と、

「……ヤバい、眠ねむい……」

　隣となりの静しず乃のが、もはや限界っぽい声でそう言う。

「こっそりこのまま、寝ねちゃっていい……？　忍しのぶにもたれかかって……」

「や、どうだろな……」

　答えながら、俺はもう一度バスの中を見回した。

　クラスメイトは結構な割合で寝ねているし、ここでもたれて寝ねたところで問題にはならないだろうけれど……風かざ来きさんとあんな話をした直後なのだ。

　なのに、彼女の真後ろでくっついて寝ねるのは……ちょっと、気まずいかも。

　いきなり油断してると思われるかも……。

「……学校まで、あと二時間ないくらいだと思う。その間、耐たえられないかな？」

「……それは、きつい……」

　……そりゃそうだよな。

　体力のない静しず乃のが、ここ二日でかなりの運動をしたんだ。

　疲ひ労ろうは溜たまってるだろうし睡すい眠みん時間だって足りていないだろうし……日々鍛きたえている俺自じ身しんでさえ、かなりの眠ねむ気けを感じている。

　なのに、このまま我が慢まんさせ続けるのは、さすがに酷こくだ……。

　どうしよう、どうするか……。

　そんな風に悩なやんでいると、

「……」

　ふいに──前の席の風かざ来きさんが、ちらりとこちらを見た。

　そして、あくまでそれまでの雑談の続きみたいな体で、

「……しかし、さすがのわたしもちょっと疲つかれましたねー」

　そんなことを言い出す。

　さらに、彼女はさっきまでの元気が噓うそだったみたいにあくびまでしてみせ、

「眠ねむくなってきたので……寝ねかせてもらってもいいですか？」

「あ、うんいいよ。実はわたしも結構限界で……」

「おや、それはすいませんでした。じゃあ、寝ねちゃいましょう……」

　言って、彼女は小さく笑うと、

「……寝ねてる途と中ちゆう、うっかりもたれかかっちゃうかもしれません。でも、こんな状じよう況きようですから……今日ばっかりは、しかたないですよね？　不ふ可か抗こう力りよくです……」

「うん、そうだね……」

　……その会話は、きっと俺たちへのさりげないメッセージなんだろう。

　ここでくっついて寝ねたとしても不ふ可か抗こう力りよく。

　咎とがめはしないよ、というメッセージ。

　静しず乃のの方を見ると──彼女も、それに気付いていたらしい。

　こちらを見ると、俺に小さくほほえんでみせる。

　……うれしかった。

　風かざ来きさんがそんな風に言ってくれたのが、心の底からうれしかった。

　なら……お言葉に甘えようと思う。

　静しず乃のと並んで、ここで眠ねむろうと思う。

「……よし、じゃあ」

　そして──俺たちは肩かたを寄せ合うと。

「……ふふ、なんかこれはこれで、照れくさいね……」

「ああ、そうだな……」

　そんなことを言って、小さく笑い合う。

　こんな風に、人前で隠かくすことなく眠ねむるのは初めてのことだった。

　これまでひたすらプライベートだった添そい寝ねを、こうして公おおやけの場ですることがなんだかくすぐったい……。

　制服越ごしに感じる静しず乃のの肩かたの丸み。

　頰ほおを寄せている髪かみの滑なめらかさと、甘い匂におい──。

「……そういえば、忍しのぶさ」

「ん？」

「添そい寝ねのとき、ドキドキするって風かざ来きさんに言ってたよね……」

「……ああ、まあな」

「わたし、ずっとそんなことないんだって思ってた。いつも冷静で、別に全然気にしてないのかなって……」

「……そんなわけないだろ」

　むしろ、何度心臓が飛び出しそうになったかわからない。

　それは今だって同じだし、こっちこそいつも静しず乃のは冷静だななんて、ちょっと恨うらめしく思っていたんだ。

「だからわたし、それを知れてうれしかったし……ちょっとほっとした。ドキドキしてたのわたしだけじゃないんだって……」

「それはこっちも同じだよ。むしろ、俺が動どう揺ようしてるの、完全にバレてると思ってた……」

「全然わかんなかったなあ……。わたし、そういうの鋭するどい方だと思ってたんだけど」

「な。思ったより鈍にぶいんだな、静しず乃の……」

「……忍しのぶほどじゃないけどね……」

　そこまで言って──お互たがい大きなあくびが出た。

　うん、もうそろそろだ……。

　そろそろ、本格的に眠ねむくなってきたみたいだ。

「だから……そんな風に……」

　とろんとした声で、静しず乃のは言う。

「これからも、忍しのぶのこと、ちょっとずつ知っていきたい……。どういう男の子なのか……色んなことをどう考えてるのか……」

「……うん」

「それから……あの約束のことも……。何があって、こうなったのかも……」

「……そうだな」

　そろそろ、それをはっきりさせるときが近づいているんだろう。

　二人とも、その準備は整ったのだと思う。

　だから、少しずつでもいい。

　二人で、約束の行いき違ちがいの理由を、解き明かしていきたい──。

　……ただ、今のところは眠ねむ気けが限界だ。

「……寝ねよっか？」

「だな」

　言い合って、俺たちは深く息を吐はく。

　そして、




「おやすみ、忍しのぶ……」

「うん、おやすみ……」

　エンジンの小気味よい振しん動どうとシートの温かさを感じながら。

　ゆっくりと、穏おだやかな眠ねむりに沈しずんでいったのだった──。
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　こんにちは、田た中なかです。

　あのですね……楽しいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!!!

　なんやこれ！　ラノベ書くのめっちゃ楽しいんだが!?!?

　お話考えるのも楽しいし、書くのも楽しい。しかもそこに担当田た端ばた氏の意見をもらえる上に美び麗れいイラストまでつけていただける……。これが楽しくないわけないでしょう。

　さらに、それを読んでくれる読者の方までいるわけですよ。すげえ、全面的に得しかなくてビビるわ……。

　いやね、言うてしんどいんじゃないかと思ってたんですよ。締しめ切きりに追われたり厳しい担当にいびられたりネットで炎えん上じようしたりなど様々あるんじゃないかと……。なかったわ（現状）。そういうしんどいことは（現状）なくてただ楽しい（現状）ですわ（現状）。だからこういう機会を下さった皆みなさん、本当にありがとうございます。周囲の方々に感謝してもしきれねえ……。

　今後も、このうれしさをずっと続けていければと思っているので、皆みな様さま何なに卒とぞよろしくお願いします。担当田端氏とは、最終的に五千万部くらい売れたいねと話しています。それくらい売れて毎日回転寿ず司しに行けるようになるのが夢です。
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